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横浜市西部における箱根新期火砕流の堆積構造

笠間友博・相原延光

Tomohiro KASAMA & Nobumitsu AIHARA: Sedimentary Structure of Hakone 

Younger Pyroclastic Flow in the Western Area of Yokohama, Japan 

はじめに 多量の空気の加熱， 植物中の水分の蒸発が急激に生じ

箱根火山新期火砕流 （以下 TPflと呼ぶ〉 は箱根火 ることなどにより，前方に物質を噴き 出す ground

山の山獲を広く覆い，火口から約50k市東方に隣れた横 surgeが発生する。

浜市戸塚区付近まで達していることが知られている。 火砕流堆積物もそのような火砕流内の構造に対応し

最近，相模原市地形・地質調査会（1986）は， この て基底部に groundsurge等の火砕流前方に噴き飛ば

TPflに伴って存在する細かい成層構造の発達したif[ された物質の堆積庖，その上に flowheadで濃集し

積物について報告しこれが分布，堆積構造の特徴か た岩片，鉱物からなる groundlayerという層，その

ら，火砕流の移動中に生じたサージ堆積物の可能性を 上に火砕流本体（flowbody）からの厚い淘汰の悪い

指摘している。しかし，火砕流椴積物のうち，この種 庖，最上部には ashcloudからの細粒の堆積物件sh

の研究例が少ないだけに適当な研究方法が確定してお cloud surgeを含む〉といった一連の構造を持ち，こ

らず，断定できないでいるのが現状である。 れらは火砕流の速度が速くなるにつれ明瞭になってい

筆者らは，最近の火砕流に関する研究例を参考にし くとし、う。 （WILSON& WAL KER, 1982; WILSON, 1985 

て， 横浜市泉区から戸塚区付近にかけての柏尾川上流 など〉

地区（以下戸塚地区とする〉に分布する TPflを中心

に，流路や堆積構造，i仕積物の特徴を調査し，サーシ 調査地域

堆積物が生じた直接的原因についての考察を行った。 調査は図2aに示す戸塚地区（7地点〕で‘行ったが，

比較のため県内の 1～6の各地点でも行った。

火砕流に伴うサージ TPflは箱根火山近くや大磯丘陵では， ほとんどが

火砕流に伴うサージには groundsurge〔SPARKS& 塊状の火砕流堆積物であるが，大磯丘陵より東方では

WALKER, 1973）や ashcloud surge〔FISHER,1979) 成層地積物のみが存在する所，成層堆積物と塊状の火

がある。 砕流堆積物の両方が存在する所，塊状の火砕流堆積物

Ground surgeは火砕流堆積物の基底部に存在する のみが存在する所と様々である。

サージ堆積物で，火砕流先端部〔flowhead）からの 戸塚地区は，成層椛積物と塊状の火砕流堆積物の両

噴き出しのほかに火口での爆発，噴煙柱崩壊が原因で 方が存在する。火砕流堆積物は，ローム層などと比べ

あると考えられている。 るとかなり国結しており，コンクリ ートで覆われる事

また， ashcloud surgeは火砕流堆積物上部に見ら なくそのまま露頭として残っている所が多い。特に戸

れ，火砕流背後に舞い上がった細粒火山灰を主体とす 塚地区は宅地化で次々と震頭が消えて行く中で，貴重

る ashcloudから生じるという。 なものである。

図1に示すように，火砕流の flowh巴adでは空気

の流入が盛んで，最も流動化が進んでいる。そこでは， 分布及び流れの方向

軽く空気抵抗の大きい軽石や細粒物が後方へふるい分 図2bは，戸塚地区の主な TPflの露頭の位置と成

けられ，岩片や鉱物が波集する。更に，取入れられた 層堆積物のラミ ナ，サンドウェーブ等より求めた流れ
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育：flowwith surge 
*:flow only 
大：surgeonly 

図2a 県東部の TPfl露頭

図1 火砕流の内部構造と堆積物との関係

(WILSON, 1985を簡略化加筆〉
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1：平塚市土屋遠藤原 2,3：海老名市大谷 4：大和市上草柳 5：大和市城ケ岡 6：旭

区四季美台 7：戸塚地区（調査地区 図2b参照〉

2 b 戸塚地Kの TPfl露頭
Ry：緑園都市駅 Ya：弥生台駅 Hi ：東戸塚駅 To ：戸塚駅

の方向を示す。

A地点（写真1), B地点〈写真2）一泉区新橋町

C地点～E地点ー泉区岡津町

F地点～H地点（写真3) 戸塚区名瀬町

I地点〈写真4〕一戸塚区上矢部町

J地点一戸塚区柏尾町／K地点戸塚区上柏尾町

この付近は造成工事の際の調査によると， 主として

上倉困層，山王台ローム層とそれらを不整合に覆う下

末吉層，下末吉ローム層からなるが， TPflはこれら

を浸食して生じた谷を埋めるように堆積し， 阿久和

川，柏尾川といった現在の河川｜に沿う分布を示してい

2 

る。

TPを含めた武蔵野ローム層は，下位の下末吉ロー

ム層から連続して堆積しているものは少なしそのほ

とんどが大きな不整合で谷埋め状ないし斜面堆積をし

ており，これらの谷や斜面の多くは現在の谷地形に続

いている。従って TP堆積時には既に現在の谷地形の

原型が出来ており， TPflの成層堆積物の流れの方向

もほぼ現在の谷に沿っていることから， TPflはこれ

らの谷（古阿久和川，古名瀬川，古柏尾川の谷と呼ぶ

ことにする〕に沿って流れたものと考えられる。また

TPflの露頭は，現河川沿いの低い段丘面のような所



に多く，これは火砕流堆積面と考えられる。 物に相当する〔図4〕。 2 bは細粒火山灰中に軽石，

図3aは，図2bより求めた TPflの流れの復元で 岩片，鉱物が散在する塊状の部分（厚さ 2～3m〕で

ある。 A地点で南西方向からの流れが読み取れ， A地 ある。

点， F地点から上流側に露頭が見られないことから， 1 a～2 a 2はTP上面の凹凸や谷地形に平行に堆積

TPflは泉区和泉町方面（地形的には武蔵野面）から しており， 2a I～2 a 2のラミナもこれらに平行であ

泉区弥生台付近の多摩面相当の丘陵（この付近の造成 り，水成堆積物とは異なり，大きなせん断力下で一気

工事の際に風成の舞岡ローム層以上のローム層が見ら に堆積したような構造を持っている。 しかも 2a l～ 

れた〉を越え，古阿久和川と古名瀬川の谷に分かれて 2 bの中には，高温のもとで蒸焼きになったと考えら

入り，戸塚区上柏尾町方面 CJ地点〉へ流れていった れる炭化した材化石が存在する。このようなことから

と考えられる。 成層堆積物を含めた1a～2 bまでの TPflはすべて

x A～xDは，ちょうど TPflの流れを挟むような 直接火砕流からもたらされた堆積物で，水成三次堆積

位置に存在する TPflを欠く TPのみの露頭で，造成 物などではないと考えられる。

工事の際現れたものである。 これらは， いずれも丘 1 a, 1 bは阿久和JIIから柏尾川の谷の低所に見ら

陵上部に存在し， この付近のC地点～E地点などの れ，薄層ながら同じ岩相でよく連続しているが，名瀬

TPflを伴う TPに比べ20～30mほど高い位置にあ 川｜の谷には見られなし、。火砕流内での岩片，鉱物と軽

る。 TP活動時にはすでに現在の谷地形の原型が出来 石，細粒物のふるい分けを考えると，この部分ははっ

ていることから考え合わせれば， TPf!の流れを制約 きりとした1つの flowunitを形成しており，これを

したこれらの谷は，少なくともこの程度の高度差があ flow lと呼ぶことにする。 1aはその groundlayer 

ったものと考えられる。 と考えられ，ふるい分けが良い事から小規模ながら高

速の火砕流である可能性がある。古名瀬川の谷には流

構造及び細分 れ込まず，古阿久和川の谷に沿って上柏尾町方面へ流

戸塚地区の TPは，基底面上に直接堆積していると れていったと考えられる。

ころもあるが，谷底を埋めて堆積しているところでは 2 a 1, 2 a 2は成層構造が発達することから，横な

TPの下に河成の砂れき層やビート質泥層がある。そ ぐりの爆風を伴って堆積したサージ堆積物と考えら

こでも TPの特徴である fallwnitは良く保存されて れ， 2bの塊状の典型的な火砕流堆積物（これを flow

おり， TPは流水の影響はほとんど受けていなし、。こ 2と呼ぶことにする〕と区別される。そして， 2bと

の付近の TPの厚さは丘陵上では40cm程度であるが， 共にセットとなってすべての露頭で見られることか

凹部に堆積したものは TPflを伴わなくても厚さは50 ら， flow 2からの groundsurge堆積物と考えられ

～70仰になる。 る。 flowlの上に連続して堆積しているところもある

TPflは浸食面を境に大きく 2つに分けられるO そ が，場所によっては flow1～TPをかなり浸食してい

してさらに，火砕流内の粒子のふるい分けをもとに， る。

浸食面より下の部分を 1a, 1 bの2つに，浸食面よ 2 a 1, 2 a 2は細粒物が多く，全体として岩片，鉱

り上の部分を2a 1, 2 a 2, 2 bの3つにそれぞれ細 物が下に，軽石が上といった構造をもっ。この構造

分した（図3b〕。ここで添え字aは， groundsurge, は， A地点から約4km離れたK地点の間で火砕流の下

ground layerといった flowheadからの堆積物， b 流側に向かつて薄くなり，ラミナの発達も悪くなり，

は flowbodyからの堆積物を示している。 2 a 1, 2 a 2の区別も不明瞭となるO したがって，比較

1 aは岩片，鉱物からなり，細粒火山灰に乏しい厚 的急速に勢いを弱めていることから， groundsurge 

さ1～3舗の薄層， 1bは軽石，細粒火山灰からなる は局地的な発生であることが考えられる。

厚さ 1～3cmの薄層（写真5), 2 a Iは細粒火山灰中 Flow 2が泉区弥生台付近の多摩面相当の丘陵を乗

に主に岩片，鉱物が平行ラミナを中心とした細かし、成 り越えた時，あるいは狭い古阿久和川，古名瀬川の谷

層構造をなして存在する部分（厚さ数 IOcm以内〕， 2 に入り込んだ時などの地形的な影響により多量の空気

a 2は細粒火山灰中に主に軽石が平行ラミナを中心と を取り込み，それが急激に膨張することにより生じた

した細かし、成層構造をなして存在する部分（厚さ数10 と考えられる。

C盟以内〕で， 2 a 1, 2 a 2を合わせた部分が成層堆積 2 b (flow 2〕は大規模な火砕流で谷埋め状に堆積

3 
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図4 TPfl下部のスケッチ（B地点〕

し，上記のように groundsurgeを発生させ古阿久平日 戸爆地区と同じ〉。

川と古名瀬川の両方の谷に分かれて入札 上柏尾町方 1 aは細粒火山灰に乏しく岩片，鉱物からなる層

面へ流れていったと考えられる。 （厚さ 6cm程度〉， 1 bは細粒火山灰中に軽石，岩片が

以上，戸縁地区の TPflの構造及び成因についてま 散在する淘汰の 悪い層（厚さ30Cm程度〕，lcは主と

とめたのが図5である。 して細粒火山灰からなる厨〔厚さ 7cm程度），2 aは成

TPflの上は風成の新期ロ ーム層となっている所と 層構造が発達し，細粒火山灰に乏しく岩片，鉱物，軽

クロスラミナの発達した凝灰質砂層となっている所と 石からなる屑（厚さ 5cm程度）， 2 bは細粒火山灰中に

がある。後者は，ほとんど火砕物からなり 2bをかな 軽石，岩片，鉱物が散在する淘汰の悪い層（厚さ 5m

り浸食している所もあり， 火砕流上部にみられる ash 以上〉 である。

cloud surge堆積物の可能性がある。 しかし，断片的 火砕流内での粒子のふるい分けを考えると，1a～ 

な露頭しかなし全体の堆積構造がつかめないことや 1 cと2a～2 bはそれぞれ別の flowunitを形成し

F地点では明らかに上総層群の泥岩の円れきを含むこ ている。

とから，火砕流が古阿久和川， 古名瀬川の谷をせき止 前者 （戸塚地区の flowlに相当〉では， 1 aが，

めた後の洪水等によって生じた水成の火砕流二次堆積 ground layer, 1 bが火砕流本体からの堆積物，leが

物と考えられる。 ash cloudからの堆積物，後者（戸塚地区のflow2及

びその groundsurg巴に相当〉では， 2aが2bから

他の地域との対比 の groundsurge, 2 bが火砕流本体からの椎積物に

このような層序が，大磯丘陵の遠藤原 （写真6，写 それぞれ相当すると忠われる（図3a）。

真7）でも見られることは，大変興味深いことであ また，大和市城ケ岡をはじめ大和市，海老名市周辺

る。遠藤原の TPflは下位より， la, lb, le, 2 に見られる火砕流堆積物を欠くサージ堆積物（写真8〕

a, Zbの5つの部分に分けるこ とができる。 ここで は，細粒物に乏しく成層構造もより発達し， 数多く の

添え字cはashcloudからの堆積物を示す（a, bは ラミナ単位の粒子のふるい分けが存在する等，サージ
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、：crystalsand lithics 

IZUMI YAYOIDAI OKATSU 

図5 戸塚地区の TPflの構造及び成因 （古阿久和川の谷沿いのもの〉

土佐積物本来の性質がより強く現れている。層厚もかな

り厚い所があ り，同じ多摩面相当の座間丘陵を越えて

lOkm以上も断れた城ケ岡でも勢いが衰えてし、く様子が

見られないことから，戸塚地区の groundsurgeとは

別のより大規模なサージとみられる。

ま と め

①戸塚地区のTPflは， flow1, flow 2からの ground

surge, flow 2の3つの部分に分けられる。

②このような関係は，大磁丘陵の遠藤原にも存在す

る。

③戸塚地区のサージ堆積物の成因として，局地的な地

形による影響が考えられ，大和市城ケ岡などの火砕

流堆積物を欠く サージ堆積物とは別のものと考えら

れる。

今後の課題

今回は露頭での観察をもとに報告を行ったが，現在

走査型電子顕微鋭での粒子表面形態の観察，火山ガラ

スの屈折率の測定等による検討を行っており，これに

ついては別稿で報告する予定である。
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Plates説明

1：横浜市泉区新橋町観音寺境内〔A地点〉

2：横浜市泉区新橋［I汀 瀬谷柏尾道路沿い CB地点〕
3：横浜市戸塚区名瀬町 名瀬川右岸〔H地点〉
4：横浜市戸塚区上矢部町横浜新道料金所北方（ I地点〉

8 

5:la, lbの産状（B地点）

6：平塚市土屋遠藤原の TPfl

7：向上 TPfl下部拡大

8：火砕流判l積物を欠くサージ堆積物 （大和
市城ケ岡〉



神奈川自然誌資料 (11) : 9～11, Mar. 1990 

神奈川県松田町のボーリングデータ

今永 勇・山下浩之・高橋隆之

Isamu lMANAGA, Hiroyuki y AMASHIT A & Takayuki TAKAHASHI: 

Boring Data in Matsuda-cha, Kanagawa Prefecture 

足柄平野から御殿場線の通る地形的に低い地帯を通

り駿河湾にぬける線は，フィリピン海プレートが，北

米プレート（あるいは，ユーラシアプレート〉に衝突

していると考えられている地域である。足柄平野の松

田町の部分は，松田山と川音川と酒匂川に挟まれた三

角形の地域である。この地域は大磯丘陵の西縁を画す

国府津一松田断層の延長部分が丹沢山地・足柄山地の

南縁部の松田山に突き当たり，さらに川音川断層（上

杉他， 1981）が交差する地域にあたる。断層の輯験し

た衝突するプレート境界の構造を知る上で重要な位置

をしめ，構造について調べるに適した地域て、ある。こ

れまでに，山崎 (1982,1985）は松田山の南斜面の150

mからzoomの小丘陵の地質について報告し，小丘陵の
南側の平野部を崖錐であると した。小沢他（1982）は，

松田駅のある川音）｜！と酒匂川と足柄山地で閉まれた地

域を山北面と推定している。今回検討した松田町のボ

ーリングデータは，松田山南部に広がり， i酉匂川と川

音川に囲まれた平野のものである。この平野の一部分

にローム層が分布していることがわかり， 国府津一松

田断層，神縄断層の構造について知る上で重要である

と思われる。

足柄平野は，ひし形を長くした形をした沈降する平

野と考えられている（山崎，1985他〉。国府津ー松田

断層を境に大磯丘陵側が隆起し，曽我山の山地をつく

っている。国府津一松田断層の北西の延長部がどこを

通るかについては定まった説がなL、。

足柄平野は， また扇状地性の平野だと 言われてい

る。松田付近は，川音川の扇状地と言われている。 川

音川の扇状地地形は， 川音川の左岸のlllJ屋，金手，河

原，金子の高度70mから40mにかけての地域に扇状の

特徴が良く表れている。しかし右岸の扇状地地形は，

現川音川の沿岸付近に限られている。川音川の右岸の

大部分の地形は，後方の松田山の南斜面の等高線の概

略の方向と一致してほぼ東西方向に延びており，南に

緩く傾斜し，川｜音川の扇状地とは見られない。

松田の町の乗っている地域は，ローム層が分布して

いる。ロ ーム層の厚さが，ボーリング4から5' 8へ

と薄くなる（図1）。とのことから川音川の扇状地は徐

々に東に流路を変えて行ったようにも見える。

川音川と酒匂川と足柄山地とで囲まれた地域には，

山北面を構成する御殿場泥流堆積物が見られなし、。開

成町の河原町のボーリ ンク9で＝・1om以深に見られる噴

出岩とされているものが，御殿場泥流堆積物であると

推定される。

松田町東側の東名高速道路インターチzンジから金

子台にかけての台地は，20～30mの厚いローム層の下

に，厚さ 7～8mの河成の才ケ戸磯層が分布している

（上杉他， 1974；，菊原， 1975）。ボーリング3では，

30mまでロ ーム層があり，その下に火山灰が分布する

ように掛かれている。このことから見ると，ボーリン

グ3のある函は，才ヶ戸事者層堆積面か，あるいはより

以前の地形面である可能性が考えられる。

ボーリング4' 5は，上部にローム層あるいは表土

が4～Smあり， 2～3m厚の磯層をおいて下に腐食

物・疎 ・凝灰質混じりの粘土層が分布している。この

ことから2～3m厚の磯層が堆積する前までは後背湿

地を形成していた可能性がある。

ボーリング6, 7は， 2～3mの表土とローム層め会

下にl2m以深まで磯層が分布し，このボーリングの地

点を含む地域は川音川の扇状地と思われる。

ボーリング1は，ボーリング2に近い位置にあるが

後背湿地的な状況を示しており，周りの地形とも考え

合わせると両ボーリング地点聞に埋没した南北性の急

な崖（断層η の存在が推定される。あるいは惣領か

9 



図1 松田町付近の地形とポーリング位置図
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図2 松田町のボーリングデータ〔神奈川建築士会より）

a：粘土 b：シノレト c：砂 d：れき 巴：火山砕屑物（噴出岩〉 f：ローム層 ・火山灰
g：埋土または表土

ら松田駅にかけての地域は，国府津一松田断層におけ 文 献

る千代の台地に対比されるような段丘のプロックであ 関東第四紀研究会， 1987. 大磯丘陵の層序と構造．関

る可能性もあり，今後さらにボーリングデーターを集 東の四紀，（13): 3 46. 

め検討する必要がある。 神奈川県，1971.神奈川県地盤地質調査報告書．
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横浜南部の上総層群小柴層（前期更新世〉から

産出したチシマガイ類二枚貝化石について

小泉明裕・松島義章

Akihiro KOIZUMI & Yoshiaki MATSUSHIMA: Molluscan Fossils of the Genus Panomya 

from the Lower Pleistocene Koshiba Formation in the Southern Area of Yokohama 

はじめに

1989年4月， 筆者の一人小泉は，横浜国立大学地学

教室江藤哲人博士の案内で横浜市金沢区内の横浜横須

賀道路金沢支線工事に伴う露頭を調査中，上総層群小

柴層／大船層境界昔日（本報告の Loc.1〕から自生的産

状を示すチシマガイ属大型二枚貝化石を，数個体発見

した。これまで小泉は1984年にも横浜市内の上総層群

の3地点〔Loe.2, 4, 5）からチシマガイ属化石を採

集している。また1989年11月には本論のための調査

で，横浜市栄区飯島町の小柴層（Loe.3）からチシマ

ガイ属化石を採集した。このように横浜南部地域の上

総層群小柴層やその相当層には，産出量はごく少ない

が普遍的にチシマガイ属化石が産出することがわかっ

てきた。それらはし、ずれも，後述する浅海帯下部を示

す貝類群集にともなっている。

本属の種は，これまで関東地方の鮮新更新統から

は，横浜をはじめとして全く知られておらず，本報が

初めての産出例である。この点は本州にみられるチシ

マガイ属化石の時空分布に新たな情報を提供し，産出

地域の古地理， 当時の海流系や海中気候の復元をする

上でも重要となる。

今回報告するチシマガイ属化石標本は神奈川県立博

物館に収蔵する。なお本報告をまとめるに当たり，山形

大学地球科学教室の岡田尚武教授，野外調査に同行さ

九た横浜国立大学地学教室の江藤哲人博士， JII崎市立

川崎高校の田中芳信教諭，横浜市立南高校の遠藤摩樹

教諭，標本の写真撮影をしていただいた神奈川県立博

物館井上久美子主任技師に，心よ りお礼申し上げる。

西南部のいずれも土木工事現場内である。図2には各

地点で明らかになった産出層準を示す。なお，土木工

事の進行にともないLoe.2, 4, 5は，すでに工事が完

了し貝化石の産出した露頭はコンクリートなどで被覆

されて観察できない。

Loc.1 （図2-1）：：本地点は横浜市金沢区内の横浜横

須賀道路金沢支線工事に伴L、出現した露頭である〔図

4 1)。露頭の下部は， 厚さ 4mの塊状4!1.~層理の細粒シ

ノレト岩層で，この上に整合漸移して，約4mの粗粒砂

質シノレト岩層が重なる。チシマガイ属化石は， この粗

粒砂質シノレト岩層の下部の厚さ 1.5 m x側方15mの範

囲から自生的産状を示して（図4-1), 10個体ほど産

出した。化石産出層準は， 三梨・菊地（1982）の小柴

層と大船層の漸移帯にあたる。 粗粒砂質シノレト岩層よ

り上位には層厚5m以上の火砕質シノレト質砂岩層が整

合に重なる。特にチシマガイ属化石産出層準の上位2

mには，“UB”テフラ〔三梨 ・菊地，1982；横浜市，

1981のKo22〕が挟在する。

Loe. 2〔図26）： ：本地点は横浜市泉区緑園，相撲鉄

道いずみの線緑園都市駅東側の造成地に出現した露頭

である（図4-3〕。ここでは下部3m＋が泥質砂岩層と

砂岩層の互層，中部はmの細粒泥岩層，上部5m＋は

泥質スランプ堆積層からなる。チシマガイ属化石は，

中部の泥岩層の基底部の層厚約1mの範囲から合弁の

3個体が得られた。産出層準を決める上で有効なテフ

ラとしては，産出層準よりそれぞれ3;5; 15m以上に

Ng; H1; Mtテフラ， 1m下位には H2テフラが確認

された。このことから本地点の貝化石産出層準は三梨

・菊池（1982）の上星川層の下部にあたる。

産出地点の上総層群の地質層序 Loe. 3〔図2-5c)：本地点は横浜市栄区飯島町の宅

図lに示すチシマガイ属化石の産出地点は，横浜市 地造成地に出現した霞頭である（図44〕。出現した露
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図 1.調査地点および地質柱状図の位置（①～⑫〕

頭は岩~flの違いから上下に2分でき，下部がIOm以上

の泥質砂店層， 上部がj写さ5m以上の砂質泥岩層から

なる。チシマガイ属化石は，泥質砂岩層の下部から合

弁の1側体が産出した。産出層準は三梨・ 菊地〔1982〕

の小柴層の下部にあたる。産出層準を含む庖厚20cm前

後にはゴマシオ状砂粒大軽石と角閃石などの斑品を多

量に含む。 これは， 11~磁重鉱物の 9 割以上を普通角閃

石が占めるなどの点から，Mtテフラに対比される。さ

らに産出層準の上位3聞にあるテフラは，火山ガラス

とが｝長石を主とし，脱磁重鉱物では普通約i石が優占す

るなどの特徴や，上下のテフラとの関係からみて Nk

テフラに対比される。

なお， 図2に示された ように，小柴層に介在する

鍵テフラの対比から， 小柴腐分布j或の西~：IJ，飯島町

〔Loe.3を含む〉における小柴層の層厚（区12a～c, 

Mt Ko22間〕は， 小柴層の最大層厚を示す東側の氷取

沢地域 （Loe.1）の半分に薄くなることがわかった。

Loe. 4 （図 2-Sa）：：木地点は横浜市南区永！日東， 京

浜急行総司J：土ヶ谷駅北~llJの宅地造成地に出現した露頭

である（図45）。下位より 6m以上の堆積状態の乱れ

る砂質泥岩層，Im弱の粗粒砂岩層，2mの砂質泥岩層，

4m以上のシノレト岩層が控合に重なる。チシマガイ属

化石は自生的産状を示す1個体が最上部のシノレト岩

層から産出した。このj習$よ り2mと4m下位には，

Hsテフラと Sfテフラが挟在することから，チシマガ

イ属化石の産出層準は， 三梨 ・菊地 （1982〕の上星川

層の上部の基底になる。

Loe. 5 （図2ーの： 本地点は横浜市磯子区広地II汀の宅

14 

地造成地に出現した飯頭で、ある （図4-6）。層厚20mの

砂質シノレ ト岩層で中部に紛l粒砂の薄腐を数枚と，ベー

ジュ色の細粒火山灰層〔Snと仮呼する〉の薄層をはさ

む。合弁のチシマガイ属化石は，この Snテフラ より

約7m上位から1個体産出した。産出周準は，上位

（図210）や下位（図 29〕にみられるテフラとの層

序関係や，岩本日の特徴からみて三梨 －菊地〔1982〕の

富岡向斜北翼における中里層最下部になる。

図3vこは横浜 多勝地域における小柴層およびその

相当周の層序関係とチシマガイ属化石の産出層準を示

す。 なおこの図の「｜成に当たり， 層序につい ては横

浜市公害研究所（1981)，三梨・ 菊地 （1982),小泉

(1985）および筆者らの未公表資料，年代については

江膝（1988)' 斎藤 （1988）および山形大学岡田教授

に分析していただいた資料（小泉， 1990〕を参考にし

fι。

富岡向斜をはさんで北側に位置する上星川層および

中里庖の下部は，富岡向斜の南側に分布する小柴層に

側方移化する同時兵腐の関係にある〈三梨 ・菊地，

1982）ので， チシマガイ属化石の産出レンジは小柴層

のほぼ全層準にわたっていることになる。

チシマガイ属化石の随伴化石

横浜地域の小柴層および相当層の軟体動物化石に

ついての群集的な取り扱いは， 大山 （1951〕，AリKl

〔1960），松島（1986）などがある。

今回チシマガイ属化石にともない，Loc.1では，産出

層準の粗粒砂層シノレトからLimo戸sistohaiensis, Acila 

divaricata, Yoldia sp., Portlandia sp.の！｜買に優占的

に出現し， 現地性抑：積を示す個体も 少なくなし、。他

に， Limoρsiscrenata, Macoma calcarea, Turritella 

sp. Fulgolaria sp., Mφtunea sp.，フジツポ，硬骨魚

類の椎骨や耳石 〔ソコタラ類など〉を産出した。

Loe. 2では，Portlandiasp., Yoldia sp.が優占し，

Acharax sp., Acila divaricata, So/amen sp., Acesta 

golias, Lucinoma cf. actinineata, Macoma cf. cal-

cacea, Dentalium yohoyamai, Bathybembix sp., Cr-

yptonalica jansostmoides, Turritella sp., Fulgolaria 

sp., Ne戸tuneasp.，笠貝類，硬骨魚類の椎’白を産出した。

Loc.3では，チシマガイ属化石を産出した泥質砂岩層

からは， Liinopsiscf. tohaiensisが多く ，So/amensp., 

Lucinoma actinineata, Mactrinula dolabrata, Cus 

pidaria sp., Dentalium sp., Fu伝olariasp., Ne戸tunea

Sp., I鹿骨魚類の椎骨を店主したが， 二枚貝に合弁個体は
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1:1-印 ：斉藤（1988）による石灰質ナンノ化石分析地点， ￥印 ：アシカ科化石の産出した石灰質ナンノ化石

分析地点（小泉， 1990),EB印 ：チシマガイ化石産出地点．①：岡田（1987）の石灰質ナンノ化石群集帯，
② ：矢野口～八王子ノレート，③ ：溝ノ口～町田ノレート， ＠ ：磯子～西谷ノレート，⑤ ：杉田～岩瀬ノレート，

⑨： 富岡～金沢文庫ノレート HA：浜層，NZ：中里層，KO：小柴層， OF：大船層，NJ：野島屑， UG:

浦郷層， KM：上屋川層， TK：高津層， IM：飯室層， oz：王禅寺層， KK：柿生層，TR：鶴川層， IG:
稲城層， RE：連光寺層， OY：大矢部層．

この点の荷ニ細については今後さらに検討したし、。

チシマガイ属化石の形態的特徴

Loe. 1, 2, 3で採集されたチシマガイ属化石の中

から比較的よい個体を取り出し，その計測値および殻

形の概略と変形状態を表lkこ示す。

殻はし、ずれも大型で厚し、。殻の前端は腹縁から2/3

位の高さでやや尖り，後端腹縁が張り出すので，全体

の輪郭はいびつな平行四辺形をなす。殻長は前から

1/3位に位置する。殻頂から後腹隅と前腹隅とにかけ

て稜が走り，殻の中部は背腹方向に緩やかに広く凹湾

する。成長輪肋は大きく波うつ。腹縁はほとんど直線

か，またはごくわずかに湾入する。殻はよくふくれ，

両殻の間は前側は閉じぎみで，後方は大きく開く。靭

少なし、。なおチシマガイ属化石産出層準の上位10～15

mの砂質泥岩層からは Clementiavatheleti, Solamen 

sp., Cultellus cf. otukai, Panoρea japanica, Natica 

sp., Golikovia fukueaeが産出し，浅くなっている。

Loe. 4, 5ではチシマガイ属以外，確認していない。

以上のようにチシマガイ属化石は，生息環境が主に

浅海帯下部の泥質底を示す貝化石群集にともなってお

り， 一般に知られるヤツシマチシマガイなどの現生種

の示す生息深度と同様の深さに生息していたとみなす

ことができる。なお，Loe.3の上部や，松島（1986）が報

告した横浜市磯子区杉田町の中里層最上部層準にみら

れる，浅海帯上部を示す貝化石群集中には，チシマガ

イ属化石に代わって， Panopeajaρonicaが産出してい

る。
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帯は外在する。閉殻筋痕は前後とも三日月型。外套痕 ものといえる。

はとぎれる。

チシマカイ、属の現生種には3種，チシマガイ Pano-

mya arctica (LAMARCK），ヤツシマチシマガイ P.ρr-

MρUS (TEJLES!US〕アクピチシマガイP.amρlaDALLが

知られている（波部・伊藤， 1965;ABBOTT and DANCE, 

1985；，日本水産資源保護協会，1988）。化石種には，東北

及び中部地方の中期中新～前期鮮新統から P.simoto-

mensis OruKA，島根県の中期中新統から P.izumo 

Ne 

ntea E王ANNOが知られている（KANNO.1957〕。なお，岩

手県の鮮新統から現生穫の最古の記録としてP.amρla 

DALLが記載されている（CHINZEI,1959〕。

今回得られた小柴層産チシマガイ属化石は，現生種

の中では，殻の輪郭や表面装飾からチシマガイ，アク

ビチγマガイとは異なり，ヤツシマチシマガイに類似

する。化石種のうち，前2者とはその大きさが2倍以

上になる点で，後者とは，大きさの差もあるが，両殻

がより前後に細長く，殻の後端腹縁が張り出す点で異

なる。

以上の特徴から，ここでは今回得られた化石の種名

を Panomyacf.ρriaρusとしておく。

チシマガイ属化石産出の意義

チシマガイ属の現生種は，北緯39度以北の本州北部

太平洋~llJ～千島，アラスカ，ベーリング海にかけての

浅海底に生息する寒流系種である。

横浜付近について言えば，この産出は，小柴層堆積

当時の下部浅海において，現在よりも寒流（現在の親

潮潜流〉の影響が強かったことを示唆する。また、鮮

新 更新統における，これまでの産出地点の南限は，

太平洋沿岸では福島県相馬の前期鮮新統，竜の口層相

当層であり，日本海沿岸では富山県の前期更新統であ

った。そのような産出分布からみて，今回の横浜市南

部地域（約35。N）からの発見は緯度からみて約1度

南に下がったことを示す。時代的にみると，小柴層は

最近の石灰質ナンノ化石（斉藤， 1988など〉からみて

およそ1.1～1. 5Maになる。

これまで報告されたチシマガイ属化石は中期中新統

ないし前期鮮新統からのものであったのに対し，今回

の小柴層産のものは第四紀更新世前期を示し，時代的

にもかなり新しいことが明らかになった。

したがって今回の小柴層からの発見は， 地理的，時

代的分布について，これまでの記録を大幅に更新する

18 

まとめ

横浜南部地域の上総層群小柴層〔前期更新世〉およ

びその相当層の5地点からチシマガイ属化石が産出し

た。その殻の特徴からみてPanomyacf.ρriapusとし

ておく。種名についての詳細は今後の課題である。こ

の産出により，横浜をはじめとする関東地方の更新統

から初めての産出例となった。このことはチシマガイ

属化石の時空分布に新たな情報を提供し，産出地域の

古地理，古海流や海中気候の復元をする上て、役にたつ

ものとなるo

引用文献

ABBOTT R. T. and S. P. DANCE, 1982. Compendium of 

Seashells. 371pp. E. P. Dutton. Inc., N巴W

York. 

Aorcr, N., 1960 Molluscan fossils from the Naka 

zato formation in Yokohama. Trans. Proc. 

Palaeont. Soc. ]aJうan,N. S.，σ9) : 301-306. 

CmNzEr, K., 1959. Molluscan fauna of the Plioc巴n巴

Sannohe group of northeast Honshu, Ja-

pan. 1. The faunule of the Kubo Forma-

tion. ]our. Fae. Sci., Univ. Tokyo, 12: 103 

-306. 

江藤哲人， 1988.三浦半島の三浦 ・上総層群の層位学

的研究横浜国立大学教育学部理科紀要，第

2類，（33〕： 107-132.

波部忠重・伊藤 潔，1965.原色世界貝類図鑑，1.保

育社 176p. 

KANNO, S., 1957. Fossil and reccent species of the 

g巴nusPanomya from Japan. Trans. Proc. 

Palaeont. Soc. japan, N. S.，〔25): 11 16. 

小泉明裕， 1985. 多摩丘陵東部における上総層群のテ

フラ層序と古生物群について．日本第四紀学

会講演要旨集， 15, pp, 144-145. 

小泉明裕， 1990. 上総層群飯室層（下部更新統〉産出

のアシカ科化石について，神奈川県立博物館

研究報告，（19〕．

松島義章， 1986.横浜南部，杉田町から産出した中里

層〔中部更新統〕の貝化石．神奈川自然資料，

(7) : 111-115. 

三梨昂・菊地隆男， 1982.横浜地域の地質地域地

質研究報告（ 5万分の1図幅〉，地質調査所，



図4. 4 1 : Loe. a, 4-2 : Loe. aにおけるチシマカイ属化石の産状， 4-3：北西側からみたLoe.b; X印が産出層

準， 4-4: Loe. e ; X印が産出層準， 4-5:Loe. eにおけるチシマガイ属化石の産状，白色の点は Mtテフ

ラの砂粒大軽石， 4-6:Loe. dの遠景， 4-7:Loe. dにおけるチシマガイ属化石の産状，左殻の内側面が

みられる。
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図5 チシマガイ属化石， Loe.a 1 (1：前面， 2：右殻内面， 3：左殻外面， 4：後面， 5：腹面， 6：背面），7: 

Loe. b-1 （背面〉．

20 



4 

J.7 

／ 

J
 S
J

’
 
J

’
 7 

図6 チシマガイ属化石， 1: Loe. a 2 （右殻外面），2 : L. a 2 （腹側面）， 3: L. a 4 （左殻外面），4: L. b-1 

（後方からみた横断面〕，5: L. c-1 （肉型雌型，左側面〕， 6:L.c-1 （右殻外形雌型〕， 7:L. c-1 （右殻外

型雄型，石膏模型〕．
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神奈川自然誌資料 (ll) : 23～36, Mar. 1990 

大磯丘陵に分布するこ宮層の員，有孔虫化石群集

武藤朝子・山口寿之・北里洋

Asako MUTO, Toshiyuki y AMAGUCHI, & Hiroshi KIT AZA TO: 

Molluscan and Foraminiferal Assemblages of the Pleistocene Ninomiya 

Formation, Distributed in the Oiso Hills. 

序 一二宮層の層序 ・時代についてー

大磯丘陵に分布する第三系鷹取山磯岩層を被う鮮新

洪積統の海成層は，大塚（1929〕によって研究され，

二宮層と命名された。その後二宮層は研究者によりそ

の扱いが異なり，層群あるいは累層とされてきたが，

その定義は研究者間でほとんど大差なかった。また，

大塚 （1929）は二宮層を岩相および層位関係から，大

船に分布する長沼層に対比した。その後この対比は二

宮層中の鍵層「二枚組スコリア」と長沼層中の鍵層

「タヤスコ」とが対比されることにより（磯ら， 1976:

上杉ら， 1976など），追認された。大塚（1929）以来，

多くの研究者によって調査されてきたが，それらの研

究方法や視点は，当時の興味によって移り変わってき

た。

小島 〔1954）は大塚の二宮層を，下位から整合的に

重なる「中里砂岩泥岩互層」，「妙見砂岩層」，「切り通

し凝灰質砂磯岩」の3累層に細分し，それらをまとめ

て二宮層群とした。

成瀬〔1960）は，大磯丘陵，相撲平野，大船地域を

含めた相模積成盆地の地史をまとめた。その中で彼は

二宮累層 （主に小島， 1954の中里砂岩泥岩互層に相

当〉を堆積盆の海進期の地層，上位に整合で重なる土

沢累層を地積金の拡大，移動期の地層と位置づけた。

さらに成瀬も大塚同様に，岩相および層位関係から，

二宮累層を長沼層に，土沢累層を扉風が浦層に対比し

Tこ。

その後，地層中の多数の火山灰層（テフラ〕を使っ

て地層に多数の時間函をいれることで，正確な対比や

詳細な編年を解析することに注意を払う気運が高まっ

た。大磯丘陵においても， 1972年以来，関東第四紀研

究会のグループ研究によって，海面変動や地殻変動を

明らかにする目的で，テフラ，地形面の精査が進めら

れてきた（遠藤 ・上杉， 1972，府川， 1974, 1976，磯

ら， 1976；森ら， 1977；上杉ら，1979など）。

磯ら（1976〕は，大塚の二宮居を下位からJI闘に妙見

層，下回下部層，下回上部層，向箆層の4累層に細分

した。それらは走向 ・傾斜の違い，下位層のi浸食，基

底磯岩の存在および貝化石群集から得られた環境の変

化などを理由に，不整合と した。それは従来二宮層は

整合で重なる l累層という認識と異なっていた。

その後，森ら（1977）は，磯ら（1976）の二宮層の

うち最上部の向窪層とそれより下位の 3累層とを比較

して， 3累層が礁をほとんど含まない静穏な海成盆地

の堆積物であること， 3累層聞の不整合と上位層の不

整合とでは性格が著しく異なることを指摘し，i磯ら

(1976）の二宮層のうち向窪層をそれより下位の3累

層から分離し， 3累層を二宮層群と再定義した。また

二宮層群と大船の長沼層との対比に関して，下回下部

層のテフラ 「二枚組スコリヤ」を長沼層の「タヤスコ」

に，下回上部層の「白オビ」を長沼層の「下倉田ガラ

パミ」に，同じく「コロッヶ」（上杉ら， 1979に「赤コ

ロッ ケ」と改称〉を長沼層の「コロッケ」にそれぞれ

対上七した。

上杉ら（1979）は，二宮層群の詳細なテフラ層序と

テフラの記載を行った。それにより今までに知られで

いた十数枚のテフラの他に，・新たに百数十枚におよぶ

多数のテフラの時空分布が調べられ，多くの時間面が

入れられた。

矢野（1986）は大磯丘陵に分布する海成の後期新生

界の層序を確立し， gjf出化石に基づき地質年代，堆積

環境を明らかにした。本研究との関係では二宮層の地

質年代をナノ化石により推定した。下部（磯ら， 1976

の妙見層下部に相当〉はCN14a，中上部（磯ら， 1976

の下回下部層，上部層に相当〉はCN14bである。 CN
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L JI. ill, N：図2および4の柱状図をとった位置

14a, b聞の境界の年代はおよそ46万年前であるので，

二宮層はその前後の地質年代を示すことになる。

古生物学的研究，特に貝化石群集に関して

大庭 ・是枝（1973）は，大塚（1929）の二宮層を岩

相と貝化石群集によって，下位から， 小向層，打越

層，中里層，貝ケ窪層，原困層の 5累層に区分し，ま

とめて二宮層郡とした。貝化石の産出しなかった原困

層と貝化石の鑑定不能な小向層を除く 3累層から貝化

石を記載し 現在よりもやや｜震かL、黒柳i型の援海で，

水深30～lOOm内湾であったと推定した。また貝化石

から，長沼層に対比される可能性は低いとした。

森 ・長田（1979）は，テフラ屑序に基づく貝化石群

集の変遷と古環境の解析を行っ～た。二宮層の12層準，

23地点について，300種を越える軟体動物化石などを

同定し，産状， 岩相， 合弁率，破損状況から， これら

の貝化石群集は現地性群集で，現在と同じかやや温暖

な環境を指示するとした。また深度は， 下位から順

に， 妙見層は上浅海帯～亜浅海帯〔Ni～3），下回下

部層は基底部で中浅海帯～亜浅海帯〔Nz～3〕，「二枚

組スコリヤ」層準で亜浅海帯～漸浅海帯〔N3～4),

「Nm-25J層準で上浅海帯～亜浅海帯〔Ni～3〕， 最
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上部で神w間帯～上浅海帯（No～1）となり， その結

果， 妙見層から下回下部層にかけて推定された海水準

が浅海 ’深海→浅海へと1サイクノレを示すO また下回

上部層は，「白オビ」，「赤コロッケ」，「赤スコ」で上

浅海帯～亜浅海帯〔Ni～3〕， 「F3もどき」で亜浅海帯

～漸浅海惜〔N3～4〕と下位から順に水深が深くなる傾

向を指摘した。

しかし森 ・長田（1979）は二宮層群産の自生のCly-

cymeris属の同定に関して G.vestitaと G.rotunda 

との2種に区別した。しかし，筆者らの調査では G.

vestitaの産出は認められなかった（宇都宮大学松居誠

一郎博土私信〕。従って， G.rotundaより浅海に生息

する G.vestitaに基づいて推定した彼らの海水準変化

には疑問の余地がある。

この ように地層中に多数の時間面が入れられたた

め，地質学的現象が詳細に解析できるようになってき

た。本研究では火山灰層序を利用して，古生物特に貝

類化石および有子L虫化石と，堆積物や産状，そしてそ

れらの生物群集の現在の生息場での生態との関係を明

らかにして，その時間的空間的変遷を明らかにするこ

とを目的とする。
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1：細粒砂， 2：極細粒砂， 3：シノレト． 柱状図をとった場所は，図4の柱状図に示された化石サン
フ勺レ番号と図3の化石産出地点とで示される

表1 二宮層の岩相，含まれる貝類・有孔虫群集，生痕

特徴 主な分布 ・層準

妙見基底

貝等 i有孔虫 1生痕

妙見「大・粒国府白本色郷パミ．ス」 下位 I ~ 1~~ぃ lrE
ミド状リシャ一ミセンが自生
的産 を示すことがある

妙見「 ・粒山西白 ： 1 2 
大 色ノfミス」上位 1 3 ID 1 C 

Cl ／、！；草川，＇i!f(!JI生物擾乱が著しい 皿 2
虫窪 「二枚組スコリアJ 皿 3
「Nrn-25」 皿 4

砂質シルト 虫E主東ー「赤スコ」上位 l 1 皿 l

DIノ l 2 IV 
組粒物のパッチが入る 虫窪西 「赤コロッケ」 上位

モ ーi ’‘も＇‘’一，~，、・ 司，、·，
fT越 ・「赤コロ ッケ」上位' . 
虫E主・「白オビ」上位

El Jl I安当日ナが山
旭： 「二枚組スコ リアJ 1 -1 産出

しない
F 

123456 

粒度分析の欄の1～6は， 1：際， 2：粗粒砂， 3：中粒砂.4：細粒砂， 5：極細粒砂，6：シノレト
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調査地域および地質の記載

二宮層は，大磯丘陵の東南ffflを東西に細長く分布す

る。調査は神奈川県平塚市の西端の高恨（旭地区〉か

らに｜コ郡大磯町を経て西方の同二宮町にかけての地域で

笑施された〔図 1）。

【層位関係】

二宮層は東部の旭地区で1；土鮮新世の海成層である大

磯層に，西部の妙見診療所前，111西，虫窪南の3地点

では同じく鮮新世の鷹取山層に，不整合関係で重なる

のが観察される。

また上位との層位関係は，虫窪地区で吉沢層に不整

合に被われるのが観察される。

【ニ宮層の火山灰層】

二宮層には，数多くの火山灰務層があ~在し， 上杉 ら

(1979〕は百数 卜枚のテフラを記載した。今回の調査

では岩相および化石群集の水平的垂直的変化を知るの

に有効と思われる11枚のテフラを鍵層として用いた

（図2）。それらは下位より 「大粒白色パミス」，「二枚

組スコリア」，「イリドーフ」， 「Nm25」，「Nm29J, 

「白オピ」，「赤コ ロッヶ」，「赤スコ」，「パイオタイト

サンド」，「Nu27」，および「F3もどき」である。

テフラの名称は上杉ら〔1979）のものをそのまま踏襲

し，鍵括弧 「 」で図って表した。調査は各テフラの

同定を複数のテフラの組合せによって行い，上杉ら

(1979〕や森 ・長田（1979）のテフラ層序およびその

対比をチェックしながら行った。その結果，武藤 ・山

口 （1984）が指摘した点を除き，そのテフラ層序およ

び対比には誤りがないことを確認した。すなわち，森

・長田〔1979〕は， 打越地区に分布する Glycymeris

rotundaに富む約15mの地層について，漠然とテフラ

「イリドーフ」の15～6m上位て‘ あると指摘した。 し

かし，武藤・山口 (1984）は，そこに「二枚組スコリ

ア」とその下位の「volcanicsand」および上位の「イ

リドーフ」のテフラ 3枚のセットを確認し，下回下部

層の中でも特に広域に追跡することのできる「二枚組

スコリアJの層準であることを示した。

また後に述べるように二宮層には3サイクノレの海水

準の変動は認められるが，その内上位2つのサイクノレ

の境界は，必ずしも彼らの下回下部層と下回上部層の

境界に一致しなし、。 しかし， 森ら（1977）の層序区分

を改訂する確かな証拠が露頭状況の悪化などで得られ

ないので，かれらの層序をそのまま使用した。

【岩層の記載】

二宮層の岩相を岩質，粒度などの特徴に基づき次の
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6つに区分した〔図2，表1）。

岩相A ：含貝殻泥質砂からなり，厚さ 1～2cmの泥

の薄層を数枚挟在する。貝殻片は1cmを越すもの

が大半を占め， 互いに折り重なっている。それらは

Pecten albicans, Chlamys farreri，コケム、ン，フシツ

ボ類で，それらの主たる生息場は上部浅海である。こ

の岩相は妙見地区にのみ分布し，基盤の鷹取山際岩の

上に不整合で重なる二宮層基底部に見られる。

岩相B：やや泥質な細粒砂である。数mmの泥の部胞

を挟むことがあるが，生物擾乱によって乱され，連続

しな L、。腕足先1のミ ドリシャミセンガイ （Lingula

unguis）が合弁で，蝶番を下にして立った状態（自生

的〉で地居中に発見される。同じ層準でも分布が偏

り，個体数の多いところと少ないところがある。ま

た，生痕が多く ，直径1cm以上， 壁の厚さ 5～6mm, 

長さlOcm程度の生痕（Aタイプ）， 直径5mm. 長さ 1

cmの泥の生痕（Bタイプ〕がある。特にBタイプは，

入り乱れる僚に数多く見られる。この岩相は，妙見地

区や国府本郷地区で， 「大粒白色パミス」より下位の

層準で観察される。

岩相C：泥質極細粒砂。筏細粒砂と泥層がl～数cm

単位の互周になっている。生物擾乱のためその境界は

不明瞭である。パミ ス，スコリ ア， 小さな貝破片など

が，密集したり， 5cm前後の炭化物がみられることも

ある。生痕はCタイプ（直径7胴前後，長さlOcm程度

の泥のパイプ〉が多い。貝類は， Gかcymerissp.や

Limoρsis crenata等が多く産出し，合弁の個体も多

く見られる。虫窪地区の「Nm 25」下位の層準では

L. crenataの合弁の個体がノミッチ状に十数個でまと

まっていたり，殻をしっかり閉じているため，中に地

積物のまったくはいっていない個体もある。その他腕

足類のタテスジチョウチンが多産する層準もある。妙

見や山西地区の「大粒白色パミ ス」より上位，虫窪南

の「二枚組スコリア」層準，虫窪地区の「Nmー25」

下位の層準などで観察される。

岩相D：生物擾乱の著しい砂質シノレト。全体的に

スコリアが散在し，密集する部分もある。合弁の貝

(Glycymeris rotunda, Acila sp.）を含む。主に二宮層

上部に見られ，虫径地区の東沢て、は「赤スコ」上位で，

西沢では 「赤コロッケ」上位で， 打越地区では，「赤

コロッケ」上位でみられる。

岩相E：淘汰のよい細粒砂で，ラミナが見られる場

合がある。 Chlamysfarreri, Pecten albicansなど，

大型で平な貝がラミナに平行に重なって発見される。



生痕は， Cタイプ（やや壁が厚く制II長しつが2～3つ

ずつかたまって見られる。虫窪地区の各沢で，「白オ

ビ」上位の層進に見られる。

岩相F: lQcmから imの単位で上方組粒化する，タ

ーピタイト様砂泥互層である。細粒スコ リアを多数含

有する。 Gかcymerisrotundaを多く含み， それらは

細粒砂中に多L、。旭地区の「二枚組スコリア」 上位に

見られる。

これらの岩相の時空分布は下位から上位へ順に次の

ようである （図2）。二宮層基底部で岩相A, その上

位で岩相Bがみられる。「大粒白色パミス」上位では，

妙見で岩相C，山西で岩相Dが見られ，四万に細粒化

する。「二枚組スコリア」 j習準では打越， 虫窪で岩相

D, j也で岩相Fがみられる。その上位の 「Nm25～29」

層準で岩栢Cが続く。岩相Eは「白オビ」層準にのみ

見られる。「赤コロッケ」より上位は次第に堆積物が

細粒化し，岩相Dがみられるようになる。虫窪地区の

「白オピ」，「赤コ ロッケJ層準では，西方ほど細粒化

する傾向がある。

古生物の 記載

【貝および腕足類の時空分布と堆積環境】

二宮層に見いだされる貝類などの大型の化石を， l1i¥

頭で主要な種について同定し， 主主出頻度，波状（合弁

か：~rn弁か，地層中での向き等〉や種構成などについて

調査した（図3,4〕。 それによ って貝 ・腕足類を以

下に述べる大きく 3つの群集 （群集1～3）に分類し

た（表2〕。

群集1 Glycyineris rotunda Liinopsis crenata群集

一宮層に一般的な岩相である泥質細粒砂ないし泥に

含まれる貝化石群集である。 G.rotunda, L. crenata, 

]'.'emocardium samarangae, Acila sp., Pycnodonta 

musashiana等が主な梢成種である。いずれも合弁で

自生的な産状を示す個体が多L、。優占する種の組合せ

が層準や場所によって異なる。その組合せはさらに次

の3つに細分されるo

1-1. G. rotunda-Acila sp. -P. musashiana群集

G. rotundaが多く，Acilasp., P. musashianaを少

量伴う。

1-2. G. rotunda -L. crenata i洋集

G. rotundaと L.crenataが多い。

1-3. L. crenata -N. samarangae群集

L. ere向。taと N.samarangaeが多く， G.rotunda 

はほとんどみられなし、。

G. rotundaは二宮腐のほぼ全層準に普通に見られ，

全個体数の8制を占める所もある。これらの穏は，現

在下部浅海の泥底～砂l氏に生息する種である。

群集2 Chlainys fan’eri Pecten albicans群集

C. farreriや P albicans等の大型で平らな貝が大

量に含まれる。他に， Pectentokyoensis, Paphia sp., 

Yoldia sp., Gar’t sp.等が含まれる。合弁のものは殆

ど見られず，他生的産状を示す。妙見の二宮層基底，

打越の 「二枚組スコリア」の数m下， そして虫窪の

「赤コロッケ」上位には， P.albicans, Ga門 sp.等が

多い。 この群集が見られ るのは岩相AまたはEであ

る。他に「白オビ」上位に C.farreriが針り重なる

ように多産し， Pa戸hiasp., Panopea sp.などの大型

で平らな貝を随伴する。それらはラミナの発達した岩

相Eに含まれる。

群集3 腕足類ミ ドリシャミセンガイ群集

ミドリシャミ センガイは大半が合弁で，蝶番を下に

して直立状態で地層中に発見される。妙見地区と国府

本郷地区の「大粒白色パミス」 下位の岩相Bに見られ

る。 ミドリシャミセンカイは水深0～50mの有機質に

富んだ砂泥質の海底に，垂直あるいはやや斜めにもぐ

って生活している。現生ミドリシャミセンガイをとり

まく堆積物と，化石を含む岩相Bとはよく類似してい

る。また化石の産状は現生の生息姿勢に類似している

ことから，自生と考えられる。

【貝および腕足類からみた二宮層の堆積環境】

二宮層の貝 ・腕足類化石群集は， 一部を除き，自生

的な産状を示し，またそれらを含む岩相と現在の生息

場における！jj：積物の特徴とがよく類似する。従って，

厳密な意味での自生でなくても，生息場からは殆ど運

ばれずにJiHi'lしたと考えることができる。ということ

は，貝 ・ 腕）:t_ ~具化石の現在の生息場からその当時の堆

積環境を推定しても良いというこ とになる。

二宮層の貝 ・ l涜足~Ji化石群集の水平的変化は， 「二

枚組スコリアJ，「赤コロッケJの2層準で認められ
る。つまり 「二枚組スコ リアj層準では国府本郷， 虫

窪で岩相CUこ G.rotunda L. crenata群集（群集

1 2），打越で岩相Dに G.-rotunda -Acila sp. P. 

musashiana群集（群集11）が見られる。「赤コロッ

ケ」層準では虫窪東の沢で岩相Cに Chlamysfarreri 

-Pecten albicans群集（群集2〕，虫窪商の沢，打越

で岩1目DUこ G.rotunda -Acila sp. P.例usashiana

群集 （群集 1-1）が見られる。 他の層準では同じ時間

商で、の群集の水平的変化は認められず，比較的広い範
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図3 貝・有孔虫の採集地点； 2ケタの数字は貝類化石の， 3ケタの数字は有孔虫化石の産出

地点 2万5千分のlの地形図「平塚J，「小田原北部」を使用
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図4 貝・有孔虫の採集層準；2ケタの数字は貝類化石の， 3ケタの数字は有孔虫化石のサン

フ勺レ番号 （産出地点，産出層準も意味する）
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表2 二宮屑より産出する貝 ・腕足類，・ ：合弁で産出するもの， 0：隣弁で産出するもの
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~ A C I I! S A B C D B B 。D c c D C c c C D E E 。D D D D D D 
凶 U D C 0 N T e N T (I) l5 20 21 2¥ 20 Z2 ~ 0 3 8 22 30 55 25 13 2日 31 u n 18 <!<t H 29 30 33 23 

Gl＂＇＂＂＂ γotunda ．。 0 0 ．． 。。
0・。。 0 0 ．。

む＇＂＇＂＇γt' 'P. A ．。
Li.op,,, "'"''" 

。 。。 。 ．． • 0 。 ｜口

''"""' '"" """'"'"' 。 ． 
0・。。 。 。

Pyc.,dooto ＂＂＇且srnna 口 。 。 I I 0 I I 0 I 0 
'"'" '"'""" 。 口 10 

Tereb 7白t"' I司E 1aPon1ca ． 
0・

l.uc t見0・aannulala ・0 。
Soteo 'PP 。。 ． 。 。。 10 

Yoldia SI圃t'"  ． 。 。。 。 。 。
'"'"''"" yoooy且，a' 0 0 。II I I I・II 0 
/'ol zn e • a 置 s 1u• 1nlscostalu量 。 口口

'"'°"' "' 
。 。 I I I I 0 

'""""' "' 。 。 。 0 0 10 

，，邑祉l"・' 百tst al 1oides 。 。
Denlalt u・2pp 。 I I I I 0 
£0>do SPP 。 。。 。
Grn'"t./"'"' spp 。 。
Terebratal ia coreantca 。
Chtooy, /onm 。 。。 。 。。

0 I I I I I I 0 
l'eclen albic日＂ 。 。。 。 0 0 。。 。
Putoo tokyoe""  。 。。 。 。 。。 。
Pecteo SP 。 。 。 。 。 。 。 I 0 I I I I I 0 
PoPh>o SPP ． 。。 。 。 。 。
L>lhophoga rnda ． 
Cte.eot rn papyrn"a ． 
'"" "'"' SPP 

。 。 。。 。 。 。II 0 
s t世hooat.a SPP 。 。 。 。。 。。 I I 0 
Dinocard1 u圃 Spp 。
An ad白TO SPP 。
Gm s PP 。 0 0 。
Docma  SPP 。 o I I I Io 
Tanna l uteos t o•a 。 。
''°'""''° SPP 

。
Ra'1 a SPP 。 。
•actrn SP 。 I I I I I I Io Io 
Crn,,a!'1la SPP 。
Tresus keenae 。
Podolaodia 'PP I I I Io I I I Io 
Fulvia aul 1ca 。
"""la didyoa 

。
U•bo0>u 'P 。
，＿，司＇＂＇＂"""'' ． ． I I I I I I I I Io 
F!a b•ll u 'PP 。。
PrnROPODA 

。 。

群集（ASSEMBLAGE〕の2ケタの数字11,12および13はそれぞれ本文中の群集1l, 1-2，お

よび13に相当する
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図5 貝・有孔虫群集のII寺空分布

1-1, 1ー 2, 1-3, 2, 3：貝類群集，I, IL lll-1, JII-2, JII-3, JII-4, N：有孔
虫群集（本文参照） ; A, B, C, D, E：岩棺タ イプ〔表1)

囲にわたって均質な群集が広がっていたものと考えら

れる（図5）。そこで二宮層の層準ごとの耶ー積環境を

推定すると以下のようになる。

妙見部層基l氏昔ll：海IJ間帯から数 J-mの上;:rr；浅海帯

で， Pectenalbicansや Chlamysfarreriが生息する

岩礁地に近接していた。

「大粒白色パ ミス」下位層準 ：腕足類ミドリシャミ

センガイが生息していた潮間帯から数十mの上部浅海

帯の細砂底であった。

「大粒白色パミスj上伎の妙見部層層準 ：深さ数十

mの下部浅海帯で，泥～細砂底には Cかcymerisrotu-

nda等が生息していた。

下回下部層基底層準 ：砂l間帯よりやや深い淡海で，

Chlainys farreriや Pectenalbicansが生息する岩礁

地に近接していた。

「二枚組スコリャ」～「イリドーフ」～「Nm25」～「N

m29」層準 ：深さ数十聞の下部浅海で，泥～刑II砂底に

は G.rotunda等が，やや粗粒な砂底には付着性の貝

類 Limoρsis.crenataや腕足類のタテスジチョウチン

等が生息していた。

「白オビ」庖準 ：潮間帯から数十仰の上部浅海帯で，

30 

Chlamys farreriや Pectenalbicans生息するが岩礁

地に近接していて，比較的流れが強L、。

「赤コロ ッケJ層準より上位 ：数十mの下部浅海帯

で，泥底に G.rotundaや Acilasp.が生息していた。

【有孔虫の分布と堆積環境】

11枚の鍵層を基準に，化石有孔虫試料を採集した

（図3' 4〕。試料の堆積物を乾燥重量にして 809を，

200メッシュでふるい， 残:f,j;を均等に分割して， 1試

料につき 200個体以上の有孔虫を同定して，解析に用

いた。東部の旭地区， 国府本郷地区等，殻が溶けて使

えないものを除き，計40の試料を解析した。 その結

果，底生有孔虫74属241種を同定し， 浮遊性有子L虫の

個体数および総個体数（浮遊性有孔虫個体数十底生有

孔虫個体数〕との比も計数した（表3）。

【化石底生有孔虫群集の時空分布および推定される堆

積環境】

二宮層より産出した底生有孔虫を，優占穏により I

～Wの4つの群集に区別した。現生有孔虫の分布デー

タをもとにそれらの群集の堆積環境を推定した。

群集 I ElJうhidiumcrispum-Cibicides lobatulus群集

E. crispumと C.lobatulusが多く ，両種だけで30



～40%に達する。他に， Poroeponidescribrorepandus, 

Rosalina bradyi, Rosalina globularis, Q抑nquelocu-

Zina vulgaris等を伴い， 上位の 5～6種で50%を越

す。

このm0t長は，妙見部層基底（No.101〕のみで見ら;h,,
岩相Atこ対応する。 岩相Aの中では微視的にみて，含

貝殻粗粒砂の中も，扶在する泥の薄層中も同じ化石有

孔虫群集であった。

主要構成員の E.crispuin, C. lobatulus. R. globo 

laris, P. cribrore戸andusをはじめ G/abratellasubo-

ρercularis, R. bradyiなど，大半が／ij!JJ間帯の岩h住地海

藻’滑に生息する種である〔KrTAZATO, 1988〕。一方，

ごく少数の Rectobolivinara戸hana,Bolivina sp. A, 

Buccel/a frigita等の上部大陸棚の種が混在してし、

る。それゆえ岩礁の海岸に近接した浅海の環境を指示

する。

群終日 El戸hidiuineris戸um-Cassidulinacf. subglo 

bosa群集

E. erisρumが優勢で（10%以上〕，他にC.cf. sub-

globosa, Cibicides lobatulus, Quiηqueloculina con-

tort aをそれぞれ5%前後含む。

妙見地区の「大粒白色パミス」上位（No.102）で見ら

れ， 岩相CUこ対応する。

E. erisρumは海藻常（KITAZATO, 1988〕， C.cf. sub-

globosaは大陸棚に生息する有孔虫であり， 両者の混

合群集と考えられる。 E~》hidium crispumは殻の破損

度が大きな ものもあり ，生息地から比較的長いm~雌を

運搬されたものと忠われる。群集 Iに比べ，上部大陸

棚の種が多く ，湾IJ間帯の種は少ないので，岩礁の海岸

からさらに遠ざかった沖合いの環境を示す。

群集団 Rectobolivina yゆhana,Hanzawaia nippon-

ica Lenticulina ca/car Astrononion u1河bilicatul-

um, Elphidium advenum, Cassidulina cf. subglo 

bosa, Nonion jaρonicum, Pseudononion japonicum 

群集

これらの種はし、ずれも上部大陸棚に生息することが

知られている。更に， E群集を含泥率などに起因する

4つの群集に細分した。

群集国一1 Rectobolivina rapha抑止Bolivinasp. A 

Astrononion umbilicatulum群集

合泥率の増減と正の相関を示す。特に含泥率30%以

上のところで多くみられる。 R.raphana多産し (10

～20%). C. cf. subglobosa, A. umbilicatulum, Boli-

vina sp. Aを伴う。二宮層で最も典型的な群集であ

る。 E群集の中でも特に皿－1が多い。

いずれの種も現生では砂質泥の細粒な堆積物中に生

息しており，堆積物の表面近くを自由に動きまわる，

fr巴巴 livingの生活様式を持った有孔虫て、ある〔北里，

1981' KI'l'AZATO, 1984; 1988〕。

二宮層最下部と中部を除き， ほぼ全層準で見られ

(No.103, 104, 201, 211, 212, 237, 238, 239, 251, 

252, 301, 302, 303, 311, 312, 313, 321, 341〕， 岩

相C,D, Eに対応する。この中で 「赤コロッケ」直

上の3サンフ。ノレ（No.311,312, 313）および虫窪の「N

rn29Jの15m上位（No251）は， Bolivina sp. Aが非

常に多いこ とで特徴づけられる。またNo.211および341

は C.cf. snb globosaが卓越している。

群集E 2 Hanzawaia ni伸onicaNonion jaρonic-

um Pseudononioη japonicum 群集

合泥率が高いとi斤集の産出頻度は低く ，逆に含泥率

が低いと産出頻度は高い。HanzazイJaianipponicaが優

勢で（10～20%〕， P.japonicum, N. jaρonicum, El 

phidium advenum, Lenticulina calcar等を伴う。

Hanza加aianzρ•ponica は貝の破片やレキに付着し

て生活している。また N.japonicum, P. jaρonicum 

は現生で、は大陸棚の砂底によくみられる種で，含泥率

の低い粗粒堆積物中に生息していたものと思われる。

パミス粒が多く ，うすい貝の破片，ウニや海綿の骨

針等が多量に含まれ， 岩相Cに対応する。虫窪地区の

「Nrn25」～「Nrn29」層準のNo.224～234に特徴的にみ

られ，他の層準にはま日られない。

群集皿－3 Hanzawaia nz仲onica-Rectobolivina ra-

ρhana群集

H.叩ipponicaと R.raphanaがほぼ同量産出し，

Elphidium advenum, Lenticulina calcar, Cassidulina 

cf. subglobosaなどを伴う。 群集団ー1および皿－2

の混合群集と忠、われる。

No.221, 222, 223で見られ，岩相Cに対応する。

群集E 4 Quinqueloculina sp. A Quinqueloculzna 

vulgaris群集

Quinqueloculina属が多く， Pseudorotaliagaimar-

dii, Bulimina marginata, Buccel/a frigida等からな

る。また Planktonicratio〔総有孔虫個体数に対する

浮遊性有子L虫の割合〉が高いと，この群集の産出頻度

は低く ，逆に Planktonicratioが低いと，この群集

の産出頻度は高い。

この群集はNo.221～230,241に見られ，岩相Cに対応

する。特にNo.241は陶器質の有孔虫〔Quinqueloculina
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表3 二宮層より産出する底生有孔虫類；数字は百分率で示してある
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sp. A, Q. seminulum〕が60%に達する。

群集W Cassiduルiacf. subglobosa-Cassidulina sub 

carinata群集

C. cf. subglobosaを多産し （10%以上），C. sub-

carinata, Bolizノinasp. A, Bolivina robusta, Bulimi 

na marginata, Bolivinita cf. quadrilatera, Astrono 

nion umbilicatulum, Rectobolivina raphanaを伴う ．

C. cf. subcarinata, Bolivina robusta, B. cf. qua-

drilatera等はやや深い下部大陸棚～大陸斜面に生息

する種である。量的には，.lit集阻の上部大陸棚の種

が多いものの， より深い大陸；［4而の種が混合してい

る。

打越地区の 「二枚組スコリア」 層準（No.202, 235), 

「Nm27」層準〔No.331〕の 3地点でのみ見られ，岩相

DIこ対応する。

これらの有孔虫群集のl時空分布は下位より妙見部層

基底部で群集 l，「大粒白色パミス」上位で群集I

1百集凹と変化し，「二枚組スコリア」庖準で群集IV,

その上位では群集皿が続き， 「NU27」で再び群集W

となる（図5〕。同時間面で比較した場合， 東西で群

集；ICNvl間帯に生息する有孔虫鮮集〉の混入する割合

が変化する層準がある。 「二枚組スコリア」，「白オビ」

および「赤コロッケJで，いずれも東側が群集 lの混

入の割合が多L、。

【Planktonicratio】

総有孔虫個体数に対する浮遊性有孔虫の割合（Plan-

ktonic ratio）を百分率で示した（表3〕。Planktonic 

ratioは般に外洋的環境ほど高L、。二宮層全体で‘は

Planktonic ratioは20～40%で， 一貫して外洋水の影

響を受けていたと考えられる。しかし，層準によって

その程度は異なる。 妙見部層基底部では5%を示し，

より内湾的であり，底生有孔虫も浅海の鮮集からな

る。また， 「二枚組スコリア」（No.201, 202), および

「Nu 27」層準（No.331〕で約50%を示し，より外洋的

性質が強く，底生有孔虫もより深い環境を示す群集W

カミらなる。

【古水温に関する考察】

寒冷あるいはflii'd匿を示すいくつかの有孔虫と，畷海

性の浮遊性貝類の化石翼足類（カメガイ類の仲間〉の

産出総準を示し，古水温の変化をm定した。
寒冷を示す底棲有孔虫 Buccellafrigidaが妙見部層

基底部，「Nm25」下， 「赤コロッケ」の 3層準から産

出した。

温暖を示す浮遊性有孔虫 Pulleniatinaobliquilocu・

34 

la taおよび Sphaeroidinelladehiscensの2径が「大

粒白色パミス」，「二枚組ス コリアJ,「Nm25, 29」，

「白オ ビ」，「Nu 27」，「F3もどき」層準に産出した。

さらに｜凌海性の浮遊性貝類の翼足類も「二枚組スコ

リア」および「Nu27」の2層準に産出し，有孔虫に

よる古水温の推定を裏付けている。

それによって下位から上位に順に，寒冷（妙見部層

基底部〉→温暖 （「大粒白色パミスJ層準〕→寒冷 〔「N

m25」下位層準）→温暖（「Nm25」上位層準）→寒冷

（「赤コロッケ」層準〉→温暖（「Nu27」層準〉の望書l援

の繰り返しが少なくとも 3回認められる。この寒暖の

繰り返しに対応した岩相の変化，すなわち浅海化に伴

って堆積物は粗粒化し，逆に深くなるにつれて細粒化

する傾向が認められる。

【有孔虫から推定される二宮層の堆積環境】

以上をまとめて，有孔虫化石を産出しない層準を除

き（妙見部層中部から下回下部層基底， 「イリドーフ」

層I~. および「F 3 もどき」より上位）， 二宮層の堆積

環境は以下のように推定される。

妙見部層基底 ：内湾的で潮間帯の浅い海が広がって

いた。 ；！自礁地の海~に Elphidium crispumなどの有

孔虫が生息していた。

「大粒白色パミス」層準 ：深度を増し， 大陸棚が広

がっていた。

「二枚組スコリア」層準 ：更に深度を増し，外洋的

要素も強くなる。大陸棚から大陸斜面にRectobolivina

raphanaや Cassidulinacf. subglobosaなどが生息す

る海がひろがっていた。

「Nmー25～29」層準 ．大陸棚が広がり，細粒J沙泥

底には fre巴 Jivingの有孔虫 Rectobolivinamρhana 

などが，粗粒物の多い砂底には付着生活の有孔虫 Ha-

nzawaia ni戸戸onicaなどが生息していた。「Nm25」

層準下位で最も深くなり，その後次第に浅くなる。

「白オビ」～「赤コロッケ」層準 ：海進が進み，次第

に深度を増していった。東側が浅く，四にむけて海が

広がっていた。

「NU27j層準 ：以下の層準より深度を増し， 大陸

棚から大陸斜面が広がっていた。

まとめ

以上述べたように，氷河性海面変動によると考えら

れる海巡 ・海退のサイクノレが少なくとも 3回認められ

た。二宮層堆積u寺の環境は全般的に水深数十m程度の

浅海で，常に陸地から砂や泥が供給される場であっ



表4 二宮層の堆積環境； 1：大陸棚上部， 2：大陸棚下部から大陸斜面

！曹 準 岩相 貝 ・腕足類からiffi定される堆積環境 有孔虫から推定される堆積環境 水深

「P:iもどき」 D 大陸棚が拡がり， 細粒砂底にRectoboliv 
in.aγap加盟等が生息していた

深さ数十mの下部浅海．
「Nu-27J Glycymeγisγ-at山uia等が生息する泥底が 探J交を増し外洋的要素が強い.Rectob 温 外

D 鉱がっていた． al i vin.aγゆ岡田やC田 S！血tin.acf.旦m暖 洋
globosa等が生息する大陸棚～大陸斜面 的

「赤スコ」 D 大陸棚が鉱がり，細粒砂底にRectoboliv
in.aγa合同国等が生息していた

「赤コロヅケ」 c 上部浅海～数十mの下部浅海．
D 虫穫では東側は砂底で浅く，西側は泥底で 海j庄が進み！深度を地していった 虫窪
深くなっている． では東側が浅く岩礁地に近く，西側は深

く！大陸棚が鉱がっていた ト一一一一ト一一一一

「白オビ」 潮間帯～数十mの上部浅海で，比較的流れ
E が強い.Chlamys faγγeriが生息する岩礁
地に近後していた

＼ 

fNm-29J c 大陸棚が拡がり，細粒砂底にはRectobol
iv in.aγaPhm国等，粗粒物の多い砂底に 温 外

深さ数十mの下部浅海． はII国昭岨岨ianiP知町ca等が生息してし、 洋

fN田一25J c 泥～細粒砂底にはGlycymeγisγot凹uia 等 た N田ー25下位で最も探く，上位に向か 暖 的
が，やや粗粒な砂底には付着性の員Li問的 って次第に浅くなる
is cγ町田laや腕足類タテスジチョウチン等

「イリド－7J D が生息していた． 産出せず

「二枚組スコリア」 c 深度を地L.外洋的要素が強いーReclob 混 外
D ol i vin.aγaphmほ やCassidulin.acf.日m媛 洋
F glo加5且等が生息する大陸棚～大陸斜面 的

下回下部層基底 B 潮間帯～数十mの主主海で Pectenalbicans 産出ゼず
等の生息域かそれに近接した所

「大粒白色ノfミスj Glycymerisγot凹uia 等が生息する水深数 海進が進み.Rectobol ivin.aγゆhm:国等 温 外
上位 c 十mの浅海で，泥～細粒砂底が拡がってい が生息する大陸棚が拡がっていた 暖 i羊

t~. 的

「大粒白色パミスJ B 腕足類ミドリシャミセンガイが生息する， 産出せず

下位 泥質細粒砂底が鉱がっていたー

妙見部層基底 Pecten albicansやChlamys等が生息する 内湾の浅い海が拡がっていた.ELPhidiu 寒 内

A 潮間帯から数十mの上部浅海帯の岩礁地に mαγt訪山t等が近くの岩礁地の海藻に生 冷 湾

近接した所 息していた 的

u
ロ
J
吋浅

た。 には（岩相C），軟体動物では Limopsiscrenataのよ

二宮居の主体をなす潟質結時立砂または砂質シノレト うに付着生活を営む種，有孔虫も Hanzawaianippo-

（岩相C,D）では，共に貝化石が自生的な産状を示し， nicaのような付着生活が知られている種が多くみら

岩相 ・貝 ・有孔虫の分布がそれぞれよく対応してい れた。

る。それらの岩相の泥質昔日には（岩相Cの一部および その他の岩相については，含貝殻粗粒砂 （岩相A)

D），貝では Glycymerisrotundaのように堆積物中に では Peeten，泥質細粒砂（岩相B〕ではミドリシャミ

潜って生活する種，有孔虫ではRectobolivinaraphana センガイ，淘汰の良い細粒砂（岩相E）ではChlamys

のように freelivingの種が多く見られた。 また，粗 farreriというように，岩相とよく対応する。一方，

粒物（スコリアやパミス，貝殻片など〉の多い砂質部 有孔虫は，岩相Aでは Elphidiumcrispumが見られ，

35 



岩相と対応する。しかし岩相Eでは，岩相CやDと同

じを重が見られ調和的でなし、。これは比較的流れの強い

海底で底質と共に移動したものと考えられる。

また，貝化石は水深60～300mの生息域を持つ Cly

cymeris rotundaがほぼ全層準に見られる。有孔虫で

は，ほとんどの層準で、上部大陸棚の種が産出するが，

3層準（「二枚組スコリアJ，「Nm25」， 「NU27」〕で

より深い下部大陸棚～大陸斜面の種が混在しており，

より深くなったことが認められた（表4）。
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藤沢市天岳院下，

奥 村

長沼層産員化石

J重Z
J同

Kiyoshi OKUMURA: Molluscan Fossils from the Naganuma Formation, 

at Tengakuin-shita, Fujisawa, Kanagawa Prefecture 

はじめに

長沼層が分布する横浜市西部方面は， 最近の宅地造

成にともなって大規模な土木工事が行われ，化石産地

の多くは消失したり，あるいは厚いコンクリ ートによ

って遮蔽され，今後は以前のように簡単に化石を採集

することができなくなってしまったところが多い，筆

者は，幸い工事中の現場においてかなり多量の化石を

採集することができた。それらは整理し， 今後， JI贋次

発表していきk.~、と考えている。今回ここに公表する

化石は筆者が1977年6月10日， 天岳院の許可を得て採

集したものである。

化石の産地と産状

化石産出地点は，藤沢市立藤が岡中学校の東南東約

図1. 化石産出地点

300mのところにあり， その地点の海抜高度は55～60

m 〔図1）で，藤沢市天岳院墓地（湖南霊園〉造成工

事にともなって産出した。

貝化石を含む露頭は約 3mの高さを有し，無層理の

青灰色（ただし，風化すると黄褐色となる〉凝灰質の

砂質シノレト層で，化石はこの地層の中から密集して産

出した。 明らかに異地性の産状を示すが，二枚貝の中

には，合殻のまま同一種の多数の個体がまとまって産

E.J. 

H.a 
c. y. 
R.d 
S.g" 

G.r. 

T下
C.j 

L.z 
Mj  

c. c 
P.v 
S.g" 

L.l 

。

ーーーーーー・4
－ーーーーー・『

図2 特徴種 (14種〉の生息深度

3？。［m]

E. ]. : Enida japonica, H.。.: Homalopoma 
m叩ussitatum,C. y, : Caty＿ρtrea yokoyamai, R. 

＊ 
〉ド

d. : .Ringicula doriaris, S. g_I> : Saccella goグdonis,

G.グ： Gかcymerisrotunda, T.ρ. : Tucetilla pli-
sbryi, C. j. : Chlamys jousseaumei, L. z. : Lima 

zushiensis, M. f. : Megacardia ferruginosa, C. 
c.: Clinocardium californiense buellowi, P. v. : 
Paphia vernicosa, S. g.2>: Solen gordonis, L. l.: 

Laevidentalium longfoidi. 

保印は生息深度が600mに達することを示す。
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出したり，貝殻の破損や殻表彫刻の摩滅が比較的少な る。したがって， この化石を含む地層は深さ 50 rno 
いものが高い割合で含まれる。それら貝類は死後底流 mにおいて形成された可能性が最も高し、。 しかしそ

によって移動したとしてもその距離が大きかったとは のように考えると， Solengordonisのように，深さ 0

考えにくい。 -20mにおいて生息する化石が多量に合殻のまま産出

することの説明がつかなし、。この点については今後の

化石を含む地層の形成深度と対比 研究にまつことにする。

大塚（1937）は，本地域の近くにある村岡から12種 長谷川ら(1982〕がこの地域に分布する下末吉相当層

の長沼層特有の化石を報告し，石井〔1975）は各地か から Palaeoloxodon叩 UIπanniを発見し，報告しずこ地

ら長沼層の貝化石を採集し，それをもとに長沼腐の堆 点は，筆者の観察地点の至近の場所と考えられる。長

積環境について述べている。その中で天岳院付近から 谷川らが同地点において長沼層中にタヤスコ（横浜サ

の貝化石についても論じているがその種名は明らかで ブ団研グループ， 1978;1979〕を認めているので，筆

ない。長谷川ら（1982）は天岳院の長沼層の中から20 者の観察した長沼層の層準も長沼層下部に相当するも

種の貝化石を報告している。筆者は，木化石産地から のである。

約 120経の貝化石を採集したが，そのうち81種の種名 大塚（1937）は，長沼層が大磯丘陵の二宮層に対比

を判定することができた。 されると考えているが，両層の産出化石を比較する

本化石を含む地層の形成深度を考察するために，こ と，両者の化石種の構成は類似性が高いものの，微妙

の化石産地において筆者が採集した化石の うち，5個 な点において食い違いのあることが分かる。その 1つ

以上の個体を産出し，しかも保存の状態の比較的よい の例として，長沼層から多数の Pectenalbicans naga司

次の種を選んで‘検討を加えた。 （） 内はその種の生 numanusが産出するが，二宮層からはPectenalbicans 

息深度［m］を示す。 naganumanusに混じってこれよりもむしろ数の多い

Enida jaρonica〔50-300),Homalopoma amussita- Pecten albicans albicansを産出する（奥村，1988)0

tum (20-200), Calyptrea yokoyamai(20-300), Ringi- 大塚（1937〕が考えているように，長沼層および二宮

cula do円aris(5 100), Saccella gordonis (20-300), 層が同ーの海域に堆積したものとすれば，このような

Gかcymeグisrotunda (30-300), Tucetillaρilsbryi (30 特徴種の構成になぜ違いが生じたのかなどについて疑

-600), Chlamys jousseaumei (50 600), Lima zushi 聞が残る。これらの問題は今後解決してし、かなければ

印幻s(50 200〕，Megacardiaferruginosa (10-100〕， ならないと考える。

Clinocardium californiense buello卸i〔10-100),Pap-

hia vernicosa (10 60), Solen gordonis (0 20), Lae- 産出化石リス卜

videntalium longfordi (50-200〕． （種名の次の数字は採集個体数を示す〕。

これらの中で，Saccellagordonis, Paρhia vernicosa, Fissurellidaeスカシガイ科

Solen gordonisは両殻の合わさった標本が多数採集さ Emarginula sp., 1. 

れた。Calyptreayokoyamaiは務質の殻をもつにもか Trochidaeニシキウズガイ科

かわらず破損のない標本が多数採集され，Limazushi- Cantharidus hiraseiカイドウチグサガイ，6. 表面

倒 sisの殻は割れていたが， Ith上にある鱗状突起が失 の模様は消失し やや保存の悪い標本が多L、。本種

われていなかった上に，色彩もほぼ完全に保存されて は房総半島～九州の深さ!Omまでの岩礁の海藻の間

いた。 にすむ。

上記14種の生息可能な深度をそれぞれについて示し Tristichotrochus consorsコシダカエビスガイ， 1.

たものが第2図である。これによると，深さ100-300 Tristichotrochus cf. Jzungerfordi, 1. 

m tこ生息する種を高い割合で含むという特徴を持つ。 Enida japonicaハグノレマシタダミ ，5. 表面の色彩が

さらに深さ 0-20mに生息可能なもの5種，以下同 残っている ものもあるが，保存状態は悪い。本種は

じように， 深さ 20-40mを9種，深さ 40ー50mを10 房総半島から九州， 熱帯の深さ50-300mの砂底に

種，深さ 50~100を12種，深さ 100-200を 9 種，深さ すむ。

200-300mを6種，深さ300-600mを2種含み，深さ Turcica correensisマキアゲエ ビスガイ，1.

50-lOOm において生息可能な種を最も多く含んでい Liotiidaeヒメカタベガイ科
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Den ta開nelaulosusハグノレマヒメカタヘガイ，1.

Phasianellidaeサラサハイ科

Homalopoma m附tssitatumェゾサンショウカイ， 35.

表面の桃赤色がよく保存されている。相模湾から鹿

島灘にかけて分布する変異型と形態は同じ。長沼

層， 二宮層，宮EB層からも多数の変異型が産出す

る。模式型は東北，北海道の50mまでの岩礁底に分

布するが， 変異型は上記海域の深さ 20-200mに分

布。

Neritidaeアマオブネガイ科

Clithon sp. 1. 

Rissoinidaeホソスジチョウジガイ科

Phosinella tornatilisカコメチョウジガイ， 1.

Castalynia costoulataスシウネリチョウジガイ， 1.

Littorinitlaeタマキビガイ科

Pygmaeorota dψlicataアラウズマキガイ，1.

Rissoina zeitenerrioides, 1. 

Rissoinella adamsianaハスメチ ョウジガイ， l

Tornidaeイソマイマイ科

Sigaretornus p!anusイソマイマイ， 1.

Vermetidaeムカデガイ干ヰ

Seゆulorbisiinbηcatusオオへビカイ， 2

Cerithiidaeオニノツノガイヰ斗

Diffalabaρictaシマハマツボ，4

Centhiopsidaeケシカニモリガイ科

Cyrbasia pulviformis, 1. 

Trichotropidaeヒゲマキナワホラ科

TrichotroJうisu日ica円nata,1. 

Calyptraeidaeカリハガサガイ科

Calyptrea yolwyainaiカリノミガサガイ， 16.多数産出

するO 薄質にもかかわらず破損の程度は低L、。生息

地に近い海底で埋没されたものと推定される。房総

半島～九州の深さ20～300inの貝殻砂底にすむ。

Naticidaeタマガイ干斗

Tectonatica janthostoinoidesエゾタマガイ， 1.

Cypraeidaeタカラガイヰヰ

Cypraea sp., 2. 

Cymattiidaeフジツガイヰヰ

Charania sauliaeボウシュ ウボラ，3. 殻は破損し，

殻表の摩滅が著しく，保存状態は怒し、。房総半島～

九州， フィリ ピンの深さ O～zoomの岩機底に生息

する。

Tonnidaeヤツシロガイ干ヰ

Tanna cf. uteostome, 5.薄質のため，殻の完全な形

はとどめていなL、。北海道南部～熱帯の深さO～200

mの細砂底に生息する。

Muricidaeアクキガイ科

Eoreotroρhon candelabrumツノオ リイレガイ，1.

Pyrenidaeタモトガイ科

Mitrella sp., 5. 

Zafra sinensis, 1. 

Buccinidaeエソハイ科

Sψhonalia fusoidesトウイトガイ， 1

Siphonalia cf. cassidai iaeformis, 1. 

Siρhonalia sp. a, 1. 

Sipho向。liaSp. b, 3. 
Fasciolariidaeイトマキボラ科

Fusinus sp. a, 1. 

Fusinus sp. b, 1. 

Fusinus sp. c, 1. 

Granulifusus ntρonicusアラレナガニ シ， 1.

Mitridaeフデガイ科

Pusia aff. discoloria, 1. 

Margine l Iidaeコゴメガイヰ斗

Gibberulina tantillaタカ ラココメカ手イ， 1.

Cancellariidaeコロモガイヰ斗

Seal戸tiacreni f eraヘソアキオリ 4レホラ，l-

Conidaeイモガイ科

Conus sp., 2. 

Turridaeクダホラ科

Elaeocyma bentenベンテンモミジホ、ラ，1.

Mangelia aff. tαbatensis, 1. 

Terebridaeタケノコガイ干ヰ

Punctoterebra cf. bathyhaρhe, 1. 

Acteonidaeキジビキガイ科

Punctacteoηcf. fabreanus, 1. 

Ringiculidaeマメウラシマガイ干ヰ

Microglyphis japo削GUS ワラベマメ ウラシマガイ， 2.

Ringicula do円aris－＜メウラシマガイ， 30. 殻表彫刻

がよく保存されている多数の標本を採集した。本種

は北海道南部～九州， 中国の深さ5～lOOmの細砂

泥底に生息する。

Scaphandridaeスイフガイ科

Adamnistia jaρonicaクタマキカイ， 1.

Pyramidellidae トウガタガイ科

Turbonilla aff. affectuose, 1. 

Turbonilla aff. tokunagai, 1. 

Turbonilla cf. imbana, 1. 
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Turbonilla sp. a, 1. 

Turbonilla sp. b, 1. 

Turbonilla sp. c, 1. 

Odostomia sp. a, 1. 

Odostomia sp. b, 1. 

Tiberia aff.ρulchella, 2. 

Tiberia dunkeriオピクチキレガイ， 2.

Che1 

Nuculidaeマhメク＇jレミガイ寺斗

Lamellinucula cf. tokyoensis, 1. 

Acila sp., 1. 

Nuculanidaeシワロウハイヰヰ

Saccella gordonisゴノレドンソデガイ， 14.破損の少な

い多数の標本を採集した。本種は本州～九州，深さ

20～300附の細砂泥底に生息する。横浜市戸塚区の

長沼層が模式地。

Arcidaeフネガイ科

Barbatia decussataエガイ， 1.

Portrius dalli dalliシコロエガイ， 1.

Portrius dalli oblongatus, 1. 

Arca sp., 1. 

Mimarcaria aff. matsumotoi, 1. 

Scapharca cf. broughto呪ii,2. 

Glycymeridaeタマキガイ科

Glycymeris vestita !Jマキガイ， 5.殻の保存状態は悪

い。本種は本升｜～九州，台湾の O～2omの細砂底に

生息する。

Glycymeris rotundaベニグリガイ， 10.赤褐色を帯び

ている。殻表には低く広い放射肋が多数発達してい

る。標本は殻高が1cm以下のもののみ。本種は本州

～九：HI，東シナ海の深さ 30～300mの細砂泥底に生

息する。

Tucetonella mundaコギツネガイ， 2.

Tucetilla pilsbryiビロウドタマキガイ， 41. 殻表の彫

刻の保存状態のよい多数の標本を採集した。本種は

本州～九州の深さ30～600mの砂貝殻底に生息する。

Limopsid肘オオシうスナガイ科

Nipponolimoρsis desussataマメシラスナガイ， 2

Mytilidaeイガイヰヰ

Mndiolus sp. a, 1. 

Modiolus sp. b, 1. 

Pec,tinidaeイタヤガイ干ヰ

Pecten 〔Notovola〕albicansnaganumanusカズウネ

イタヤガイ， 30. 大形，右殻はよく膨らみ，左殻は

40 

ほとんど平ら。肋は太く，低く， 12～13本。保存状

態、の悪いものも含めて多数産出。鮮新世前期～更新

世の化石。本種の模式地は長沼層である。本種の分

布は房総半島の瀬又層，大磯丘陵の二宮層，伊豆半

島の白浜層などで，分布の範囲は比較的限られてい

る。二宮屑からは Pectenalbicans naganumanus 

に混じって肋数が9～10のPectenalbicans albicans 

が多数産出する。

Chlamys farrerri n幼•ponensis アズマニシキガイ，多

数の標本を採集したが，保存状態はよくない。本種

は北海道南部～九州，北中国の水深0～60mの岩礁

に足糸で付着生活をする。

Mizuhopecten tokyoensisトウキョウホタテガイ， 10.

大形，扇形。右殻はやや膨らみ10本以内の放射fめが

あるが，放射肋はさらに細分される。左殻はほほ．平

らで， 5～6本の細く鋭い放射肋がある。本種は鮮

新世後期～更新世中期の化石種。長沼層を始め，二

宮層，前川層および宮田層に多産するほか， 中津

層，扉風浦層，大津層等から少産する。

Aquipecten sematensisセマタヒヨタガイ， 1.保存の

よい数個の標本を採集した。本種は房総半島～九州

の水深50～600mの細砂底に生息する。

Chlamys jousseaumeiニクイロナデシコガイ， 5.

Limidae ミノガイ科

Limaria cf. hakodatensis, 3. 

Lima zushiensisクモハチミノガイ， 7.比較的保存の

よい標本を採集した。殻表の色彩や肋上の鱗片突起

もよく保存されている。本種は房総半島～九州の深

さ50～200mの岩礁底に生息する。

Ctenoides annulatusミダレハネガイ， 1.

Ctenoides lischkeiハネガイ， 1.

Limatula ja1うonicaニッポンユキバネガイ， 2.

Ostreidaeイタボガキガイ科

Crassostrea gigasマガキ， 5 中～大形，硬質堅固な

標本を採集したが，標本は破損している。死後かな

りの距離を移動したことは明らか。本種はサハリン

～熱帯に生息。やや塩分濃度の低い内湾の潮間帯の

岩礁に付着して生活するとされているが，相模湾、で

は外洋に面した潮通しのよいところで，水深5mく

らいまでの岩礁に付着生息していることが観察され

る。

Carditidae トマヤガイヰヰ

Megacardita ferruginosaフミガイ， 18. 比較的多数

の標本を採集した。いずれも保存の程度はよい。本



種は房総半島～熱帯，深さ 10～lOOmの砂磯底に生 鮮半島の深さO～20mの細砂底に生息する。

息する。 Corbulidaeクチベニガイ科

Cyclocardia ferruginea, l. Anisocorbula venustaクチベニデガイ，13.保存のよ

Mon tacu tidaeブンブクヤドリガイ科 くない比較的多数の標本を採集した。本種は北海道

Nipponomysella oblongata マノレヘノジガイ，1 ～九州， 深さ 0～zoomの細砂底に生息。

Lucinidaeツキガイ科 Dentaliidaeジウゲツノガイ科

Lucinoma sp., 2. Antaris weinkauffiツノガイ，3.

Chamidaeキクザルガイ科 Laevidentalium longfordiミガキツ ノガイ，15.多数

Chama sp., l. の個体を採集した。小型，殻表はやや黄色がかった

Cardiidaeザルガイ科 白色で光沢がある。殻口は丸く，殻は弓形に匂曲す

Vasticardiu1叩 burchardiザノレガイ， 2. る。本径は本州～九州，深さ 50～zoomの海底に生

Fulvia muticaトリガイ，10. 多数の殻片を採集した 息する。

が完全な｛団体は得ていない。本州～九州，朝鮮半島， Dentalium octanglatumヤカ ドツノカ、イ， 2.

中国の内海の細砂泥底に生息する。

Clinocardium calijorniense buello叩1イシカゲガイ， 文 献

16.種としては中型の多数の比較的保存のよい桜木 長谷川善和 ・松島義章 ・尾崎公彦，1982.藤沢市天岳

を採集した。放射肋の数は40～45。 Clinocardium 院下産の象化石と古環境．横浜国大（教育〕

californienseの南方型，殻は非常に脆L、。本種は 特研論集，（2): 19 29, pls. 1-6. 

本州｜～九州の深さ10～lOOmの細砂泥底に生息する。 石井弘， 1675. 長沼層とその古生物学的特徴 神奈

Veneridaeマルスダレガイ科 川県教育センタ ー長研修録，（4〕.29-34. 

Rudi taρes cf. jaρonicumアサリ ，2 大塚弥之助， 1937. 関東地方南部の地質椛造（横浜－

Paphia vernicosa アケガイ， 7. 保存のよい数個体を 藤沢間〉．震研来報， 15: 97 4-1040. 

採集。殻表の輸肋が殻頂付近で消失する。本種は北 奥村清， 1988. 中部更新統二宮層産の軟体動物化

海道南部～九州，深さ10～60mの細砂泥底に生息、。 石 文化財研究報告〔二宮町教育委員会〉，

Circe yokoyai刊の，4 (16) : 1 53, pls. 1 19. 

Microcirce dilecta ミジンシラオガイ， l. 横浜団研グノレープ， 1978.横浜市付近の第四系 （その

Clycydonta maricaカノコアサリ， 1 2) 飯島 ・長沼付近の長沼層一関東の四

Mactridae ハカガイ科 紀，（5〕：28-34.

Tresus keenaeミノレタイガイ，2. 横浜団研グノレープ，1979. 横浜市付近の第四系．関東

Solenidaeマテガイ科 の四紀， （6〕：24-37.

Solen gordonisアカマテガイ，50. かなり多数の保存

のよい標本を採集した。本種は房総半島～九州，籾 〔鳴門教育大学地学教室〉
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図版l c p. 42) 
1. Pecten (Notovola〕albicansnaganumanus Yo-

koyama＿カズウネイタ ヤカ、イ ×0.8

2, 3. Mizuhopecten tokyoensis (Tokunaga) トウキ

ョウホタテカ拘イ ×0.8 

4. Seaρharca cf. broughtoni〔Sehr巴nck〕アカガイ
×0.8 
5. Megacardita ferruginosa〔A.Adams & Reev巴〕

フミヵrイ ×1 

図版2. c p. 43) 
1. Crassostrea gigas (Thunberg）カキ×2.3

2. Mizuhopecten tokyoensis (Tokunaga) トウキョ

ウホタテカ事イ ×0.8 

3. Saccella gordonis (Yokoyama) ゴノレドンソデガ

イ x1. 2 
4. Tucetilla pilsbγyi (Dunker）ビロウドタマキガイ

x 1. 5 
5. Glycymeris vestita〔Dunker〕タマキガイ×1

6. Paρhia vernicosa (Gould）アケカイ Xl
7. Clinocardium californiense buellowi (Rolle〕イ

シカゲガイ ×1 

8. Anisocorbula venusta (Gould）タチベニデガイ

X2 

9. Dentalium octanuglatum Donovanヤカドツノ ガ

イ Xl

44 

6. Fulvia mutica (Reeve〕 トリガイ Xl 

7. Cyclocardia ferruginea (Clessin〕 クロ マノレフミ

ガイ x1. 5 

8. Clycydonta marica〔Linne）ヒメカノコアサ リ
×2 

9. Brachiopoda 〔Coptothyrisaff. grayi〔David-

son））タテスジホウズキガイ ×1
10. Solen gordonis Yokoyamaアカマテガイ xo.s

10. Tristichotrochus consors (Lischke）コシダカエ

ピスヵーイ ×1 

11. Homaloρoma amussitatum (Gould） エ ゾサンシ
ョウガイ ×2 

12. Siρhonalia fusoides (R巴eve) トウイトガイ ×1 
13. Odostomia sp. x 7 

14. Microg.か•Phis jaρonicus (Habe），ワラベマメウラ
シマカーイ ×7 

15. Conus sp. x 2 
16. Clithon sp.×1 

17. Adai 

イ x3



神奈川自然誌資料 (11〕： 45～48,Mar. 1990 

川崎市宮前区馬絹の下末吉層より産出した貝化石

田中芳信・小泉明裕

Yoshinobu TANAKA & Akihiko KOIZUMI: Molluscan Fossils from the 

Shimosueyoshi Formation in Maginu, Central Part of Kawasaki 

はじ め に

川崎市域には，吏新統下部～上部の上総層群 ・相模

層群からなる多摩丘陵 ・下末吉台地が分布している。

筆者らは本地域を調査中に，川崎市宮前区馬絹におい

て，相模層群下末吉居中の貝化石を採集した。下末吉

層は貝化石等を多く産出することで知られているが，

川崎市域での報告は少なし、。今回報告する貝化石は，

十数万年前の下末吉層堆積当時の，古地理・古環境を

知る貴重な手掛かりになると思われる。本報告は，近

接する2地点、の工事現場で小泉が1986年，田中が1988

年（田中， 1989）に得た資料をまとめたものである。

貝化石産出地点の概要

貝化石産出地点を図1に示す。産出地点は， 川崎市

宮前区馬絹の判明神社に隣接しており，下末吉台地の

段丘崖の南斜面にあたる。この付近の台地は，標高45

～50mの下末吉段丘面からなる。但し，本地点では，

下末吉層を不整合に覆う小原台砂磯層が確認されるた

め， 地形面区分では小原台面となる。

産出地点の地質断面図を図2に示す。 貝化石の産出

地点は3地点（A,A’， B〕あり，これらの距離は約50m

と近接している。両地点での貝化石採集は工事中に行

われ，現在， E長頭は消滅している。 A地点では切土面

の露頭より直接に， B地点では杭工事で掘り出された

泥層中より採集した。

貝化石産出地点の地質

産出地点の基盤は，上総層群高津層の砂泥互層であ

る。この基盤を， 下末吉層が基底礁をもって不整合に

覆う。 最下部層は，砂礁層と緑灰色凝灰質泥層よりな

る河床堆積物である。上部に角閃石の優占するゴマシ

オ状砂粒大軽石の薄層を爽在する。下部層は， 基底部

には中～大際を伴い，この上に砂質泥層と泥層が重な

る。砂質泥層は青灰色を呈し，貝化石を多量に産する。

貝化石の他に植物の実 ・材化石を産し，また，軽石粒を

含み一部凝灰質となる。この砂質泥層は泥層へと漸移

する。この泥層にも貝化石が散在し，植物遺体 ・生痕

化石が認められる。泥腐の最上部には紫灰色火山灰の

薄層を爽在する。本地点の下末吉層は基盤の谷部に堆

積したもので，岩相から関東第四紀研究会（1970〕の

下部泥層に相当する。さらに，下末吉層を小原台砂l深

層が不整合に覆い， Kmp-6,Kmp-7等のテフラを爽

在する下末吉ローム層が重なる。
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図2 馬絹，下末吉下部層貝化石産出地点の地質断面図

貝化石の産状と構成

貝化石は下末吉層の砂質泥～泥層から産出し，基底

部付近で多く産出する。貝化石の採集層準は， A,

A', B地点の砂質泥層（一部泥層を含む〉からであ

る。貝化石の産状は，マカキ以外，散在して産し密集

型ではなし、。保存状態はかなり良好である。二枚貝は

合弁の個体が多く，現地性の化石群集と思われる。

下末吉層産貝化石リストを表1に示す。同定できた

貝化石は，巻貝15径 ・二枚貝23種の合計38種である。

産出貝化石はすべて現生種である。卓越種はイボウミ

ニナ ・へナタリ ・アラムシロ ・ハイカ、イ ・マカキ ・オ

キシジミ等である。貝化石以外では，フジツポ・ウニ

・植物の実・昆虫類を産した。

貝化石を産出層準でみると，基底部の砂質泥層（A

点 ・B点〉ではイボウミニナ ・ハイガイ・オキシジミ

等が多く ，内湾、奥部で刈l間帯の干潟群集（松島，1984)

を示す。この上部の泥層（A＇点〉ではウラカガミ ・イ

ヨスダレ・トリカイ等を産し，内湾中央部で上音II浅海

帯の内湾泥底群集を示す。この貝化石群集の層位的な

変化は，下末吉海進時の海水準の上昇に伴う内湾環境

の変化を意味し， 岩相の変化と，一致すると思われ

る。

まとめ

(1) 川崎市馬絹の下末吉層下部泥層より産出した貝化
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石は，計38~重である。

(2) 貝化石は内湾性程からなり，垂直方向に干潟群集

亡中内湾泥底群集へと変化する。これは下末吉j切の海

進を示す。

(3) 貝化石に寒流系の程はなく ，現在と同じ暖流系の

環境であった。

謝辞： 本報告をまとめるにあたり，神奈川県立博物

館松島義章専門学芸員には貝化石の同定等，種々のご

教示をいただいた。 厚く御礼申し上げる。

文 献

関東第四紀研究会， 1970.下末吉台地および周辺地域

の地質学的諮問題．地球科学，24:151 166. 

松島義章， 1984. 日本列島における後氷期の浅海性貝

類群集． 神奈川博研報（自然科学〕， 〔15): 

37 109. 

長田敏明，1978. 下末吉層産貝化石群集ーその古地理

学的検討．法政大学地理学集報， 7:1 13. 

田中芳信， 1989.川崎市馬絹の地質と貝化石 川崎市

内地留学報告書，lSpp.,pis. 1-4. 

〔田中芳信：市立川崎高校 ・小泉明裕：横浜国立大学

教育学部地学教室研究生〕



表1 馬絹，下末吉下部層産貝化石リスト

層準 B A A’ 

種 名 標高（m) 18-21 21 ± 24-26 和名

GAS TORO POD A 
Phosinella media (Schwalts) 。 ヌノメチョウシ1、、イ
Cerithidea cingulata (Gmerin) ． ヘナタリ
Cerithideopsilla djadjariensis (Martin) 。 力ウ7イ
Battillaria zonaris (Bruguiere) ． イポウミニナ
Battillaria multiformis (Lischke) 。。 ウミニナ
Neverita (Glossaulax) didyma (Roding) 。 ヴメタカやイ
Rapana venosa (Valenciennes) 。 7カニシ
Clathofenella r巴ticulatalonga Oy凹a 。 ォrサワラモツポ
Clathofenella reticulata (A.Adamus) 。 力了メモツポ
Zafra pumila (Dunker) 。 ／ミニナ
Reticunassa festiva (Powys) ． 。77ムシ口γィ
Torbonilla (Dunkeria) shigeyasui Yokoyama ＠ カ了メイトカゲギリ
Ringicula (Ringiculina) doliaris Gould 。 クチキレrィ
Cylichatys m即sta(Gould) 。 力ミスシザカイコrイゲマシ
Acteocina decorata (Pilsbry) 。 ヴうう力、、イ

PELECYPODA 
Scapharca subcrenata (Lischke) 。サJ¥,;Ji＂ゥrイ
Tegillarca granosa (Linnaeus) ． 。 ハィrィ
Crassostrea gigas (Thunberg) 。 。マ力。キ
Trapezium (Neotrapezium) liratum (Reeve) 。 ウネナシトマャrイ
Musculista senhousia (Benson) ホトトギスrイ
Pillucina pisidium (Dunker) 。 ウメjハナかイ
Anodontia stearnsiana Oy叩a 。 。イセシぅrィ
Fulvia mutica (Re巴ve) 。 トリ炉イ
Meretrix lusoia Roding 。 。ハマグリ
Cyclina sinensis (Gmelin) 。。 オキケン、、ミ

Dos,inella penici llata (Reeve) 。ワラ力γミγイ
Ruditapes philippinarum (Ad日set Reeve) 。 ？可1)

Paphia (Neotapes) undulata (Born) 。 イヨスゲレ力。イ

見aetel lopus pulchellus (A. Ad叩uset Reeve) ． チヨノハナrィ
Moerella rutila (Dunker) 。 ユウ対力。イ

Macoma tokyoensis Makiyama 。了イザキゃrイ
Macoma incongrua (Martens) 。。 ヒメシラトリrィ
Arcopagia (Merisca) diaphana 。 イfョウシラトリrイ
Semelangulus tokubeii Habe 。 ゴメザクラ力。イ

Moerella iridescens (Benson) 。 テリザクう力。イ

Theora fragilis A.Adamus ． シTクγィ
Cryptomya busoensis Yokoyama 。 ヒメマスオカ守イ

Laternula anatina (Linnaeus) 。 オキナガイ
e : very abundant @ : abundant 0 : common o : rare 
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図3 馬絹，下末吉下部層産化石
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1. イボウミ ニナ cxo. 9); 2.ウミニナ cx o. 9）； へナタリ （×0.9〕； 4. アラム シロ（x0.9);
5.カゴメイトカケギリ （×1.7); 6. カゴメモツボ（×1.7〕， 7. ヌメノチョウジガイ（×1.7〕＊；

8マメウラ シマ（xl.7)*; 9.ツララガイ〔Xl.7〕＊； 10. ハイガイ（×o.8); 11. オキシジミ（x
o. 9) ; 12. マガキ （×0.9〕， 13. ハマグ リ〔×0.9〕， 14.イヨスダレ〔×0.9〕， 15. ヒメシラトリ

（×Q.9〕； 16. ユウシオガイ〔×1.6);17. テリザクラ 〔×1.6〕，18. ウメノハナガイ（×1.6) 

持 7～9は〔田中， 1989）の図版写真と同一標本



神奈川自然誌資料 (11) : 49～52, Mar. 1990 

横浜市港北区東山田から産出した

新期ローム層堆積期のナウマンゾウ化石

小泉明裕

Akihiro KOIZUMI: The NAUMANN's El巴phantFound from the 

Latest Pleistocene Deposits in Yokohama 

はじめに 産出地点には，武蔵野ロ ーム層中のTPテフラの直

1987年8月，横浜市港北区東山田町の宅地造成工事 上層準から下末吉ロ ーム層中のKipテフラ層準までの

現場の新期ローム層堆積期の泥炭質泥層より，ナウマ 地層〔海抜35～29m）を削剥する谷埋め堆積物がある。

ンゾウの臼歯片を発見した。標本は断片的なものであ 谷埋め堆積物は，幅lOm，厚さ最大6mで北東に傾斜す

るが，神奈川県内はもとより，南関東から産出したナ る〔図2）。基底には層厚1～2mの紫灰黒色の腐植質

ウマンゾウ化石の中では最も新しい年代の資料の一例 凝灰質粘土層があり，この上位には褐灰色凝灰質粘土

と考えられるので，ここに報告する。これは関東地方

における下末吉期に最も多く産出しているナウマンゾ

ウ （長谷川・ 松島， 1985）の消長を考察する上で， 重

要なものとなりうる。本標本は神奈川県立博物館に収

蔵する。本報をまとめるに当たり，終始ご指導いただ

いた横浜国立大学教育学部長谷川善和教授，発表する

機会を与えてくださった神奈川県立博物館専門学芸員

松島義章博士に心よりお礼申し上げる。

産出地点の層序とゾウ化石の産状

産出地点（図 1）は，横浜旧市街地から約10伽北方

の下末吉台地（北緯35。33'28＂，東 経139。36'13つ
である。この付近の下末吉台地は海抜45m前後あ り，

産出地点は，下末吉台地が早淵川と有馬川に侵食され

て西北西～東南東方向に細長くのびる台地の中心部

で， 台地を北 （有馬川〕側から解析する支谷の谷頭部

にあたる。台地の南側下部には前期更新世の砂岩泥岩

互層からなる上総層群王禅寺層が分布する。これを不

整合に覆って下末吉ローム層以上の風化火山灰層が整

合的にのる相模層群下末吉層が分布する。この付近の

下末吉層は，谷を埋めたてた下部泥層と，上部砂層か

らなる（関東第四紀研究会，1970ほか〕。台地の北 （有

馬川〉側および南（早測川〉｛則には，上記の地層を解

析して小原台，武蔵野，立川期の河成段丘堆積物がみ

られる。

図1 産出地点位置図．＠印：産出地点， X印；

図6に示した露頭の位置．
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下末吉上部層

図2 A：産出地点の露頭展開図.EB印：産出地点， B：産出地点の地質柱状図．

層，褐色風化火山灰層が整合に乗る。ナウマンゾウ臼 壊されたものと思われる。歯冠基底部のエナメノレ質の

歯片は腐植質凝灰質粘土質の基底部から産出した（図 厚さは， 1mm以下である。歯冠幅は慢元の方向に向け

3）。化石包含層は，風化のため溶脱して灰～褐色を てややすぼまる。歯冠面及び側面からみて歯板は，前

呈する。細際大のスコリア，砂粒大の斜長石，砂礁， 方（近位倶IJ)に凸湾する。歯冠面におけるエナメノレ環

材化石， ブナ Faguscrenataの殻斗などの木の実を の形態は長楕円形で，エナメノレ摺曲は中程度に発達す

含む（図4'5〕。 る。エナメノレ質の表面には， さざなみ状の模様があ

ゾウ化石包含層は，約49,000年前の放射年代（町田 る。

・鈴木， 1971〕の得られているTPテフラを削り込ん 計測値：歯冠幅，上端57.9mm，下端55.5mm，高さ73.6

だ谷を埋めたてた堆積物である。なお，ゾウ化石包含 ＋胴，前後径（正中〉；上端13.Smm，下端16.0mm，エナ

層の上位に年代の明らかなテフラは確認できなかった メノレ質の厚さ：（上端正中部〕 3.0～3.5捌

が，産出地点から北へ800m，海抜約20mの有馬川の河 上端破断面におけるエナメノレ環の形態及び、エナメノレ

成段丘堆積物の露頭には，堆積面の上位lmにTPを 摺曲の発達状態は， Mammuthus属， Loxodonta属や

のせる武蔵野H面構成層と，これにTPの直上から斜 Elψhas属とは異なり， Paleoloxodon属すなわち日本

交して重なる約22,000年前に降灰したと考えられてい におけるナウマンゾウのものに似る。瀬戸内海産ナウ

るATテフラ〔町田・新井， 1976〕の2～3m下位層準 マンゾウの臼歯〔HASEGAWA,1972のPL.13～17の計

以上のローム層に覆われる，ゾウ化石包含層とほぼ同 測値など〕と比較すると，東山田標本は上顎大臼歯

様の層序を示す堆積物がみられた（図6）。これらの （恐らくM3）の遠位（後ろから2～3番目〉の基底

層序関係から， ゾウ化石包含層の年代は，およそ3～ 部にあたる。エナメノレ厚は，ナウマンゾウとしてはや

4万年前と見積られ，野尻湖層下部（野尻湖発掘調査 や厚い方になる。

団， 1975）に相当する。

引用文献

ゾウ化石の記載 HASEGAWA, Y., 1972. The NAUMANN’s elephant, Pa-

ナウマンゾウ Paleoloxodonnau倒的ini〔MAKIYAMA) leoloxodon naumanni (MAKIYAMA〕 from

〔KPMG-7929：図5-a～c〕 the Late Pleistocene off Shakagahana, 

当該標本を東山田標本と呼ぶ。1枚の歯板片であ Shodoshima Is. in Seto Inland Sea, Japan. 

る。根元から%の部分が保存されている。上端は古い Bull. Nat. Sci. Mus., 15 ; 513-591, pis. 1-22. 

破断面である。下端の破断面は新鮮で，工事の際に破 長谷川善和・松島義章， 1985. 関東地方を中心とする
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図3 a 北東側からみたナウマンゾウ臼歯片包含屑，白破線が包含層基底の不整合面 象産出ポイン

ト（女印〉は，手前の法面に隠れている.b：南側力、らみたナウマンゾウ臼歯片包含層．c：ナウ
マンゾウ臼歯片包含層の拡大．

長五，＼類化石に関する若干の考察．長品類の研 46: 339-347. 

究（化石研究会会誌特別号第2号），pp. 87一 町田 洋 ・鈴木正男， 1971. 火山灰の絶対年代と第四

88. 紀後期の編年一フィッショントラック法によ

関東第四紀研究会，1970.下末吉台地およびその周辺 る試み一手｜学，41: 263-270. 

地域の地質学的所問題地球科学，〔24):151 野尻湖発掘調査団， 1975.野尻湖の発掘1962～1973,

166. 共立出版

町田 洋 ・新井房夫，1976.広域に分布する火山灰ー

姶良Tn火山灰の発見とその意義 科学， （横浜国立大学教育学部地学教室研究生〕
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神奈川自然誌資料 (11〕： 53～65,Mar. 1990 

神奈川県厚木市および愛甲郡清川村の民家に

保存されているニホンオオカミの頭骨

小原 巌

lwao 0BARA: Skulls of Japan巴seWolf, Canis hodoρhilax, Pr巴servedat 

Old Private Houses in Atsugi-shi and Kiyokawa-mura, Kanagawa Prefecture 

はじめに 左右下顎骨。産地は七沢。

ニホンオオカミ Canishodophilax TEMMINCK, 1839 

はすでに絶滅したと思われているが，その遺骸が民間

信仰上珍重されたために，今日でも，その頭骨は日本

各地に相当数保存されている。

(2) 厚木市林366番地，鈴木建一氏所歳。頭蓋骨。

神奈川県丹沢 山地付近のものについては，直良

(1965）が「丹沢山梨およびその山麓地域」の項で，

頭骨10個と尾の乾品1点について詳細に記載した。こ

れによって，この地域にはニホンオオカミの造物が特

に多く残されていることが広く知られることとなった

が，その後の調査において，さらにニホンオオカミの

ものと思われる数点の頭骨を確認することができたの

で，ここに報告する。

本報告に当り，貴重な資料の調査を許された各頭骨

(3) 厚木市及川635番地，島崎一正氏所蔵。頭蓋骨。

(4）厚木市戸田463番地， 小塩一三氏所蔵。頭蓋骨。

似） 愛甲郡清川村煤が谷1649番地，加藤三郎氏所蔵。

頭蓋骨。

(6) 愛甲郡清川村煤が谷2194番地， 岩沢久雄氏所蔵。

頭蓋骨。

(7) 愛甲郡清川村煤が谷2594番地，井上勉氏所蔵。頭

蓋骨。

(8) 愛甲郡清川村煤が谷3219番地，山口茂氏所蔵。頭

蓋骨及び右下顎骨。

同 ｛ 

厄

の所有者の方々，資料の所在等について御教示下さ 同じ地域に棲息していたと考えられるイヌ科動物と

り，現地調査に協力下さった柏木喜重郎氏，さらに標 してはホンドタヌキ Nyctereutesprocyonoides viver-

本の同定等についてご助言いただいた今泉吉央博土に rinus TEMMINCK, 1844及びホ ンドキツネ Vulpesvu!-

対して感謝の意を表する。 ρes jaρonica GARY, 1868があるが，これらとの遠いは

明瞭であるから， Canis fai叩：tiaris,LINNAEUS, 1758 
新たにニホンオオカミと認められた頭骨 及ひ、Canislupus, LINNAEUS, 1758の各亜種との識別が

神奈川県厚木市及び愛甲郡清川村の民家に保存され 問題となる。今泉（1970a,b）によるニホンオオカミの

ている頭骨のうち，これまで文献に記録されたことが 識別形質を参考として，次の 5形質についてそれぞれ

ないと思われるものは次の8個である。捕獲地につい の頭骨の検討を行った。

ての記録は大部分の資料で失われているが，すべてこ (1) 顔面部のプロフィーノレの中凹の程度が弱L、。

の地域の旧家に古くから伝わるものであるから， 付近 (2) 前頭甲 frontalshieldの膨らみは少なく，正中線

の丹沢山中及びその周辺で捕獲されたものであろう。 部の凹みは familiarisのように顕著ではない。

捕獲の時代についても明らかでないものが多いが，直 (3) 左右の鈎骨を合わせた前縁の形はV字状または，

良（1965）等の記録も考慮すると江戸時代末期から明 U字状。

治時代初期に捕獲されたものと思われる。 μ） 口蓋後縁正中部は湾入する。

(1) 厚木市七沢1267番地，中村昭氏所蔵。頭蓋骨及び (5) 下顎を付けた頭骨を水平面上に置いた場合下顎角
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は接地しなし、。

今回調べた頭骨はいずれも（1）～（4）までの形質に一致

する。

なお，形質（4）口蓋後縁正中部の湾入の程度には変異

が多い。頭骨・が大きく十分に成長した個体て・は湾入

は顕著なものが多く（基底全長204.3聞の井上標本と

209.0mmの中村標本〉，頭骨が小さく若l給な個体〔基底

全長185.8聞の鈴木標本〕では湾入の程度が~~＼，、傾向

があるように見える。

形質（5）については，ほぼ完全な下顎骨をもっ中村傑

本についてのみ調べることができたが，これも多くの

イヌ とは異なり下顎角が接地せずノミランスよく安定し

T」。
以上の結果から上記8個の頭骨はし、ずれもニホンオ

オカミ Canishodophilax TEMMINCK, 1839であると思

われる。

各頭骨の特徴

（計測値は表l，写真は図3～9fこ示す〕

(1）中村氏襟本，雄仁成獣

中村家の言い伝えによると，厚木市七沢の七沢城地l:

付近の氷の切り出し用の池に雌雄1対のオオカミが落

ちて捕獲された。1頭は同じく七沢の中村家の本家

に， 5Jljの1頭が中村昭氏の曾祖父傍兵衛氏の所有する

ものとなった。頭骨は木箱に納められており，誌の表

側は，黒く煤けているが注意深く見ると中央に大きく

「三峯」の文字が見える。撃の長側に「嘉永八年J}[J正

月吉日中村停兵衛」と記されている。嘉永8年は1855

年に当たる （嘉永は7年で終るが，改元がこの地方に

はまだ知られていなかったようである〉。おそらく ，

この時期に捕獲されたものと忠われる。頭骨の保存状

態は極めて良く ，煤けもほとんどないが，頭頂骨の一

部が破損し，脳匡には左右とも大きな穴があいてい

る。左後頭頼及び異状骨間務右縁部にも破損が認めら

れる。左下顎骨は完全だが右下顎骨は歯列の後方が破

損している。歯は左12，左の ilとi2，右 ilの4本が

紛失している（歯種の表示は大文字が上顎歯，小文字

が下顎歯〉。

丹沢産頭骨（今回調査した頭骨及び直良：1965pp. 

86 112に記載されている頭骨をさす。以下同じ〉とし

ては大形である。頑丈で頬骨弓の張り出しは大きL、。

Orbital angle. （頭蓋骨を水平商上に置いた場合上下

の後限笛突起を結ぶ線と水平聞のなす角度〉は34°0

Canis fai刊iliarisが53°以上であり， Canislupusが
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40。から45°と言われる（lLJIN,1941）ことから，この

頭骨では，頬骨弓が著しく績に張り出していることが

わかる。頭蓋骨に下顎骨を付けて水平面上に置く と，

下顎角）＇§日が接地せずに安定する〔図7-A）。 口蓋後縁

正中部の湾入は深い。前蝶形骨の外形には，中部に顕

著な翼状突起がある〔今回調査した8個の頭骨のうち

鈴木標本と島l崎標本以外の 6個に顕著な翼状の突起が

見られた〉。

(2) 鈴木氏原本， ~tif: ? 

丹沢.＠＇liJl骨の中では最も小さい。下顎骨はなく，左頬

骨を欠き，歯は右p4のみが残っている。犬歯部幅，頬弓

音Millともに小さくきゃしゃな感じがする。前蝶形骨の

外形に見られる翼状の突起は僅かに認められるのみ。

口議後縁正中部の湾入はあまり顕著ではないが明らか

に認められる。顔間部のプロフィーノレは hodoρhilax

としては中凹の程度が大きいが前頭甲は膨らみが少な

く，正中部の窪みがほとんどなく扇平でfai仰 ＇.liarisの

多くとは切らかに区別できる。

(3) 島崎氏標本，雌P

ほぼ完全な頭蓋骨だが下顎骨を欠く。歯は左の P4

とMlが残る。比較的小形で頭骨全長と基底全長は丹

沢.＠＇頭骨の中では鈴木標本に次いで小さし、。頬弓部幅

が著しく小さし、。 口蓋後縁正中部の 湾入の 程度は弱

し、。

(4) 小塩氏標本

liJ｛蒸骨のみで下顎骨はなし、。切歯すべてを欠くがそ

の他の歯は揃っている。頬骨弓及び矢状陵後端部は破

損している。明治26年（1893）に，祭儀を行ったこと

を記したとみられる木札が頭骨とともに保存されてい

る。おそらくこの時期に捕獲されたものであろう。基

底全長は丹沢P1頭骨としては，中等大。口蓋後縁正中

部には程度は弱し、が，明らかに湾入が認められる。

(5）加藤氏標本，雄P

後｜限；笥突起の後方から店主損欠失している頭蓋骨前半

部。討すは左右犬歯，左P2，右Pl,P2の5本を欠くが，

その他は良く保存されている。顔面のプロフ ィーノレは

中凹の程度がやや強いが，前頭甲の膨らみは少なく正

中部の深みも少なし、。左右のよ手骨前縁の形はV字状。

口蓋後縁には，乾燥した皮膜が付着し骨の形を正確に

は見ることができないが，正中部には顕著な湾入があ

ることは明らかである。

(6）岩沢氏標本

ほぼ完全な頭議骨。下顎骨は保存されていない。頭

頂骨左側面に比較的新しい破損箇所があるが， これも



表l 丹沢産地及びその付近に残るニホンオオカミ Canishodophilax TEMMINCK, 1839の頭骨計測値（mm).

所有者 中村氏 鈴木氏 島崎氏 小峰氏 加藤氏 岩沢氏 井上氏 山口氏

全 長 220.8 203.G 204.8 20日＋ 214.4 218 .fi 227.4 

主主I氏全長 208.0 185.8 194.0 202.5 200.0 204.3 209.4 

士員弓自fl脇 1ao.1 108.8 107.5 117.2 123.0 

日民間昔日鱗1 40.0 28.8 33.8 37.2 40.S 3fi.8 38.8 39.8 

後岐路隠j 39.G 24.7 37.5 il7. 0 36.7 37.0 36.8 

A歯fill幅 43.3 28.4 39.00 40.0 38.8 41.1 ± 42.4 

後E良朔踊j 40.8 37.9 40.4 40.0 3日.6 40.8 

日蓋長 102.6 93.0 日7.8 102.5 105.日 96.8 101. 2 105.6 

煩歯切j長 89.4 8:l. 4 78.8 80.0 80.7 88.3 88.0 日2.7

下む員長 162.2 182.8 

P4長（繍冠〉 21. 4 Hl.O 22.0 21. 4 21 .8 20.2 2 l. 2 

ml長（樹冠） 26.4 

注：口蓋長では口蓋後縁正中部の湾入を含めない． ． 
． 

230 

220' ． 
且 ． ． 

． ． 
よ

丹

200' ・ 沢

190 ． 
180-t @ 

34・ 35• 36" 37・ 38・ 39・ 40・ 緯度

図1 ニホンオオカミ頭骨全長の変異

丹沢産頭骨（N~l3）：中央の短い横線は平均値， 黒色部は標準偏差，白色部は標準誤差の範囲．
黒丸は既知の頭骨，二重丸はタイフ．標本（産地緯度は不明〕． 55 



表2 既に所在の知られている日本各地産ニホンオオカミ頭骨の計測値〔凹）．

全長 基底全長 産地（緯度） 測定者

一一一一一一一一一一 一一一←一一一←一一’一一一一一一一一

タイプ（Leiden）舎
ll) 

178.5 174',0ト） 日本 (I）斎藤（1日64,)

( 2）今泉（l970a)

L2(Leiden) 206.0 日本 ，， 

中畑英七 211 青森 (4,0.7 斎藤（1364,) 

古山勝太郎 231 青森 II 

NSMT-MlOO 舎 214'. G 202.3 福島 (37.5。 小l京

NSMT－川1185 198. l 福井 (36.0 < ) 今泉(1970a)

栗原弥一 216.4 196.5 丹沢 (35.5 ° ) 小原

飯田英雅 206.4 II ，， ，， 

佐藤公磨 223.0 208.0 II ，， l吉良（1965)

大矢守三 207.5 195.5 II ，， ，， 

武尚一民il 226.0 214.0 II ，， II 

吉岡照子 214.5 198.0 II ，， ，， 

大野君島幸 217.0 II 「 ，， ，， 

瀬戸良三 200.5 188.0 静岡裾野町（35.2。 〉 ，， 

染矢清一 236 百三河（35.0。〉 斎藤（1938)

206 愛知 (35.0 " 平岩（1981)

B阿5.5.30.l 舎 186ι1) 
('2) 
奈良鷲家口（34.4') (I）斎藤（1964)178.0 

ιり 今泉（1970a)

和歌山大学 219.2 205.2 奈良十津川（34.0" ) －~さみ；他 (1983)

愛媛県博※ 205.3 愛媛 (33.5。） 小原

※現在四国産として知られるのは，この頭骨のみ 頬弓部幅 117.7，犬歯部幅41.25，口蓋長95.6，鼻骨長
72.1，頬歯列長85.9, P4 20. 5, ml 25. 3. 

軽微である。歯の紛失はなし、。丹沢産頭骨と しては中 湾入は鋭く深L、。

等大で，口蓋後縁正中部の事総入は小さいが明らかであ (8) 山口氏標本，雄？

る。 頭蓋骨及び右下顎骨。歯は左 p4及び右 p2が残るの

(7) 井上氏標本， tit? み。右頬骨から口蓋骨の一部にかけて破損している。

頬弓部が破損し，歯のすべて及び下顎骨は紛失して 江戸時代末期に，落し穴に落ちたものと伝えられる。

いる。煤けは認められないが，最近の一時期屋外のほ 今回調べた8個の頭骨のうちでは，頭骨全長及び基底

こらに置かれたため，調査時には，表面の一部にアオ 全長は最大であり頭骨全長は，これまでに知られてい

カビを生じていた。比較的大形で， 口蓋後縁正中部の るニホンオオカミのうちでも，西三河産236凹（斎藤
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mm  

210 

． ． 
200 ． 
190 ． 

丹
沢

180 ． 
。

170 
34° 35° 36° 37° 38° 

緯度

図2 ニホンオオカミの頭骨基底全長の変異

丹沢産頭骨（N=l2），その他の説明は図lと同じ．

1936），青森県産2311D1Ilc斎藤， 1964〕に次いで大きい。 とされている染矢氏標本（236mm）が大きし、。これら

口蓋後縁は一部破損しているが，正中部は強く湾入し は， 何れも丹沢産頭骨のM士2SDの範囲199.53～231.

ている。 43阻には含まれていない。

基底全長でもタイプ標本の 174.0mm及び奈良県鷲家

丹沢産ニホンオオカ ミ頭骨の大きさ 日産標本の178.ommが小形で丹沢産の M土2SDの範囲

これまでにま日られている各地産ニホンオオカミ の頭 185.49～217.45肌に含まれないことが分かる。

骨の全長及び基底全長を取りまとめると表2のとおり 丹沢個体群の基底全長〔皿）の変異係数C.V.=(SD 

となる。性別が明らかでないこともあり，個体変異 x 100）；’Mは3.97%であった。手元にある岡山県真庭

が大きいが，丹沢個体群〔＝丹沢産頭骨〕と他地域産 郡産タヌキ N p.viverr印刷 （雄6，雌6）の基底全

ニホンオオカミとの比較をすることができる（図1' 長はM±SD=109.89士4.18mm, C. V.=3. 80%。同じ

2）。 く岡山県真庭郡産キツネ V.V. ja戸側ica（雌雄N=l3)

丹沢個体群頭骨の計測｛直の平均値 M±標準偏差 SD ではM±SD=l44.09土4,44凹， C.V.=3.08%であっ

及び標準誤差SEは次のとおりである。 た。ニホンオオカミ丹沢個体群の変異は，岡山県真庭

頭骨全長（N=13) M±SD=215. 48土7.98凹， 君日産タヌキ及びキツネのものよりやや大きいが，ほぼ

SE=2.21皿 それに近いものであった。

基底全長〔N=12) M±SD=201.47土7.99mm, なお，比較のためにイヌ C.familiaris （日本犬）の

SE=2. 31皿 頭骨基底全長の変異係数を計算すると〔小原他， 1980

頭骨全長では，タイプ標本の 179.5mm及び大英博物 の資料による），個体変異が大きいことで知られる北海

館標本（奈良県鷲家口産〕 186mmが小さく，西三河産 道犬では， M士SD=l62.50土12.53mm, C. V. =7. 71 
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。
図3 ニホ ンオオカミの頭骨上面

A 中村氏標本 B 鈴木氏標本 c 島崎氏標本 D 小塩氏標本
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図4 ニホンオオカミの頭骨上面

A 加藤氏標本 B 岩沢氏標本 c 井上氏標本 D 山口氏標本
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図8 ニホンオオカミの頭骨側面

A 加藤氏標本 B 岩沢氏標本 c 井上氏標本 D 山口氏標本



図9 ニホンオオカミの頭骨前面

A 中村氏標本 B 鈴木氏標本 c 島崎氏標本 D 小塩氏標本 E 岩沢氏標本

F 井上氏標本 G 山口氏標本
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%〈雌雄N=8〕。同じく変異の大きい甲斐犬では152.

29士14.90mm, C. V. =9. 79% （雌雄N=9）という極め

て大きな値を示した。標準体型を設定して体の大きさ

に変異が少ないように見える四国犬におL、ても， 178.

70土7.47mm, C. V. =4. 18% （雌雄N=16〕となり，ニ

ホンオオカミ丹沢個体群の Cv.値の方がこれよりも

やや小さい。
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神奈川自然誌資料 (11) : 67～69, Mar. 1990 

神奈川県愛甲郡清川村に保存されている

ニホンオオカミの前肢

小原 巌

lwao 0BARA: A Fore Paw of Japanese Wolf, Canis hodoρhi lax, 

Pres巴rvedin Kiyokawa mura, Kanagawa Prefecture 

この度，神奈川県丹沢地方の民家に保存されている

ユホンオオカミ Ca四ishod-ophilax TEMMINCK, 1839の

ものと思われるミイラ化した前肢を調べる機会を得

た。同様にミイラ化したニホンオオカミの後足部が青

森県の寺院に保存されていることは既に知られている

（吉行， 1989）が， 前肢の遺物はこれまで知られてお

らず，貴重な資料となるのでここに報告する。

この報告に当たり，所蔵品の調査を快諾された山田

八伍郎氏ならびに日頃調査にご協力いただいている柏

木喜重郎氏に対して感謝の意を表する。

資料の概略と同定

所在 ：神奈川県愛甲郡清川村煤が谷2553番地，山田

八伍郎氏所蔵。

来歴：捕獲地および捕獲年代についての記録は残っ

ていないが，魔除けあるいは呪いの品として古くから

山田家に伝わるものである。同家は天保年間（1830-

1844）から続くとのことであるから，この遺物もおそ

らく，江戸時代末期か明治時代初期に付近の丹沢山中

で捕狼されたものであろう。

特徴〔図 1）：手根部から切断された左前肢肢端部。

肉部の付いたミイラ化した乾燥品で，様側手線骨と尺

側手根骨から爪先までの部分。毛はほとんど認められ

ないが，パッドは，指球及び掌球ともに，ほぼ完全に

形態、を留めている。第1指には中手骨が残っている

が，その先の指骨は欠損している。

計測値（凹〉： 全長（爪を除く） 140.5，指球最大幅

43.8，指球前縁から掌球前縁36.6，指球前縁から掌球

後縁68.5，掌球長32.6，掌球幅36.2。

同定 ：この資料の全長〔爪を除く〉は140.211lIIl。国立

科学博物館所蔵のニホンオオカミ NSMT-MlOO（福

島県産雄〕の指骨先端（爪を除く〉から検側手根骨近

位端は140皿で両者の大きさはほぼ等しし、。

今泉吉典氏は「（オオカミの〕前後の指骨は長く ，

殊に第3，第4指が比較的長し、。そのため足跡は，イ

ヌでは円形に近いがオオカミでは長楕円形である」と

述べている（小原， 1969）。今泉他（1983）も， イヌ

とオオカミの足跡の形は異なり識別できると述べてい

る。また，平岩（1981）も「足跡が狼では長さ 5に対

して幅3.5で細長く， イヌでは長さ 5に対して幅が4

で幅が広L、」と述べている。

今回調査した資料の手挙部を粘土板上に圧して型を

取ったところ，長さ〔爪を除く〕 58.0rnm，幅35.0rnmで，

長さを5とすると， 幅は3となった （図2）。乾燥品

による型と自然の足跡を一概に比較できないが，平岩

(1981〕によって示されたオオカミの比率よりもさら

に細長い。 familiaris,lupusおよび hodoρhilaxなど

の手掌部および指の長さについては今後検討を要する

左ころであるが， familiarisの1例シパイヌ♀2歳

（図3〕と比較すると， 本資料は明らかに手掌部と指

のなす形が細長い。このような点で，この資料はニホ

ンオオカミ Canishodophilax TEMMINCK, 1839のもの

と思われる。

文献

平岩米吉， 1981. 狼ーその生態と歴史ー． 動物文学

会，東京

今泉吉典 ・大石 勇 ・正田陽一 ・塩屋賢一，1983.

このふしぎな動物ーイヌー．教育社，東京

小原秀雄， 1969.日本野生動物記（3）オオカミその 2.

自然， 24(12): 80-86. 

吉行瑞子，1989. ニホンオオカミを鑑定する／後足の

巡物から， どうぶつと動物園，41:362. 

（国立科学博物館教育部〉
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図1 ミイラ化したニホンオオカミの左前肢

A 上面， B 下面， c 外側面， D内側面
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←-----1 lcm 

図2 ニホンオオカミのミイラ化した前肢によっ 図3 イヌ〔、ンパイヌ♀ 2歳〉の左前肢

てできた足型
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神奈川自然誌資料 (11) : 71～74, Mar. 1990 

藤沢市で発見されたハクビシンのねぐらについて

松本丈人・浜口哲一

Taketa MATSUMOTO & Tetuichi HAMAGUCHI : Notes on a Roost of Masked 

Palm Civet (Paguma larvata) Found in Fujisawa City 

はじめに る。また北西斜面は小面積のサワラ林になっており，

ハタビシソは近年急速に神奈川県内で分布を広げて その林床は下刈りをしていないので， Fブノキ，ケヤ

いる中形の晴乳類である。県内の記録をとりまとめた キ，ヒサカキ，イヌビワ，アズマネザサなどが混生し

中村他（1989）は，日本のハクピシンを帰化種と判断 ている（図1）。

し，神奈川県では現在増加期にあると推定しているo 社の建物は関口 3間，奥行き 2間，高さ 3間半の拝

同論文によると，相模川下流域では平塚市が分布の東 殿と，閉口 2問，奥行き 2間の本殿からなり，ねぐら

限であるとされていたが，その後藤沢市，鎌倉市でも が見つかったのは拝殿の屋根裏であった（図2）。

本種の生息が確認され（中村， 1990〕，本種の分布は ねぐらの状況

相談川以東の地域にも広がってきている。 観察のため拝殿の天井裏に入ったところ，全体の約

筆者らは，藤沢市大庭においてハクピシンが生息し 3分の lの面積に中形楠乳類の糞がうず高く積もって

ているという情報を入手し， そのねぐらを観察するこ

とができた。新しい分布地として，また生態に関する

若干の知見について報告したし、。この報告を行うにあ

たっては，生息の情報を提供し，現地を案内して下さ

った端山清氏，藤沢市みどり課の青木保氏，また調査

に同行して下さった大屋親雄氏，枕真史氏，糞の分析

を手伝って頂いた青木雄司氏，小菅敏裕氏，またハク

ビシンの分布や生態について御指導下さった神奈川県

立博物館の中村一恵氏に感謝したL、。

生息地の 環境

ハクビシンが生息しているこ とが明らかになったの

は，藤沢市大庭の芙蓉カントリ ークラブに囲まれた神

明社の社殿である。 1989年5月に氏子の端山清氏ら

が，天井裏から獣の尿がしみているのに気づき，屋根

裏に通じる穴をふさいで，藤沢市のみどり課に通報し

た。筆者らはその情報を得て， 1989年6月26日に現地

を調査し，ハクビシンがこの社をねぐらに使用してい

たことを確認した。

ネ＂＇明社は大庭部落の鎮守社で，カントリークラブ開

設時に地域の信仰の対象として現状のまま保存され

た。社は標高62mの小高い丘の上にあり，かつては境

内に9本のクロマツの大木がそびえ，遠くからもよく

目立ったとしづ。現在は周辺をコツレフ場に閉まれた島

状の小さな緑地として残っており，社の周囲はサク

ラ， ツバキなどの植栽された明るい樹林になってい

シパ（ゴルフ場）

皿 四四 クロマツ林（サクラなどの広葉樹を混植）

臨むクラ・ヒサカキ・ツバキなどの植樹

髄璽スギ ・サワ ラ植林（タブノキ・ケヤキ・

イヌピワ ・ヒサカキ ・アズマネザサ

などが混生）

図1 生息地付近の環境
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図2 神明社の社殿

図4 ヤブツパキにつけられた爪痕

4 

3 • •:• 
図6 検出された種子

図3 屋根裏のため糞

一一司明

図5 糞（中央上は十円玉〉

5 
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l：カキノキ 2：エノ キ 3：ムクノ キ 4：ミカン属 5：サク ラ属

6：ヶンポナシ 7：アケビ属



表 1 ハクピシンの糞から検出された内容物 (1989.6 藤沢市大庭）

種名 検出部位 量

．植物

被子植物 エノキ Celtis sinensis 種子 ＋＋＋ 

イヌビワ Ficus erecta 種子 ＋＋＋ 

アケビ属 Akebia sp. 種子 ＋＋＋ 

ヒサカキ Eurya japonica 種子 ＋＋＋ 

カキノキ Diospyros kaki 種子 ＋＋ 

ムクノキ Aphananthe aspera 種子 ＋＋ 

ケンポナシ Hovenia dulcis 種子 ＋＋ 

キウイフルーツ Actinidia chinensis 種子 ＋＋ 

ササ類 Bambusaceae sp. 葉（注） ＋＋ 

イネ科 Poac巴aesp. 葉 ＋＋ 

ミズキ Cornus controversa 種子 ＋ 

サクラ属 Prunus sp. 種子 ＋ 

ミカン属 Citrus sp. 果皮、種子 ＋ 

ケヤキ Zelkova serrata 葉 ＋ 

裸子植物 クロマツ Pinus thunbergii 葉（注） ＋＋ 

スギ Crypomeria japonica 葉 ＋ 

サワラ Chamaecyparis pisifera 葉 ＋ 

．動物
見虫類 アオオサムシ Carabus insulicola 上題、脚他 ＋＋＋ 

オオヒラタシテ3ムシ Eusilpha japonica 上麹、前胸 ＋＋ 

大形ゴミムシ類 Carabidae sp. 上麹 ＋＋ 

マイマイカブリ Damaster blaptoides 頭部 ＋ 

クロへリアトキリゴミムシ Parena nigrolineata 上麹 ＋ 

コクロコガネ Holotrichia picea 上題 ＋ 

マメコガネ Popillia japonica 上麹 ＋ 

ドウガネブイフーイ Anomala cuprea 上麹 ＋ 

クワガタ類 Lucan i dae sp. 上麹 ＋ 

シロスジカミキリ Ba tocera 1ineo1 a ta 脚 ＋ 

ウパタマムシ Chalcophora japonica 前脚 ＋ 

マルカメムシ Coptosoma punctissimum 腹部 ＋ 

ハラビロカマキリ Hierodula patellifeara 卵塊 ＋ 

カマキリ類 Mant idae sp. 前脚 ＋ 

コオロギ類 Gryl 1 idae sp. 題 ＋ 

ガ類 Lepidoptera sp. 幼虫の皮 ＋ 

甲殻類 サワガニ Geothelphusa dehaai 脚、甲他 ＋＋＋ 

軟体動物 ミスジマイマイ Euhadra peliomphala 土ル又凡 ＋＋ 

ヒダリマキマイマイ Euhadra quaesita 圭"Ji;又凡 ＋ 

鳥類 不明 羽、骨 ＋＋ 

．人工物

タバコフィルター ＋ 

ビニール片 ＋＋ 

注：ササ類とクロマツの葉は2-5cmの長さに噛み切られている。
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いた（図3）。糞の全体の量は計測していないが，厚

さがIOcm以上に達している所があり，かなり長期にわ

たって使用されていたねぐらではなL、かと考えられ

た。糞は直径約2cm，長さ 5～sc市程度の大きさで，

形状と大きさはタヌキのものとよく似ている。 しか

し，タヌキではこうした屋根裏にため糞をすることは

まず考えられないこと，糞の中からハクビシンと推定

される獣毛が検出されたこと，社の周囲の木の幹に5

本指の爪痕が多数認められた（図4）ことでハタビシ

ンのねく、らと判断した。

ねぐらへの出入りには， ひさしの下のはめ板のずれ

た穴4ヶ所を利用したものらしく，内 1ヶ所の穴は20

cm×25Cmの大きさだった。社の近くの樹木の幹には爪

痕が見られ，建物に登る足場にしていたと思われる木

もあった。

最初の発見後，社殿の保守を考えて，いったん出入

口はふさかれたが，端山氏らのご好意で現在は再び出

入りができる状態になっている。しかし 1989年12月

に観察したところでは，その後使用されているようす

は認められなかった。

糞から検出された内容物

発見された糞〔図5）の一部を持ち帰り，水で洗っ

て図形の内容物を検出したよ量的な調査などは，まだ

行っていないが，とりあえず同定できた生物等をリス

トアップし，ハクピシンの食性を知るー資料として紹

介したい（表1）。なお， この他に未同定の資料が残

されているが， それについては稿を改めて発表した

L、。

内容物で量的に多かったのは，植物の種子である

（図6）。特にイヌビワ，アケビ属，カキノキ，ムクノ

キ，ケンポナ、ン，キウイフノレーツ， ミカン属など，甘

味のある液果が大きな割合を占めているところにハク

ビシンの食性の傾向がよく現れていると考えられる。

静岡県で本種の宵内容物の調査を行ったTORI!(1986〕

によると，果実が全体重量の75%を占め，ビワ，ヴン

シュウミカン，ヤマグワが優占していたという。ハク

ピシンは植物食，さらに言えば果物食の崎乳類という

ことヵ：て‘きるTごろう。

また，ムクノキでは種子が2つに割られているもの

が多数発見された。筆者らは当初，ハクビシンが種子

を割って食べることがあるものと解釈していたが，糞

中の種子をネズミ類が二次的に食料として利用する可

能性もあることに思L、し、たった。種子の外商が黒ずん

でし、るのに，割られた内面が新鮮な色に近いこともこ
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の考えを支持しているように思われる。問題の種子が

糞の中から出たものか，糞の間にあったのかが決め手

になるが，観察が不十分であり今後の課題としたい。

また，糞の間にかなり多くのイチョウの内種皮〔ギ

ンナン〉が発見され，その大部分は二つに割られた状

態で中が食べられていた。これについても，ハクピシ

ンによるものが， 二次的にネズミ類が食べたものか，

初めからネズミ類が貯食したものか， 今後の観察課題

としたし、。なお， イチョウの場合は確実に糞中から検

出した事例がなかったので，表には加えなかった。

植物では他に，少数ながらクロマツ，ササ類などの

葉が認められた。これらは，噛み切って長さが一定に

そろっており，餌として食べられたものと思われる。

昆虫ではアオオサムシが圧倒的に多数を占めてい

た。他に比較的多かったオオヒラタシデムシ，大形ゴ

ミムシ類も地上性の昆虫であり，地上を歩きながら昆

虫を捕らえる姿が想像される。他の動物では，サワガ

ニ， ミスジマイマイが多く検出された。種類の同定は

できなかったが，鳥類の羽毛も発見され，ハクビシン

の食性は多岐にわたっていることが明らかになった。

今後の課題

ToRIJ (1986）も述べているように，ハクビシンの分

布変化やその由来については多くの報文があるが，そ

の生態についての知見は十分蓄積されているとはいえ

ない。今回報告したように，糞分析，特にため糞の調

査は食性の解明に大きな情報源となると思われる。今

後さらに詳しい調査を試み，食性の量的な把撮，餌の

供給源による行動圏の推定，餌の季節変化などについ

て明らかにしていきたし、。また，他の場所でも同じよ

うなため糞が見つかれば地域的な比較が興味深いと思

われるので，情報の提供をお願いしたい。
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神奈川県におけるハクビシンの生息状況（補遺〉

中村一恵

Kazue NAKAMURA: Additional Occurrence Records of Masked Palm 

Civet (Paguma larv'ata) from Kanagawa Prefecture 

神奈川県においてハクピシンの生息、が確認されたの められた（図2）。

は1958年西丹沢における記録が最初である。発見後20 以上のうち，藤沢市および横浜市における記録はい

年ほど経過した1980年頃から各地でハクビシンの存在 ずれも横浜市野毛山動物園が保護受けしたものであ

が目立つようになり， 1985年頃までには相模川以西の る。これらの記録は，1989年10月29日付読売新聞横浜

県西部のほぼ全域に分布を拡大させたと考えられる 版と湖南）仮に報道された。その際，読者からのハクビ

（中村 ・ほか， 1989〕。最近になって相模川以東の藤沢 シンの情報提供を呼びかけたところ， 17件の情報が筆

市および鎌倉市からハクビシンの生息および繁殖に相 者に寄せられた。第3例の鎌倉の記録はそのうちの 1

当する記録が得られ，さらには横浜市からも記録され つである。17件の内容は，横浜市7件， 藤沢市H牛，

Tこ。これらの記録を前報（本誌10号〕の補選ーとして報 厚木市2件， 川崎市，鎌倉市，相模原市，小田原市各

告し，あわせて相模川以東へ進出したハクピシンの由 1件であった。ハクビシンと考えられた情報は17件の

来について考察する。 うち7件であり，残り10件は明らかにタヌキであった

野毛山動物園の大坂堂氏は藤沢 ・横浜からの記録を か，もしくは両者の区別のつかないものであった。ハ

ご教示下さり，藤沢の桜木を調査する機会を与えて下 グビγンのものと考えられた7件のうち，厚木市2

さった。茅ヶ崎市文化資料館の平野文明氏からは茅ヶ 件，相模原市，小田原市各1件の計4件の情報はほぼ

崎市におけるハタビシンの生息状況についてご教示い 間違いなくハクビシンのものであった。これらの場所

ただいた。鎌倉市在住の土屋千代子さんは得難いハグ はすでにハクビシンが進出している地域である。残り

ビシγの生態写真を提供下さった。本文に入る前にこ 3件のうち，確実にハクビシンのものであったのは前

れらの方々すべてに対し衷心より御礼申し上げる。 記した鎌倉市からの1件のみであった。

静岡の例では，親の留守の聞に木のウロから捕獲さ

横浜・藤沢・鎌倉からの記録について れた幼獣の体重は約30Qgrであり，生後約1ヵ月と推

第1例 ：1989年5月17日。横浜市旭区若葉台113 1 定されている〔TORll& MIYAKE, 1986）ということで

若葉台東中学校のグラウンド内に現われた雄成獣が， あるから，藤沢で拾得されたものも，体重から推定し

同校の教師と生徒によって捕らえられた。 てほぼそれ位の年令であったと思われ，まだ親の保護

第2例： 1986年10月22日。藤沢市大庭台谷戸稲荷。 を受けていたのであろう。鎌倉のものも写真から判断

タプの木の下に落ちていた雄幼獣が神奈川ニュースデ して明らかに幼獣である。横浜につい丈は明らか宅、は

ィレクター細身吉夫氏によって拾得された。 死後5～ ないが，藤沢および鎌倉の一部ではハクピシンは繁殖

6日経過と推定された。頭胴長227TIUll。尾長168TIUll。体 しているものと考えられる。

重349gr（図1）。

第3例 ：1989年10月29日夜， 鎌倉市植木19-1におい 相模川以東におけるハクビシンの分布について

て2頭が土屋千恵子さんによって目撃 ・撮影された。 1980年以後の神奈川および隣接する東京におけるハ

2頭と も幼獣で，人をあま り恐れる様子はなく，足元 グビシンの発見位置を図3に示す。

まで寄ってきたという。そのうちの1頭がカメラに収 東京においてハグピシンの生息が確認されたのは
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図1 藤沢市で拾得されたハクビシン幼獣 （筆者撮影〉

は19件で圧倒的に多く，それも最近2年聞に急噌し，

報告例は15例にもなったとし、う。 東京では1980年以降

ハクビシンの急激な分布拡大があったようであり，現

在までに檎原村のほか，奥多摩町，西多摩郡五日市

町， 青悔市，八王子市，町田市，東久留米市から記録

され， 分布は4市2町1村に及んでいる。八王子市で

は1984年9月野猿1Jitで，町田市では同じく 1984年5月

成瀬で記録された。いずれも交通事故死例である。

金井の 記録を整理する と，檎原村 （1975）， 高尾

(1980），八王子市（1984）， 町田市 〔1984）方面へと，

ほほ．年代II聞に酋から東へと移っているから， 東京のハ

グビシンは多摩川水系にそって西部域から東部へ進出

していったと推定できる。

神奈川県北西部においても， 1985年3月には相模原

市田名でも発見され，88年までにはさらにこれらの地

域より南に位怪する地域でハグビシンが記録された。

相模原市相武台，座間市座間公園などからの記録がそ

れである（中村 ・ほか， 1989〕。横浜市旭区からの 1

図2 鎌倉市で観察されたハグビシン幼獣（土屋 例は， 1984年発見の町田市成瀬に近い位置にあるか

千恵子氏撮影〉 ら， 東京からの進入も考えられる。

一方，南部域ではどうかというと，平塚市からの最

1975年の西多摩郡檎原村からであり，金井（1985; 初の記録は1982年，大磯町から最初の記録は1985年で

1988）によると，ここでの生息の報告を受けた後の5 あり，いずれもそれらの地域の西部域から得られてい

年聞はまったく情報がなかったが，1980年1月に高尾 る（中村 ・ほか，1989）。大磯町では1989年現在全町

山麓で姿を見たという話があってからの7年間に生息 的な分布の広がりが認められている（中山・枕，1989）。

確認の情報は39件に達した。中でも最近の2年間はす 図3に示されたよう に現在の分布は相模川下流西岸域

さまじく， 20件の報告が集まった。高尾山からの報告 まで達している。
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図3 神奈川県における1989年現在のハクピシンの分布（中村・ほか， 1989に追加〉ー

1：高尾山 2：八王子市野猿峠 3：町田市成瀬（以上， 金井， 1985;1988による） 4：城山町

川尻 5：相模原市田名 6：相模原市古山 7：相模原市相武台 8：座間市座間公園 9：横浜

市旭区若葉台 10：藤沢市大庭 11：鎌倉市植木

今回の藤沢市および鎌倉市の分布記録は，相模川以

東域の分布域との間にある空白地帯を挟んで、のもので

あり，図3の分布図を見る限りでは，藤沢 ・鎌倉個体

群はむしろ相模川以西の平爆市や大磯町のもと関係が

深そうに思える。単純に地理的な位置関係から 言え

ば，ハクピシ‘ノは相模川下流域を越えて藤沢方面に進

出したことになろう。しかしながら，相模川下流域に

おいて平塚市と接する茅ヶ崎市からはし、まだ生息とい

う情報はなく （平野文明氏教示1989による）， ここに

も空白地帯があるようである。

今回新聞の読者から寄せられた情報に次のよ うな目

撃例があった。

藤沢市大庭船地蔵 （今回幼獣が記録された場所に近

L、〉で1987年10月26日夜10時頃，高校生相田将行君ほ

か5名が電線をったう獣を目撃したとし、う。下からラ

イトを照らすなどして脅かすと，電線上を動くが，疲

れてしまうらしく途中で眠ってしまう。さらに刺激し

たところ電線から降りて飯場の物置に隠れてしまった

ということである。同様な目撃例が相模原下潜の山口

紀義氏からも寄せられた。同所において1989年10月15

日夜7時頃，太い電線をったって竹薮に消えた｝款を見

たということである。ハクビシン同様タヌキも木に登

れるが，タヌキが電線をったうとはちょっと考えにく

い。ハクビシンの尾はタヌキに比べてはるかに長い。

電線のよ うな不安定な所の上で体のバランスをうまく

とるには尾の長い方が有利と思われるから，電線をっ

たう獣がし、るとすれば，それはタヌキではなく，ハク

ピシンであろ う。

1987年9月に実施されたア ンケート調査（野生動物

管理事務所， 1988）によると，藤沢市西部の矢崎とい

う所でハクピシンの生息が確認されたという。ただし

この報告ではいつどこで誰かが確認したというはっき

りしたデータの記載がなく，記録に狼拠が示されてい

ない。参考記録程度のものだが，上記の目撃記録を含

めてこれらを考慮に入れて推定するならば，ハクピシ

ンの藤沢市への進出は1987年頃にさかのぼれるであろ
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う。 198788年にはすでに座間付近まで南下していた えられている〈古屋， 1976）。 群れを作れば，一定の

から， 87年頃に藤沢に達していたとみても不自然では 行動域を守ってその外に出たり行動域を拡張すること

ない。 に保守的となるが，ハクビシンは群れを作らず，かっ

以上を総合して考察するならば，藤沢や鎌倉に出現 また定住性も弱く個体聞に排他性がそれほど強くない

したハクビシンは相模川下流域を越えてきたものでは などの性質をもっ。そうであればハクピシンのこう し

なく，相模川東岸沿いに県北部域より宵下してきたも た性質が分布を広げるうえで有利に働いているだろう

のであろうと考えられる。下流ほど河幅は大きくな と古屋は示唆している。

る。平塚や大磯の個体群にとって相模川下流域は直接 ハクピシンの習性を考慮しながら，もう一度分布図

的な東進の妨げになっているものと推定される。前記 を見るならば，以下のような推理が可能である。

した茅ヶ崎市での未発見がそのことを物語っているよ 第一波は，西丹沢から酒匂川水系沿いに南下して小

うに思われる。しかし今後藤沢市で広がれば当然、茅ヶ 田原に達し，その後東進して大磯丘陵に広がり，第二

崎市へも分布は波及するであろう。 波の箱根群は早川水系沿いに東進して酒匂川以西の小

総 括

田原地区に達した。北西部の第三波は，桂川に沿って

山梨側ヵ、ら東進して一部は多摩川水系に沿って東京都

現在のハクピシンの分布（図3）を見ると，大きく 西部へ進入し，一部が相撲Jll水系治L、東進して神奈川

は，早川水系， i酒匂川水系，相模川水系の3つに分け 県西部へ入った。 神奈川に入った個体群は相撲川東岸

られる。それらの分布パターンはほぼ水系に沿った様 域をさらに南下して湘南地域に達した。今回の藤沢 ・

相を示している。このこ とはハグビシンの生態に関係 鎌倉からの発見例がそれである。今後ハクピシンは横

したことであると思う。 一言で言ってしまえば，ハク 浜および川崎西部に広がるであろ うし， ごく近い将来

ピシンの主な生活場所は， 川，谷川などからあまり遠 に鎌倉から三浦半島に分布は波及するであろう。

く離れていない薮，濯木林，雑木林などである（古

屋， 1976）。 こうした場所は昼間寝ていることのでき

る休み場所として，また子育ての場所となる岩穴が多

くあって繁殖に適していると土屋は示唆している。

ハクビシンの習性を考慮に入れながら，前報 〈本誌

10号〕および今回の調査結果を総合すれば，本県への

進入は少なくとも三波にわたって行われたものと考え

られる。

既報したように，神奈川への最初の波及は静岡側か

ら西丹沢へ行なわれ，次いで箱根へ入ったと考えられ

る。前者は1950年代，後者は1960年代と推定された。

これらを進入の第一波， 第二波とそれぞれ呼ぶなら

ば，第三波は県北西部へ行われたと考えられる。おそ

らくは山梨県側からの波及である。前述したように，

東京での最初の生息確認は1975年の山梨に隣接した槍

原村からのものであり，相模湖に隣接する山梨県大月

市からも生息記録がある（飯室，・1975）ことから推定し

て，第三波はおそらく 1970年代に行われたで、あろう。

ハタピシンは季節的に生息場所を大きく移したり，

かなり広い範囲を何日もかけて動き回り，適当な穴を

見つけてはそこに泊まるという生活をしている可能性

が高L、。ふつうは単独か， せいぜい親子づれなどの

2' 3頭以内の小群で行動していると考えられる。ま

た，冬季には10数頭が1つの穴で、見つかることがある

ことから，個体問での排他性はそれほど強くないと考
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ToRII, H. & T. MIYAKE. 1986. Litter size and sex 

ratio of the masked palm civet, Pagu1叩a

ravata, in Japan. ]. Mai河m.Soc. japan., 

11(1/2) : 35 38. 

野生動物管理事務所，1988.／.＇？ピシン生息実態調査

報告書．

（神泰川県立博物館〕
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神奈川県におけるハリネズミの野生化

市川恵三・中村一恵

Keizo ICHIKA w A & Kazue NAKAMURA: A Note on the Naturalization 

of European Hedgehog in Kanagawa Prefecture 

最近神奈川県小田原市においてハリネズミの野生化 宅の竹薮の脇で成獣と思われる 2頭が尾崎輝雄氏にょ

が確認されたので報告する。ハリネズミ類は6属19種 って目撃された。

から成り，食虫目ハリネズミ科に分類される（今泉， 4. 1988年秋頃，同 435番地の畑で筆者の一人市川

1988）。今回確認された種はノ、リネズミ属（Erinaceus) の母，市川光子が死体を見つけ，すぐに壊めた。翌日

の1種であり，野生化の由来は明らかに飼育動物の逸 市川が掘りにいったが見つけることができなかった。

出によるものである。 現在横浜などの都市部でベッ ト

として販売されているのはナミハリネズミ （E.euro 

paeus）という種である（橋元，1988）ということであ

るから，小田原に生息するものも本経と思われる。

以下に発見のいきさつおよび記録について記述す

る。ここに報告するのは，筆者の一人市川が1988年7

月にハリ不ズミの存在に気づき，それ以後1989年4月

までに現地において閲き込み調査によって得られたデ

ータに基づくものである。

1989年4月に捕獲された個体は市川によ って飼育さ

れ，次いで89年7月に採集された別の個体も飼育され

た。これらについても簡単に報告する。

小田原市曽我谷津にお住まいの皆さんは聞き込み調

査に対し，また小田原動物園は記録の問］＼，、合わせに対

し快く応じてくださり， 尾崎隆氏は得難し、写真を提供

下さった。本稿をまとめるにあたりご協力下さったこ

れらの方々に衷心より御礼申し上げる。

目撃記 録

1. 1987年6月26日前後の 3日間にわたり，小田原

市曽我谷津429の尾崎隆氏宅の庭に親子3頭（うち子

供が2頭〉が毎朝8時頃現われ， 庭の物干し場付近を

歩いていた。6月26日に庭にいた親の姿が尾崎隆氏に

よって撮影された（図1-2〕。

2. 1988年7月7日，向上433番地の長谷川武宅で

長谷川武氏によって目撃された。

3. 1～2年前の秩頃，向上428番地の尾崎輝雄氏

捕獲記録

1. 1988年7月7日昼，小田原市曽我谷津443の長

谷川武氏宅で1頭捕獲され，翌8日小田原動物園へ届

けた。敷地内の一角にある 外便所を取り壊したとこ

ろ，古材の下に潜んでいた。動物園の調べで雌のハリ

ネズミと断判した。目撃記録2とは別個体である。

2. 1～2年前の夏頃，向上428番地の尾崎輝雄氏

が自宅横の畑で1頭捕獲したが，後に逃げられた。

3. 1988年7月30日，同上429番地の尾崎輝雄氏が

雄1頭を捕獲し，小田原動物園に届けた。

4. 1989年3月13日22時，向上409番地の路上で1

頭が捕獲され，翌日撮影の後小田原動物園に届けた

〔図3〕。体長約2007/Ull，体重490gr.。

5. 1989年4月10日， 向上430の市川栄次氏宅で1

頭が捕獲された。体重650gr。

6. 1989年7月1日朝8時頃曽我別所の市川善常氏

宅で1頭が捕獲された。体重。250gr，体長150問。

以上のような目撃および捕獲記録が1987年以降得ら

れたが，これらは曽我神社の南側の半径100～200mの

範囲であり，分布はかなり限定的である。しかし子づ

れの親が観察されたことから繁殖もしたと思われる。

今後この地域に定着できるのか，分布はさ らに広がる

のかどうかは明らかではない。

飼育記録について

1989年4月10日に捕獲された個体 （記録No.5）と 7
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月1日に捕獲された伺体の2頭はし、ずれも 7月28日ま

で大井高校において飼育された。

夜行性で夕方7時以降動きまわり採餌を始める。生

肉，ゆで卵の賞味，生卵等を好む。 昼間は布にもぐり

こんで寝ているが，近くで音，とくに鋭い音がすると

針を立てた。

以上の2個体はその後市川の自宅で飼育しようとし

て県立大井高校から移されたが， 7月28日夜から29日

にかけて飼育小屋の地面に穴を掘って小屋から逃亡し

てしまった。その後数日間は市川の自宅縁の下にいた

ょうである。

文献

橋元浩一，1988. ハリネズミの話．わたしたちの自然

史，（27); 15-16. 

今泉古典（肢修），1988. 世界晴乳類和名辞典．平凡

社．

（市川恵三 ：神奈川県立大井高校・中村一恵：神奈川

県立博物館〉

も
図1 尾崎隆氏宅に現われたハリネズミ 棒で突いたところ体を丸くした．
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図2 この個体は雌と思われ，このとき2頭の子供を連れていた．撮影，尾崎隆氏

図3 1989年3月13日に捕獲された個体．撮影 ；市川恵三
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小田原市酒匂川中流域における野鳥の生態的分布

沼里和幸

Kazuyuki NUMASATO: Ecological Distribution of Birds 

in Sakawa River, Kanagawa Prefecture 

はじめに

小田原市酒匂川付近の鳥類相については， 10年近く

に及ぶ調査をまとめた詳しい論文（室伏， 1984）があ

る。それによると35科 133種もの野鳥が確認されてい

るが，過去10年の問に宅地造成により水団地帯が減少

し 棲息域が狭められ，酒匂川へ移動せざるをえなく

なった種も多くいるのではないかと考察している。そ

のようなことから，野鳥が河川の環境構造をどの様に

利用しているか調べることは，鳥類相の変化と河川の

環境構造の関係を明らかにするうえで意義があると思

われる。

上に述べたような主恨のもとに， 旧勤務校に近い酒

匂川報徳、橋上流域において鳥類の生態調査を行った。

その目的は，（1）鳥類相と個体数の季節変化，（2）河川内

外の環境構造の利用状況（とくに採食の場）， (3）水田地

帯を流れる河川でのスズメの生態的分布， の3点を明

らかにすることである。これまで筆者は環境構造との

関連からスズメの生態的分布を研究してきたが（沼里

・唐沢，1979：沼里， 1985), ここで特にスズメをテ

ーマにとりあげたのは，人家が少ない本調査地内にお

いて，スズメが水団地帯 ・河川内の環境構造をどのよ

うに利用しているかを明らかにしたいと考えたからで

ある。それらの調査結果及び考察を報告する。

調査地の概観

酒匂川は神奈川県西部に位置しており，丹沢山地西

部と御殴場方面の富士山麓を水源とし，全長23回に及

んでいる。上流には人工湖である丹沢湖があり，長雨

や台風に伴う豪雨の後には大量の水が放流され， 川｜の

様子が一変してしまうことがある。アュの生息地とし

ても著名で，漁期には多くの釣人で岸辺がにぎわう。

本調査地は相模湾につづく河口から上流へ約7kmの

所にある報徳橋を基点として，そこから上流へ右岸堤

防を中心に長さ約 1km，両側 50～lOOmの範閤で、ある

（図1）。この間の川幅（両岸の堤防に挟まれている部

分〕は約250mあるが，右岸堤防からlOOm以内の区成

をおもに観察した。堤防沿いには，報徳橋近くに人家

があるが，それ以外は高校を除いておもに水田地帯で

占められている。堤防斜面には， 二宮尊徳が植えたと

いうクロマツが，等間隔ではないが，並木状に何本も

生育しており， ツノレ縞物や低木でしげみを形成してい

る所もある。それ以外には，ススキやチガヤの草地状

の所も多し、。堤防斜面には林を形成している所はな

い。河川内の岸辺はコンクリー トでしっかり固められ

ており，土岸はなし、。中洲はかなり広く，調査期間中

に限っては大きなものが2つあり，最大で長さ約750

m，幅約 100mのものが見られた。中洲の岸辺は，夏

にはたくさんの水生植物でおおわれるが，中央部は砂

質で，あまり植物は生育していなかった。調査期間中

に大雨のため，丹沢湖の水が放流され，中洲がほとん

ど川の水に隠れてしまうことが2度ほどあった。ま

た，調査期間中の2回の各冬期に， 川の流れを変えて

右岸にコンクリートプロックを埋める工事が行われ

た。そのため，観察される野鳥にも若干の影響があっ

たと思われる。

調査方法

原則として，毎月 2回，午前6時15分から午前8時

の聞に調査を行った。期間は1984年6月から1986年5

月までの約2年間である。観察日数は合計・42日，1日

の平均観察時聞は1時間16分であった。観察器具とし

て双眼鏡（8×30）と25倍の単限望遠鏡を用いた。調

査は線センサス法により行った。見晴らしのよい堤防

の道を歩きながら，上空を通過したものも含め，種
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表1. 観察された鳥類〔分類体系と種名は，日本鳥学会， 1974によった〕

カイツフリF斗
カイツフーリ Podicepsγuficollis 

サギ科

ゴイサギ Nヲcticoγax抗ycticoγax

ササゴイ Butorides striatus 

アマサギ Bubulcus ibis 

ダイサギ Egγetta alba 

コサギ E. garzetta 

アオサギ Ardea cinerea 

ガンカモ科

マガモ Anasρlatyrhynchos 
カノレガモ A. poeciloγhy托cha

コガモ A. crecca 

ヒドリガモ A.ρenelope ※ 1 
オナガガモ A. acnta 

タ カ科

トビ Milvus migrans 

ハヤブサ科

チョウゲンボウ Falco tinnunculus 

キジ科

コジュケイ Ba叩busicolathoγ・acica 

キジ Phasianus colchicus 

クイナ科

ハン Gallinula chloropus 

チドリ科

コチドリ Charqdrius dubzus 

イカノレチドリ c.ρ！acid us 
シロチドリ C. alexandγinus 

メダイチドリ C. mongolus ※ 2 

ムナグロ Pluvialis dominica 

タゲリ Vanellus vanellus 

シギ科

キョウジョシギ Aγ側 ariainterpγes 

ハマシギ Cal idγis alpi耳立

アオアシシギ Tringa nebularia 

タカブシギ？ T. glaγeola 

キアシシギ T. bγevゆes

イソシギ T. hypo!eucos 

タシギ Gallinago gallinago 

ツノミメチドリF二十
ツパメチドリ G!areola malaivarum ※ 3 

カモメ科

ユリカモメ Laγusγidibundus 

セグロカモメ L. argentatus 

ウミネコ L. crassirostris ※ 4 

アジサシ Sterna hirundo ※ 5 

コアジサシ S. albifrons 

注1.1985年12月20日に観察
2. 1984年4月21日， 1984年9月12日に観察

3 1984年8月9日（幼鳥〕， 1984年9月12日に観察

4. 1984年6月23日に観察
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ハト科

キシバト

ドノミト

アマツバメ科

Stγeptope!ia oγie抗talis

Columba livza var. domestica 

ヒメアマツノ〈メ Apus a/finis 

カワセミ手斗

カワセミ

ヒノくリ科

ヒノミリ

ツバメ科

ツノζメ

コシアカツノミメ

イワツノミメ

セキレイ手ヰ

キセキレイ

ハクセキレイ

セグロセキレイ

ピンズイ

タヒノミリ

ヒヨドリ科

ヒヨドリ

モズ科

モズ

ヒタキ科

ジョウビタキ

ノビタキ

イソヒヨドリ

ツ！fミ

ウグイス

オオヨシキリ

セッカ

シジュウカラ干斗

シジュウカラ

ホオジロ科

ホオジロ

カシラタゃカ

アオジ

アトリ科

アトリ

カワラヒワ

、ンメ

ハタオリドリ手斗

スズメ

ムクドリ科

ムクドリ

カラス科

Alcedo atthis 

Alauda ar悦 nsis

Hirundo rustica 

H. daurica 

Delichon urbica ※ 6 

Motacilla cznerea 

M.σIba 

M. grandis 

Anthus hodgsoni 

A. spinoletta 

Hypsipetes amaurotis 

Lanius bucephalus 

Phoenicurus auroreus 

Saxicola torquata ※ 7 
Monticola solitarius ※ 8 
Turdus naumanni 

Cettia diρhone 
Acrocephalus arundinaceus 

Cisticola juncidis 

Pa：γ叫smajoγ 

Emberiza cioides 

E. rustica 

E. spodocephala 

Fringilla montifringilla 

Carduelis sinica 

Coccothraustes coccothraustes 

Passeγmanta乱us

Stur制~s. εi別γαceus

オナガ Cyanopzca cyana 

ハシボソガラス Corvus corone 

5. 1984年5月28日， 6月4'5' 6日に観察

6. 1985年6月13日に観察

7. 1986年4月26日に観察

8. 1985年4月5日， 1986年9月12臼に観察



除くと84穏となり，本調査結果の69種より多かった。

ヨシゴイ，チュウサギ，ハヤブサ，ウズラ，グイナ，

ヒクイナ，オオバン， Fマシギ， トウネン，コミミズ

ク，ハリオアマツバメ，アマツバメ，オオジュリン，

ハシブトガラスの14種が，今回の調査では確認できな

かったものである。同じ酒匂川ではあるが，調査面

積，調査方法が異なること，及び野鳥の識別能力の差

を考え合わせると，本調査の観察種数が以前よりも減

少気味なのかどうかは，はっきりはわからない。今後

の継続課題としたい。

センサス結果を基にして，野鳥の季節的な出現状況

を沼里・ 唐沢〔1979）， 沼里（1985）を参考にしなが

ら，出現月数（年間あたり〉と出現率（〔出現日数／

総観察日数］× 100%〕とから，表2のよ うに8タイ

フ。に整理した。 1年中ほぼ確実に観察される種（留鳥

[R］と した〉が11種，春から夏に必ず観察される種

（夏鳥［SJとした〉が4種，秋から冬に必ず観察さ

図1. 調査コース れる種（冬鳥〔W］とした〕が9種で，合計・24種が，

0スタート地点，・終了地点，←ー コースを表す 木調査地の主要種と言えるであろう。なお，留鳥であ

ると思われるが，出現月数（M<9〕や出現率〔25.0

名，個体数，行動，観察された場所の状況，観察され 壬F<70. 0）が，若干低いもの（〔Rつとした） 7種

た場所の位置（5万分の 1の地図を拡大コピーしたも も含めると，主要種は31種となる。前に述べた区分に

のに記入〕を記録した。 基づき，月別観察種数の季節変化を図21こ表した。冬

なお， 1984年6月～7月，多数のコアジサシが調査 鳥［W］の種数が夏鳥［SJより多いこともあり，冬

地内を上下流に何度も飛び，個体数の記録に困った。 期の方が夏期（とくに6, 7月〕より観察種数が多い

そこで大まかな個体数を確認するために，①上流に移 傾向が見られる。また，秋や春も，旅烏 〔T］が来た

動する個体のみを数える。②中世Hの繁殖地で一斉に飛 り，冬鳥〔W］と夏鳥［SJの変わり目 ということで

び立ったときの最大観察羽数を数えるの 2方法で行 両方が見られたりするため，観察種数が多L、。夏に少

い，結果と考察には②を用いた。よって，実際の個体 なく，秋 ・冬 ・春にかけ観察種数が多いという傾向

数はもう少し多いことが予想される。 は，室伏（1984）の結果と一致する。

他に，毎月 2回，土曜日の午後に，本調査コースと 留鳥 CR］と夏鳥［SJの合計15種のうち， 繁殖を

同じ所で行った，大井高校自然科学部の野鳥調査デー 確認できた（巣 ・卵の発見，ヒナ ・幼鳥め発見，給餌

タ（1987〕も参考にした。 の観察より判断〉ものは，イカノレチドリ，セグロセキ

レイ，スズメ，ハシボソガラス，コチドリ，シロチド

結果と考察 リ，コアジサシの7種であった。観察時聞が少ないこ

l 鳥類相の季節変化について ともあるので， 実際の繁殖種数はもう少し多いことが

調査期間中に観察された種類は11日25科62種であ 予想される。コアジサシは，1984年6月中旬，調査地

り， 定期的な調査以外の記録も含めると， 11官"26科69 内の上流の2つの中洲〔砂地が多い河原〉で，2羽の

種であった（表l〕。室伏氏が観察された133種（室伏， 若鳥と 4羽のヒナも含めて，地面で休息しているもの

1984）のうち，箱根芦ノ湖を中心とする地域で繁殖す 38羽を確認した。かなり大雑把に見積もって十数番い

る種目種，生息の状態で稀または極めて稀に見られた の繁殖が考えられる。 1985年は，最大で20羽の確認に

種21種，そして本調査地内には見られない，河口近く とどまった。 1984～1985年の冬に中洲が工事のため分

の大きい干潟及び林がある所で見られる可能性の強い 断されて小さくなったこと，最上流の中洲に革本がか

種目種（カモ類，シギ類，カモメ類など〕の計49種を なり増えたこと，84年のようなたくさんのアユの遡上
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表2. 出現月数と出現率によるグループ分け

出現回数（M)I出現率例｜ 区 分 種 名

M註9 I F；三70% ｜留鳥（R) ｜コサギ，カノレカFモ，イカノレチドリ，イソシギ，キジパト，セグロセ
キレイ，カワラヒワ，スズメ，ムクドリ，ハシポソガラス， ドパト

（計11種〉

M<9 l 25~F<70 I 留鳥（R 1) Iカワセミ，ヒバリ，キセキレイ，ヒヨドリ，モズ，セッカ，ホオジ
｜ロ （計7種〉

M<  9 I F <25 ｜留鳥ではあ ｜ゴイサギ，アオサギ， トビ，コジュケイ，キジ，パン，シジュウカ
るが稀Cr)Iラ，オナガ （計8種〕

日制〉｜じ25 夏鳥 cs〕 ｜コチドリ，シロチドリ，コアジサ、ン，ツバメ （計4種〉

M<  4 （夏期〕 F <25 夏鳥ではあ｜ササゴイ，アマサギ，ヒメアマツバメ，コシアカツバメ，オオヨシ
るが稀cs)Iキリ （言，.5種〉

Mミ4（冬期） I Fミ25 冬鳥〔W) ｜マガモ， コガモ，タシギ，ユリカモメ，ハクセキレイ，タヒバリ，
iツグ ミ，カシラダカ，アオジ 〈計9種〉

M註4（冬期） I F <25 冬鳥ではあ ｜カイツブリ，ダイサギ，オナガガモ，チョウゲンボウ，タゲリ，セ
るが稀（w〕｜グロカモメ， ピンズイ，ジョウビタキ，ウグイス，アトリ，シメ
｜ （計11種〉

春～夏，秩～ IF豆30 旅鳥（T) ｜ムナグロ， キョウジョシギ， ハマシギ， アオアシシギ， タカプシ
冬に出現 ギ，キアシシギ （計6種〉

が見られなかったことなどが減少の原因と考えられ

る。また、コチドリ ・イカノレチドリ ・シロチドリ・イ

ソシギ・セグロセキレイは繁殖期に見られたが，繁殖

番い数は，多くても数番い以下と予想された。

2. 観察個体数の季節変化

留鳥18種（〔R］と 〔RI〕の両方〕のうち，比較的

観察個体数の多い，カノレガモ・ヒヨドリ・カワラヒワ

・スズメ・ ムク ドリの計5種について， 大まかではあ

るが，観察個体数の季節変化を図3に表した（ドバト

は，報徳、橋の橋脚等を1年中ねぐらと して利用してお

り，そこを飛び立っているか否かで，観察個体数に大

きな差が出るので除いた〕。

ヒヨドリ は， 10月と 4月に観察個体数が多い， 2山

型のグラフとなった。これは， 10月と 4月には， 11羽

以上の群れ （最大21羽〕で観察されることがあったた

めであり，渡りなどで移動するヒヨドリが， 調査地に

立ち寄ったものと考えられる。

カノレヵーモは，1・2丹の冬に個体数が多い1山型の

グラフとなった。越冬地として調査地内を利用するも

のが多いためと考えられる。カワラヒワも， 11月から

4月にかけて個体数が多い1山型のグラフとなった。

真冬には，群れによる河原での移動がよく観察された

ためである。

ムクドリの場合は，今回の調査ではよくわからない

グラフとなってしまったが，繁殖期には少なく，夏の
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終わりから秋・冬にかけて，急激な観察個体数の増加

が何度か見られた。これは，大きな群れの観察（最大

で200羽〉のためである。

スズメについては， ~lj項で述べる。

留鳥においては，セグロセキ レイ・ スズメ ・ハシボ

ソガラスとドパトを除いて，一般に繁殖期にかなり少

なく，秋から冬にかけての方が観察個体数が多かっ

た。留鳥11種のうち，繁殖を確認できたものは4種で

あることも考慮すると， 繁殖様式を考えたと しても，

本調査地を繁殖地としてより越冬地や採食地として利

用している種が多いと考えられる。繁殖地としての環

境条件がそろっているかどうかとしづ問題もあるか

ら，今後の継続課題となろう。

3. 河川内及び河川外の環境構造の利用状況

調査地内の環境構造を各種がどのように利用してい

るのか明らかにするために，調査地内の環境を14タイ

プに区分し（図4），それぞれの環境区分での観察回数

を繁殖期（4～9月）と非繁殖期（10月～3月〉に分け

てまとめて表したものが図5である。主要種のうち，

観察回数の多い12種についてまとめてみた。なお，飛

行中の記録のみの観察は除外した（スズメについて

は，後で述べる〕。ムクド リは年聞を通じて堤防沿い

の樹木と建物を中心に観察され，それ以外に河原や水

田での採食が観察された。非繁殖期に河原での観察が

増加した。カワラヒワも堤防沿いの樹木でよく観察さ
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図4.環境区分

れたが，建物ではあまり観察されなかった。水田や河

原での採食が観察され，ムクドリと同じく非繁殖期に

は河原でよく観察された。キジパトも年聞を通して堤

防沿いの樹木を中心によく観察された。堤防沿いの草

地や河原での採食が観察され，非繁殖期には河原での

観察が増加した。これに対して， ドパトは報徳、橋など

の人工建造物でよく見られ，堤防沿いの樹木の利用は

あまりなかった。採食は，河原 ・水田 ・畑で見られ

た。観察回数が少ないのではっきりとは言えないが，

キジパトとドバトは，調査地内においての環境利用の

仕方〈とくに堤防の樹木の利用〉が異なると考えられ

た。 以上留鳥4種について述べたが， ドバトを除い

て，堤防沿いのクロマツを中心とする樹木の利用が多

かった。樹木を休み場（または，採食場〉としそこ

から河原や水田 ・畑に出かける利用方法であると考え

られる。

河川内を中心に活動している，イカノレチドリ ・コチ

ドリ ・タシギ ・イソシギの4種について見ると，全種

とも河原での観察が多かった。河原といっても，岸辺

近くであるが，常時水をかぶっている所ではなし、。こ

。河原で採食もよくなされている。4種の中では，イ

カノレチドリがそれほど深くはないが，常時水をかぶっ

ている浅瀬でもよく観察された。それに対して，コチ

ドリは浅瀬ではあまり観察されなかったが，中洲中央

部や河川外の水田でも観察された。以上のことから，

イカノレチドリとコチドリの採食環境の利用の仕方も若

干異なると考えられた。食性などの観点から，今後明

らかにしてみたし、。また，河川外の水田 ・湿地帯の存

在とチドリ類の採食や繁殖との関連は，河川内の状況

の変化も関わってくるが，興味ある問題である。

最後に，セキレイ類3種につい，てみると， 3種とも
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河原でよく観察され，そこで採食もよくしていた。し

かし，セグロセキレイは河原でも常時水をかぶってい

るような所でよく観察された。 平野(1985）によると，

セグロセキレイとハクセキレイの繁殖環境は，多少の

重複はあるもののそれぞれ異なり，セグロセキレイは

大中河川およびその周辺，ハクセキレイはビノレ街や住

宅地に多いと述べられている。採食方法，食性の違い

も，兵なる繁殖環境をもっ一要因としてあげられてい

る。 今回の調査で＂ fi，非繁殖期においても採食環境が

若干異なると考えられた。同じ河川の水辺でも，セグ

ロセキレイは常時水をかぶっている所でも採食する

が，ハタセキレイの方は少し乾いた河原の方を中心に

採食すると考えられた。観察例数が少ないことや河原

と浅瀬の区別が大まかすぎる点などの問題もあるの

で，今後はっきりさせたし、。また，河川工事のため川

の流れを変えられてしまい，その結果，干上がった川｜

底（泥地が多しつが出現したとき，ハクセキレイは15

羽 ・5羽 ・5羽で3回（おもに3月〉，群れで採食し

ているのが観察された。このとき以外は1羽か2羽で

しか観察されていなし、。セグロセキレイでは，このよ

うなことは観察されなかった。 DAVIES,N. B. (1976) 

によると，ハクセキレイは冬期になわばりをもって採

食しているが，餌の供給量の変化によっては群れで採

食することを述べており，この観察例も同様のものと

考えられる。それから，どのようにして他の伸明が，

その採食地を知るのかという点も興味深し、。なお，タ

ヒパリはハクセキレイと似たような環境構造の利用を

していると考えられた。

以上，主要種のうち比較的観察数の多い11種の環境

構造の利用状況について述べてみた。河川の水辺をあ

まり利用しない種においては，堤防に並木のように植
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えられているクロマツ周辺の利用が比較的多かった。 を確認できるかできないかで，その月の総観察個体数

このような樹木の存在の有無が，河川周辺に生息する の大小に影響が出てくるという ことになる。この傾向

野鳥の鳥相や個体数にどのように影響するのか，今 は，千葉大学西千葉地区構内におけるスズメの観察結

後，明らかにしてみたい。 果と同じである（沼里 ・唐沢，1979）。また，観察個

体数の季節変化は，筆者が今までに調査を行ってきた

4. 調査地内のスズメの生息状況について 千葉大学西千葉地区構内（都市部の住宅地〉， 川崎市生

(1）観察個体数の季節変化 田緑地（人家が少なく， 二次林の多い公園〕，そして本

大まかではあるが，スズメの観察個体数の月別変化 調査の3っとも総観察個体数には差があるが，似たよ

を図3に示した。これでは傾向がよ〈わからないが， うな変化のパターンを示した（沼里 ・唐沢， 1979。沼

スズメの群れサイズの月別観察回数をまとめた図6と 里， 1985〕。

照らし合わせてみると，ある程度の傾向は予測でき (2) スズメの環境構造の利用状況

る。図6より， 4月～8月にかけては， I～2羽での 図5から，繁殖期は，堤防のクロマツとそのそばの

観察回数が多く ，6羽以王の観察回数が少ないことが しげみや草地 ・裸地〔堤防上の道も含む〉を中心に利

わかる。また， 9月～3月にかけては，観察回数が全 用していることがわかる。採食は堤防周辺を中心にさ

体として少ない（つまり， l～2羽での観察回数も 4 まざまな所で見られる。繁殖期の幼鳥 ・若鳥も含む11

～8月と比べて少なくなる〉が， 6羽以上（とくに11 羽以上の群れ（19例〉はおもにクロマツ周辺で見られ

羽以上〉の群れの観察回数が4～8月より多いことが た（19例中12例〕。 非繁殖期は建物での観察が多く，

わかる。つまり， 4～8月は繁殖期であることが大き 堤防沿いのクロマツ周辺の利用はかなり少なかった。

な原因と考えられるが，小さい群れサイズで多く観察 非繁殖期の11羽以上の群れは，観察回数が6固と少な

され，そのため各月の総観察個体数にはあまり影響せ いので、はっきりと言えないが，河原 ・クロマツ周辺 ・

ず，観察個体数の月別変化が似たようなグラフになっ 水回 ・堤防の道など，ある環境構造に集中して見られ

ている。しかし， 9月～3月にかけては，観察される るということはなかった。

群れサイズが大きく（最大で47羽〉，そのような群れ 調査地内でスズメが観察された場所を，観察したと

観

（図）
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・はl～4羽 Aは5～ 9羽 ⑨は10羽以上で観察きれたことを表す

図7 スズメの観察場所の分布

きの羽数とともに図7に表した。図には，観察回数の 外の水田・畑地帯の利用も調べる目的で行った調査で

多い， 1984年12月から1985年1月， 1985年5月から6 あるが，繁殖期に堤防沿いに並木状に植えられている

月をそれぞれ非繁殖期と繁殖期を表すものとして用い クロマツ周辺が，重要な採食の場であるらしいことは

た。図7より，繁殖期には1～2羽での観察回数が多 意外であった。

く，堤防沿いに広範囲で見られるが，非繁殖期には観 本調査では，住宅地や水団地帯の中を通らない調査

察回数は少ないが5羽以上の群れて、観察され，人家周 コースであるという不十分な点があったので，今後そ

辺とそれ以外の所に点状に見られることがわかる。 堤 のような点も見直しながら，スズメがどのような環境

防のクロマツ周辺での観察は少なし、。この傾向は筆者 を生活の場（とくに採食の場〉として選ぶのか，明ら

が調査した川崎市生田緑地（都市部の二次林の多い公 かにしていきたい。また，繁殖期に人家から最大で約

園〕の調査結果と似てL、る（沼里， 1985〕。繁殖期に 300m離れた所でもスズメが観察された。調査地内で

は，堤防斜面の草地，グロマツ，堤防上のアスファノレ は，調査コース起点の人家周辺と大井高校内で繁殖が

ト道でよく見られ，クロマツ周辺で昆虫のようなもの 確認されている。佐野（1979〕によると，繁殖期のス

をとったり，アスフアルト道上で幼虫を食べたり，草 ズメの採食場所は巣の近くが多いが，耕地や草地が多

地で何かをとって食べているのが多く観察された。グ い所では遠距離での採食が多いとしづ。繁殖地から具

ロマツ周辺での幼鳥への給餌も観察されている。スズ 体的にはどのぐらい離れた，どのような場所を採食場

メは繁殖期に昆虫食が多くなることが知られており 所として選ぶのか，今後もう少しはっきりさせたい。

（内田・葛・仁部， 1922），本調査地内では，堤防の

クロマツやクロマツ周辺部に見虫の採餌場所を求めて

いることが予想される。また，越冬期には，群れで堤

防周辺の草地やイネ刈りが終了した回での採食が観察

されている。この観察例と，非繁殖期にはクロマツ等

の樹冠部での観察がほとんどなくなることとは，越冬

期には種子食が多くなること〔内田・鳶・仁部， 1922)

に関係していると考えられる。スズメの河川内や河川

謝辞：この研究をまとめるにあたり，平塚市博物館

学芸員の浜口哲一氏には，貴重な助言と校閲をしてい

ただいた。ここに厚くお礼申し上げたい。

要約

神奈川県小田原市酒匂川中流域において，鳥類相と

個体数の季節変化，河川内外の環境構造の利用状況
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（とくに採食の場），そして水回地帯を流れる河川での 個体数に大きく影響した。このような観察個体数の

スズメの生態的分布を明らかにするために， 1984年6 季節変化は，筆者の今までの調査結果と同様であっ

月から1986年5月にかけて線センサス調査を行った。 た。

1.出現種は全部で11目26科69種であった。出現月数 6. スズメは，繁殖j切には堤防沿いのクロマツとその

と出現率から主要種は，留鳥18種，夏鳥4種，冬鳥 周辺を中心に利用していた。繁殖期の昆虫食をこれ

9種の合計31種であった。 らの環境に求めていると予想された。越冬期には，

2.観察種数は夏に少なく，秋・冬 ・春にかけて多か 淀防沿いのグロマツ周辺に集中して見られるという

った。 こと f;tなカミっTこ。

3. 観察個体数は，留鳥においては，セグロセキレイ

・スズメ ・ハシボソガラスとドパトを除いて， 一般

に繁殖j切にかなり少なく，秩から冬にかけて多かっ

た。本調査地を越冬地や採食1也として利用している

種が多いと考えられる。

4.主要種のうち，ムクドリ ・カワラヒワ ・キジパト

は，堤防沿いのクロマツ等の樹木を中心によく観察

された。樹木を休み場（または採食場〉とし，そこ

から河原や水田 ・畑に出かける利用方法であると考

えられる。 ドバトは，堤防沿いの樹木の利用がほと

んどなかった。

イカノレチドリは，深くはないが常時水をかぶって

いる所でもよく観察された。またコチドリは，その

ような所ではあまり観察されず，中洲中央部や水田

でも観察された。採食環境の利用の仕方が若干奥な

ると考えられた。

セグロセキレイは常時水をかぶっている所でも採

食するが，ハクセキレイの方は少し乾いた河原の方

を中心に採食していた。これは非繁殖j切の採食珠境

が若干異なるためと考えられた。

5. スズメは， 4～8月には小さい群れサイ ズで多く

観察され，そのため各月の総観察個体数にはあま り

影響せず， 2年間とも観察個体数の月別変化が類似

していた。9～3月にかけては観察される群れサイ

ズが大きく，そのような群れの確認の有無が総観察
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浦賀水道におけるべラ科魚類2種の分布記録

林 公義・田丸秀幸

Masayoshi HAYASHI & Hideyuki T AMARU . Distributional Record of 

Two Labrid Fishes from the Uraga Channel 

はじめに していたが，セジロノドグロベラのいた砂場のほうに

浦賀水道に面した千葉県館山市坂田の地先で，ベラ は移動しなかった。両種を採集した当日，同じ場所で

科魚類（Labridae〕のクロフチススキベラ Ananψses 観察されたものにはカミナリベラ・ササノハベラ・ス

melanurus Bleekerとセジロノドグロベラ Macro ズメダイ・シコラタイなどがある。

ρharyngodon negrosensis Herr巴の2種が採集された。

日本産魚類大図鑑（益田ほか編， 1984〕の解説 〔荒賀， 外部形態の特徴と測定値

1984）によれば両種は稀種で，日本沿岸における分布 セジロノドグロベラの成魚は全長120mmに達するが，

域も沖縄島以南とされている。なかでもセジロノドグ 採集された個体（国立科学博物館魚類資料 NSMT-P

ロベラは採集例が｛tjl縄県の瀬底島と黒島の2回あるに 30021）は全長33.8脚の幼魚である。荒賀 〔1984〕によ

すぎない。クロフチススキベラについては，日本産魚、 れば，沖縄県で採集されている 2個体も体長は46.0,

類大図鑑の発行後に沖縄県以北の海域での目視観察例 61. Ommの幼魚、j閉のものである。日本に分布するノドグ

があると聞いているが， 著者らの知るかぎりでは採集 ロベラ属〔Macropharyngodon〕には本種の他にノドグ

例として報告されたものはなし、。浦賀水道における両 ロベラ（M.meleagris〕，ウスパノドグロベラ（M.mo-

種の採集記録は，両種の分布域を考察する上での 1資 yeri）の2種が知られ，鰭条数や側線鱗数などはよく

料となるものなのて、本誌に報告する。 類似しているが，それぞれの体色斑紋には特徴があ

る。むしろセジロノドグロベラの幼魚の体色斑紋はー

採集経過 見するとブチススキベラ （Anampsescaeruleopuncta-

著者のひとり田丸により両種は共に1988年12月8 tus）の幼魚、と類似しているので，相模湾以南に多く分

日，千葉県館山市坂田沖の水深20～2lm付近から採集 布するブチススキベラの幼魚の目視観察は注意を要ず

された。両種が出現する前の水温は16～17°Cと低め る。体高は高く体長の32.29援で，よく側扇している。

であったが， 採集した当日は18°cに上昇していた。 3耕｛ある啓鰭車車の第1車車は微小で外観ではわかりにく

セジロノドグロベラは水深2lmて、発見し，砂場と磯 い〔図1 A，表1参照〉。

根の境目に設置された定置網固定のための土俵（直径 グロフチススキベラはセジロノドグロベラに比べる

2m内に約20個， 高さは約40C掴〉の上や周辺を遊泳じ と，沖縄や南西諸島の海域で幼・成魚が採集されてい

ていた。近くにある岩場のほうにはあまり移動しなか るようで， 成魚は全長 l20mmに達する。今回採集され

った。田丸は1988年の 1月（水混16°c〕にも同所でセ た標本は体長46.4胴の幼魚て‘あるが，体色斑紋の特徴

ジロノドグロベラ 1個体を観察しており， VT Rで記 は荒賀 （1984,Pl目197L，体長lOOmm）の記載とよく

録したのち採集し鴨川シーワーノレドに移送した。林は 一致した。日本に分布するススキベラ属〔Anampses)

VT  R映像資料を確認し，セジロノドグロベラと同定 は6種が知られ，成長や性別によって体色変化が著し

できた。 いので同定が難しし、。体色斑紋が本種とよく類似して

グロフチススキベラはやはり前種を採集した場所の いるのは同属のホクトベラ（A.meleagrides〕やブチ

近くで発見し，水深は2omて、磯根の岩場を中心に遊泳 ススキベラ（A.caeruleopunctatus）の幼魚や雌であ
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図1採集されたセジロノドグロベラとクロフチススキベラ

セジロノドグロベラ（Macropharyngodonnegrosensis) 

A 千葉県館山市坂田，NSMT-P30020，体長 27.0mm
クロフチススキベラ (Anamps巴smelanurus) 
B.千葉県館山市坂田， NSMT-P30021，体長46.4mm
c.静岡県伊東市富戸， YCM-P19976，体長 35.2mm

t 

る。体側にある白色縦列小斑や頭部の白色小斑の配列 分布域の検討

はいす．れも類似しているが，尾鰭の配色に着目するこ 荒賀（1984〕で報告されているベラ科の分布域をみ

とで区別することができる。 RANDALL(1972）は，本 ると，近年精力的に行われてきた沖縄ー南西諸島海域

種の体色斑紋がインド一太平洋産と紅海産（頭部や体 の調査に基づいて，多くの種類が日本の沿岸に生息す

側の白色斑が点列状でなく線状につながる〉との間で ることが明らかになった。そのなかでも珊瑚礁とその

異なることを指摘し，前種を A.melanurus melanu 周辺域に分布の中心があるものが多く，これらの種類

rus，後種に A.melanurus lineatusの亜種名をあた についてはその海域が繁殖の中心的な場となってい

えて区別しているo RANDALL (1972）に従えば，南日 る。一般にベラ科魚類の生活生態を考えると，ある程

本の沿岸域で採集されているクロフチススキベラはイ 度まとまりのある繁殖集団があまり広くない範囲の中

ンド一太平洋産の亜種に同定される。体長に対する体 で移動を行うタイプといえる。ススキベラ属やノドグ

高比 （27.2～29.7%）はセジロノドグロベラ（32.2%) ロベラ属の種類ば低緯度の珊瑚礁海域が主な生活水域

よりも低い （図1-B, C，表1参照〉。 であり，また繁殖もその海域が中心となっている。こ
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表 1 クロフチススキベラ（A.melanurus）と
セジロノドグロベラ（M.negrcsensis）の外部形質における測定値

種類 A. melanurus 円.negrosensis 

標本番号 NS門T-P30位1 YC門Pl9976 NS円TP30020 

採集場所 館山市坂回 伊東市富戸 館山市坂田

採集日 1988.Dec. 8 1989. 1988.Dec. 8 

背鰭条数 IX,12 IX, 12 IX, 11 

警鰭条数 ill' 12 皿，12 血，11

胸鰭条数 i十12 i + 12 j + 11 

尾鰭条数＊ 7 + 7 7十7 7 + 7 

有孔側線鱗数 26 27 28 

体長 46.4m111 35.2冊聞 27.0冊冊

体高 13.8 29.7柿 9.6 27.2 8.7 32.2 

頭長 16.8 36.2 12.0 34.1 5.6 20.7 

吻端一背鰭前基部 14.3 30.8 12.1 34.4 8.6 31.9 

吻端一胸鰭基部 14.8 31.9 11.1 31.5 9.4 34.8 

吻端一腹鰭基部 16.6 35.8 12.5 35.5 8.8 32.6 

吻端一瞥鰭前基部 25.9 55.8 19.1 54.3 14.0 51.9 

吻端虹門 24.8 53.4 18.0 51.1 13.5 50.0 

背鰭基底長 26.8 57.8 21. 7 61.6 17.2 63.7 

害鰭基底長 17.7 38.1 14.1 40.1 10.4 38.5 

胸鰭長 8.2 17. 7 6.5 18.5 5.5 20.4 

腹鰭長 6.1 13.1 4.3 12.2 5.8 21.5 

尾鰭長 9.5 20.5 6.6 18.8 6.8 25.9 

尾柄高 6.5 14.0 4.9 13.9 3.9 14.4 

吻長 4.5 26.8持率 3.4 28.3 2.8 50.0 

限径 3.2 19.4 2.7 22.5 2.3 41.1 

両限間隔 4.1 24.4 3.4 28.3 3.3 58.9 

上顎長 2.5 14.8 2.1 17.5 1.2 21.4 

＊．．．．尾鰭の分節軟条（上部＋下部）数．

林．．．各形質の体長比． 神$．．．各形質の頭長比．
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のような観点からは今回採集されたセジロノドグロベ

ラとクロフチススキベラの幼魚は採集された海域周辺

での繁殖個体とは考えにくい。相模湾や東京湾口では

10～11月にかけて南日本の海域に生息する沿岸魚類が

多く採集される例（林・伊藤， 1974，林，1979a,b，工

藤ほか， 1988；林ほか，1989；東ほか， 1989〕が報告

されている。 しかしチョ ウチョウウオ科魚類の場合と

同様に，黒潮沿岸流によって運ばれてくるが冬期の耐

視限界や選択餌料などの点ではほとんどが死滅回遊で

終わる。ベラ科のなかでも本種らはこれと同様な経緯

の分布記録種と解釈できる。

沿岸遊泳性魚類の正確な分布域の把短は大変むずか

しい。ク ロフチススキベラについては，本報以前にも

多数のダイバーの方から私信として駿河湾や相模湾で

の幼魚の観察例を連絡いただいていたが， 今回千葉県

館山市奴回（NSMT-P30021）と静岡県伊東市富戸地

先（横須賀市自然博物館魚類資料 YCM P19976）で

標本入手ができたのを機会に，採集記録場所を明確に

した。

お わリ に

本報告を作成するにあたり，機本の借用を許可くだ

さった国立科学博物館動物研究部の松浦啓一氏，クロ

フチススキベラ（YCMP19976）の写真と標本を寄贈

いただいた益田海洋プロダグションの主主回一氏に深く

感謝する。また海中観察の機会をくださった日本海洋

資源開発（SEACROP）の成田均氏にお礼申しあげ

る。
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神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類

山田和彦

Kazuhiko YAMADA: Landing Fishes on Misaki Fisheries 

Market, from Sagami Bay 

はじ め に ～I Omの岩場に，長さ数lOm，丈約lmの網を建て磯

相模湾で記録のある魚類は，江ノ島水族館（1970), 魚，サザ、エ， イセエピなどを捕る），ひらめ網（水深

神奈川県水産試験場（1979〕， 林 ・西山 （1980）などに 20m以深に，丈約2mの網を建て，主にヒラメを捕

まとめられているが，およそ 1,000種にのぼると考え る〉，深場一本釣り（水深200mli1J後からキンメダイ，

られている。相模湾より南に位置する駿河湾の 1,016 アコウダイ，アプラボウズなどを釣る〉が主なもので

種（黒田，1974）や，三重県の 848種〈片岡 ・富田， ある。これらは，漁獲深度などの点から魚類の分布生

1981）に近似する数である。これは，明治期より多く 態を知る手掛かりとなると思われるので， 出現季節と

の研究があったこともあるが，暖流 ・望書流の双方が， 共に記録した。漁獲場所及び定置網の位置を，区11に

この海域の魚類に大きな影響を及ぼしていることは確 示す。

かである。海流は，その時々によって流れを変え，そ なお，魚種名および分類は，益田ほか〔1984）に従

れにともなって出現する魚種も変化するわけである った。

が，相模湾における魚類の季節変化に関する研究は少

ない。 調査結果

本報告は，三浦半島の先端に位置する三崎魚市場に 調査期間中記録された魚類は341種であった。これ

水揚げされた魚類を，定期的に記録し，相模湾産魚類 らの漁獲場所，漁獲方法，出現月及び，成魚、であるか

の分布を調べるためのー資料とするものである。 幼魚であるかを表1にまとめた。先にも述べたが，沿

調査 方法

調査は，三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち，相

模湾で採集されたものだけを記録した。調査期聞は，

1984年 6月～1989年 6月の間で平均月 5回，合計326

回調査した。魚市場よし、う場所柄， 全ての標本を収集

することはできず，現場での同定がほとんど・である。

同定の困難なものについては，一部は標本に，その他

は写真で査定した。

魚市場に水揚げされる魚類は，作為的に集められて

いるので， 個体数は考慮していなL、。また，採集され

た時点で捨てられるものも多いと思われるので，今後

もより多くの調査を必要とする。

漁獲方法は，定置網（岸から500～l,OOOmの沖合に

設置され，表層から水深30～40mにかけてのアジ，

イワシ，雑魚などを捕る〕，磯建網 （岸近くの水深5

岸性の普通種であっても漁法や利用などの問題で年に

数回しか記録の無いものがある。たとえば，三崎魚市

場に水揚げされるサメは，沿岸性〔ネコザメ，ト ラザメ，

ドチザメなど），外洋性 （メジロザメ，ヨシキ リザメ，

シュモクザメ，アオザメなど〉 ，深海性（フトツノザ

メ，ヘラツノザメ，アイザメ，ユメザメなど〉 の3グ

ノレープに分けられる。沿岸性のドチザメは，日本各寸也

で普通に見られ， 三崎周辺でも一年を通して生息して

いると思われるが，網から外された時点で捨てられて

しまい，市場にはめったに持ち込まれなし、。また，外

洋性及び深海性のものは，漁期が限られていたり不定

期であって， 漁期以外の資料が不足し， 周年生息する

のか，ある時期に回遊するのか特定することができな

L、。

記録された魚類のうち，L、くつかの興味深い知見が

得られたので、以下に簡単に述べる。
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A 三戸定置網（水深4Om) 

B 諸磯定置網（水深4Om) 

c 毘沙門定置網（水深40 m) 

〉

＼＼ 

1 O O Om 

＼ 
図1.採集地及び周辺海威の水深

1. シロブチギンザメ： 今から約90年前に田中茂穂、が また数日後同じ海域でスケトウダラが採集されたこと

伊豆の伊東沖水深450～600mから記載して以来，固 などから，寒流性のギンザメ類の 1種ではないかと思

内で採集された記録が無し、。 1989年2月8日洲崎沖水 われる。 TANAKA(1905）によると，本種はギンザメ

深約600mから一本釣りで雌の 1個体が採集された。 より深い所から採集されるという（図2-5）。

当日本種と共に漁獲されたものは，アプラボウズ，ギ 2.ユメハダカ・キュウリエソ・サガ ミハダカ・ナメ

ス，キンメダイ，アコウダイ， Fロシピカマスがあり， ハダカ ：相模湾には，駿河湾のような底引き網やサク
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3. ウナギ：小網代湾の水深lOm前後で、漁獲され， 個

体数は少なし、。湾の奥には，小さな川が流れ込んでい

るのでここに湖上するものと思われる。

4. シャチブリ：毘沙門の定置網で漁獲された。網

の水深は約40mで、ある。小網代湾外の水深 100mから
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ラエビ漁は無く，深海魚類の資料は得にくい。上記4

種は諸磯の定置網で，イワシなどと混獲されたもので

夜間海面近くまで浮上してきたものである。以前， 岩

手県三陸町で深夜水面を泳ぐナメハダカを採集したこ

とがある（図2 7〕。
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回記録がある。なお，この標本は，現在京急油萱マリ

ンパークに展示されている〈図2-6）。

6.イソアイナメ： 三崎周辺の磯建網で漁獲された。

外形はチゴダラに似るが，歯は円錐状の強いもので，

チゴダラ属のものと比べて大きL、。また体色はチゴダ

もトラザメ，ニホンヤモリザメなどとともに得らわして

いる。

5.サケガシラ： 洲崎沖の水深約400mから一本釣り

によって漁獲された体長約2mの雌で，腹には直径数

ミリの卵をたくさん持っていた。三浦半島近海では数
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表1-3 出現魚種の採集場所および月別変化
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フウライカジキ：本種は，極めて外洋性が強く，

あまり沿岸に近づかないものであるが，珍しく岸から

約 600mの所にある定置網に入網した（図2-9）。

9. ナガコハン ：オナガザメ，イトマキェイやマカジ

キなど外洋性魚類の捕れる大楠の大形定置網では， コ

99 

8. ラが黒みがかった茶色で、腹部が黒っぽくなるのに対

し， 全身明るい茶色で腹部の色も変らない（図2 2）。

7. スケトウダラ：洲崎沖の水深約400mから一本釣

りで漁獲された。毎年漁獲されるものではなく，海流

の影響を受けているものと恩われる （図2 4）。



表 1-4. 出現魚種の採集場所および月別変化

1事集場所 j:f'.集方法出現月 幼成魚
一 一一一十一一一一一 一・一一一一
319.材シ9ピラメ 三崎周辺 ヒラメ網 12.1 成

320. ツ日D万ヲ 定置網 日 幼

321.7ミD月ラ 三崎周辺 ，， 9 幼成

322.Jソ4 II ，， 11 成

323.h'JM ，， 磯建網 2～12 II 

321J..ウマ1ラll耳 II 定限制 3～12 ，， 
325.7ミメM ノ／ II 10～10 ，， 
326.ウlliM ，， ，， 7～12 幼成
327.ソウシnl ，， ，， 7～l 1 
328.1日7リ II 1骨建網 2～12 
329.ウミJ.J.J. ／ノ ノ／ 5 

330.トラ】ク II 定置網 IJ. 

331.ヲリフヲ II ／／ 3～ 4 
3:i2.ショウ0イフヲ II ！被建網 3～l 1 
333.マフヲ ，， ，， 4～ 6 
334. t月'JJ') II II 3～12 
:J35.7MJう ／／ ／／ 4～l 1 
3:Jl).シ日リ｝りう II l.Ei官網 2～12 
3:l7 .hナ］ヲ ／／ ，， 4～11 
338.宇シ11 ／／ Fノ 12 

:339.七ンニンフヲ II ノノ 9 
310.11リ七ンf.'j ／ノ II 8 
341.マJホウ ／／ II 5～12 
31J.2. ミリ与ウIiウ4 ，， ，， 5 

* l，キンメダイのT'i内容物中に認められたもの
*2，大型のサメの休表lこ付着していたもの
l)' j采祭場所は図 l：を参照
2), 採集方法は本文tf:iの~J~3't1J1去を参照
3), 出現月は調査tt)J問中記録のあった月を示す
1), 幼成魚、は記録されたものが幼魚か月比魚かを示す

幻j
lilt 
II 

II 

，， 
，， 
，， 
II 

II 

，， 
，， 
，， 
／／ 

Y.iJ 
月比
／〆

バンザメ類の記録も数回あるが， 三崎では一本釣りで

漁獲されたサメについていた記録のみで、ある。

10. ワニゴチ：暖流系の魚類で四国以南に分布すると

される。三崎では，イネゴチをワニゴチと称するので

まぎらわしい（図3-3〕。

11. ヌマガレイ：寒流系の魚類で，三浦半島周辺には

少なし、と思われる（図 3-5）。

おわリに

本報告を作成するに当たり，発表する機会を与えて

くださり，また校閲くださった横須賀市自然博物館学

芸員の林公義氏，クロモンガラの同定をしていただい

た国立科学博物館の松浦啓一氏，三崎周辺の漁法に関

する資料を教えていただいた神奈川県水産試験場の亀

山勝氏，資料収集にご協力いただいた三崎沿岸漁業協

同組合の青木正志氏他のみなさん，並びに京念、油査τ

リンパーク飼育部の方々に深く感謝する。
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1.へラツノザメ Deania calcea 

2.イソアイナメ Latella phycis 

3. ニホンヤモリ ザメ Galeus nipponensis 

4 スケ トウダラ Theragra chalcogramma 

5. シロプチギンザメ Chimaera owstoni 
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6.サケガシラ Trac htρterus isikawae 

7.ナメハダカ Lestidium prolixum 

8. タカサゴヒメジ Parupeneus hφtacanthus 

9. フウライカジキ Tetrapturus angustirostris 
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1.ナガタチカマス Thyrsitoides marleyi 

2.シロカサゴ Setarches guentheri 

3. ワニゴチ＇ Ln-eg似iaguttata 

4. カワピシャ Histioρterus typus 

4 

5. ヌマガレイ Platichthys stellatus 

6. クロモンカゃラ Merichthys vidua 

7，センニンフグ Lagaceρhalus sceleratus 



神奈川自然、誌資料 (11) : 103～110, Mar. 1990 

葉山町芝崎周辺の沿岸魚類

萩原清司・長谷川孝一

Kiyoshi HAGIWARA & Kouichi HASEGAWA: Coastal Fishes 

in Shibazaki, Sagami Bay. 

はじめに 90分間の潜水観察を行った。

芝崎海岸は三浦半島の葉山町に位置する相模湾に面

した岩礁性の海岸て、あり，古くより海洋生物に関する

学術研究や野外教育の場と して利用されている。また

近年で、はスキューパ潜水の普及に伴い，多くのダイパ

ーがこの地を訪れ，海洋生物の生態観察や水中写真撮

影などが行なわれるようになった。著者らは，芝崎海

岸における生物観察の参考資料となるような魚類目録

を作成することを目的として浅海魚類の継続観察を行

い， 今までに56科137種を確認することができた。木

報ではこれらの種のリス トと併せて調査期間中の出現

状況から，芝崎海岸における浅海性魚類の利用形態に

ついての考察をした。

調査水域概況及び調査方法

調査は芝崎海岸西端の水深0.5～12mの水域て司行っ

た（図1〕。潮間帯部は平坦な岩盤の聞に擦や砂が堆積

しており，岩盤には石灰藻類の付着が見られる。 干減l

線下は海蝕された険しい岩礁とその下に広がる 0.1～

1. 5 m 大の転石帯が主体となり，所々に砂泥の堆積が

見られる。干潮線下の岩礁 ・転石にはカジメ ・アラメ

が繁茂して海中林を形成し，冬から春にかけてはこ

れに加えてホンダワラ類が繁る。水温は年闘を通して

12.8～28°Cの範囲で変動が晃られた。

調査方法はスキューパ潜水による目視観察を基本と

し， 補足的にスノーケリング（簡易潜水法〉も行った。

採集は原則として行なわなかったが，目視観察では同

定困難な穫に限り手網（径30cm）で採集して同定後に

放流し，また一部を標本とした。調査期聞は1987年9

月より1989年8月まで月 1回とした。 1988年及び1989

年の 1月と1989年6月については，調査日の海況が悪

く，実施できなかった。 1回の調査は著者らが約70～

結 果

1987年9月から1989年8月までの調査期間中に56科

137種の沿岸魚類が芝崎海岸で記録された。記録種は

魚類目録（表1〕に示す通りである。種の査定と学名及

び高次分類群（科〕における配列は益田ほか編（1984〕

に従い，アカオビシマハゼの学名及び和名に閉しては

明仁ほか （1989）に従った。また，調査期間中の目視

魚類の出現の季節変化は表2に示した。このなかで，

外部形態の類似するダイナンギンポとベニツケギンポ

については採集により種の確認をしたが，目視による

区別は困難であるためダイナンギンポ類として扱つ

Tこ。

考 察

表1に示した 137種の調査期間における出現状況か

ら，各種類が生活史の中で芝崎海岸をどのように利用

しているかについて考察した。東ほか（1988）および

林ほか（1979）は，岩田ほか（1979）の示したハピタ

ット利用からみたタイプ分けを用いて，沿岸魚類の生

活生態を考察している。著者らはそれを参考にして，

芝崎海岸に生息する魚類の生活型をA～Eの5型に分

類した。各魚類のタイプ分類の結果は，魚類目録の末

尾にA～Eの記号で示した。

A型：その場において全生活史をおくるタイプで，

周年定住種とも呼べるが，周年を通じて出現するだけ

ではなく，各発育段階においてもその場を利用するも

の。ただし，仔魚期に浮遊生活をするものはある程度

の分散はあるが，やがて能動的に回帰するものとして

ここに含める。

芝崎海岸におけるA型の魚類は42種が確認された。

このうちベラ科，ハゼ科，フサカサゴ科が19種を占め
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図1.調査水域周辺

ている。ほぼ毎回の調査で観察されるものと，その生 C型： B型よりその場を利用する期間がさらに短か

態 ・生活史から明らかに芝崎海岸で再生産を繰り返し くなったもの。主に稚魚期もしくは幼魚期に出現，成

ていると考えられるものもこれに含めた。 長にともない徐々に他水域へ移動してゆく。そして幼

B型：その場には早いもので仔魚より，多くは稚魚 魚期の後期にはほとんどのものが出現しなくなる。幼

期に出現する。その後成長にともない多少の出現の移 魚期においである一定期間その場に定住するもの。

出，また越冬のための移動はあるものの，多くは成魚 芝崎海岸のC型は25種確認された。沿岸性回遊魚の

になるまで滞在するが，産卵場だけを他に移すタ イ 幼魚が多く含まれ，索餌または藻場・岩礁をシェノレタ

プ。滞在時間は種により異なり，寿命が数年に及ぶも ーとして利用するために滞留していたと考えられる。

のは各年級群が混在することになる。 D型 ：その場には生活史のある一時期に出現するタ

芝崎海岸における B型は15種が確認された。しかし イプで，季節的に出現する場合が多L、。ある個体群の

この分類に関して本調査では目視観察を基本と して行 一部が来遊した場合で，各個体はここで再生産するこ

っているため，仔魚期の出現状況の把握が困難であ となく死滅すると考えられる。

り，各魚種の従来からの観察結果による知見に依存す 芝崎海岸では16穫が確認された。そのほとんどは黒

る部分が大きい。 潮の影響が強い夏の高水温期に稚魚または幼魚として
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出現するチョウチョウウオ科のニザダイ科の魚であ 氏には調査水域に関する情報を提供いただいた。厚く

る。幼魚あるいは若魚程度までの成長はみられるが， 御礼申し上げる。

冬の低水温期を迎えると死滅すると考えられる。

E型 ：偶発的または気象現象により物理的に運ばれ 文 献

たと考えられるタ イプで，本来は沖合外洋性の魚。 明 仁 ・坂本勝一，1989.シマハゼの再検討．魚類

芝崎海岸ではアジ科の沖合回遊魚であるブリとカン 学雑誌，36( 1 ) : 100 112. 

パチの2種が確認された。調査前日の悪天候や，沿岸 林公義， 1979. 横須賀市佐島，天神島 ・笠島沿岸の

流の変動による沖合海水の流入にともなって沿岸へ運 魚類CVD一魚類相の検討、と生活様式について

ばれてきたものと考えた。 一．横須賀市博館報，（25): 39-50. 

不明型 ：生活史に関する知見も調査水域で、の観察も 東禎三 ・林公義 ・長谷川孝一 ・足立行彦 ・萩原清

不十分でどの型に含めるべきか判断できなかったも 司，1988. 伊豆半島須崎，回のrrH周辺海域の
の。 魚類 日大農獣医学術研報，（46) : 175-185. 

芝崎海岸では残る36種がこれに含まれる。関連知見 岩田明久 ・酒井敬一 ・細谷誠一，1979. 横浜市沿岸域

や，出現回数がともに少なく，ここでの生活形態を推 における環境変化と魚類栢.246pp., 19pls. 

察することができないため不明として扱った。 横浜市公害対策局，公害資料．

益田 一 ・尼岡邦夫・荒賀忠一 ・上野輝禰 ・吉野哲夫

謝 辞 編， 1984.日本産魚類大図鑑〈解説）.xx+ 

本報をまとめるにあたり投稿の機会を与えていただ 448 pp. 東海大学出版会，東京．

いた神奈川県立博物館学芸員中村一恵氏，高桑正敏氏

ならびに横須賀市自然博物館学芸員林公義氏に感謝の （萩原清司：横須賀市汐見台2-19-9・長谷川孝一：

意を表する。また，葉山しおさい博物館学芸員池田等 相模湾海洋生物研究会〕
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表1.芝崎産魚類目録（1989年9月～1989年8月〉

32.オジサン Parupeneus trifasciatus 
Oハタンボ科 Pempher i dae 
3:l.ツマグロハタンポ巨盟旦己主必巴盟主
34.ミナミハタンボ P. xanthoptera 
0メジナ科 Girellidae 
35.メジナ Grella E盟主坐主主
36.クロメジナ L旦単出虫盟主主
37.オキナメジナ G.mezi na 
0 イスズミ科 Kyph回 ldae 
38.イスズミ Kyphosus I em bus 
39.テンジクイサキ K. c i nerascens 
O イサキ科 Pomadasy i dae 
40.イサキ Parapristipoma tri I ineatum 
41.コロダイ PI ectorhynchus pi ctus 

0シマイサキ科 Terapon i dae 
42.コトヒキ Terapon jarbua 

0 'Jイ科 Spar idae 
43.クロダイ Acanthopagrus shl ege I 1 

O カゴカキダイ科 Scorpid idae 

44.カゴカキダイ 旦主虫旦旦恒三三位広盆l!!?
0チョウチョウウオ科 Chaetodonti dae 
45.トゲチョウチョウウオ玉也註盟主E主盟巳E主
46.フウライチョウチョウウオ L 盟盟国盟旦S
47.チョウハン C. lunula 

48.チョウチョウウオ LA旦日並立
ω．シラコダイ ♀・巴盟.2!!.
50.ムレハタタテダイ 生旦笠担s且旦位型生5
0 キンチャクダイ科 Pomacanthidae 
51.キンチャクダイ Cl1aetodont.op I us septentr i ona Ii s C 
O イシタイf.'I lip I egna th 川町
52.イシダイ 曳担包込出2主主日担主
O ウミタ Fゴ科 Emb i o toe i dae 
53.ウミタナゴ 0 i trema temm ink 1 

54.オキタナゴ Neod i trema ransonnet 1 
O スズメダイ科 Pomacentridae 
55.スズメダイ Chromis notatus notatus 
56.マツバスズメダイ C. fumeus 

57.ソラスズメダイ fQ盟笠旦主旦主盟副主主む~
58.ナガサキスズメダイ P. na.l(asakiensis 
59.シマスズメダイ Abudefduf so rd i dus 

60.オヤピッチャ ！： .：：！.＿包五店民三
0 タカノハダイ科 Che i I odacty I i dae 
61.タカノハダイ Goni istius zゅnatus
Oベラ科 Labr i dae 
62.コプダイ Semi cossyphus ret i cu I a tus 

63.ニシキベラ エ担注笠盟主旦回虫
64.コガシラベラ L主並並竺也記旦E
65.ォハグロベラ 旦立笠笠~..！.！盆旦ι主旦
66.ササノハベラ h型坐注駐日呈必但型盟主
67.ホンソメワケベラ L坐旦当主主且並泣込担豆
68.カミナリベラ当註担~ 旦主立盟主主
69.ホンベラ 』主U三並立~包盟笠恒旦fil
70.キコウセン ι・2笠巳l.QE.1笠盟主

c 
D 

c 

D
D
D
B
？
D
 

B 

A

A
？
？
 

A 

A 

puhι

円し

B 

B 

D 

c 

B 

c 

c 

B 

c 

B 

B 

B 

B 

つ

勺

ワ

c 

c 

c 
つ

勺

‘》

0 ドチザメ科 Triakididae 
l.ドチザメ l己主恒三王立.！.！＿＿！＿主
O アカエイ科目asyatididae 

2.アカエイ E鐙辺封主主包止旦i
Oニシン科 Clupeidae 
3.マイワシ Sardi nops me I anost ictus 
Oウツボ科 Muraenidae 
4.ウツ；.K Gymnothorax k i dako 

Oアナゴ科 Co時 ridae 
5.クロアナゴ Conger japonicus 
O ゴンズイ科 Plotosidae 
6.ゴンズイ PI otosus I i nea tus 

O ダツ科 Be I on i dae 
7ダツ Strongyl ura anastomel I a 
Oヤガラ科 Fistulari idae 
8.アオヤガラ Fistularia petimba 

O ヨウジウオ科 Syngnath i dae 
9.ノコギリヨウジ Doryhamphus Japon 1 cus 

10.タツノオトシゴ Hi ppocampus corona tus 
Oチゴダラ科円oridae 
I J.チゴダラ E包包玉世旦三必陸型主主主
Oマツカサウオ科 Monocent rid i dae・ 
12.マツカサウオ monocentr is japon1ca 
Oナミノハナ科 lsonidae 
13.ナミノハナ lso flosmar1s 
0 トウゴロウイワシ科 Atherinidae 
14.ムギイワシ 主些豆己旦旦旦包盟主
15.トウゴロウイワシ属 Hypoa the r i na spp. 

0ボラ科 門ugilidae
16. ;t(ラ MugiI ceptalus cepha us 
Oカマス平Tτphyrae訂五「一一一ー
17.カマス属の一種 Sphyraena sp. 

0ハタ科 Sar ran i dae 
18.クエ Ep i nephe I us moara 
19.キンギョハナダイ Franzi a 銅山mipinnis
Oテンジクダイ科 Apogonidae 

20.ネンブツダイ E盟主旦旦竺旦斗出主主些呈
21.オオスジイシモチ 丘二坐盟主且三出L
22.コスジイシモチ A. endekat.aenia 

23. スジイシモチ ~・玉虫弘i
0ムツ科 Sc om bro pi dae 
24.ムツ主盟位盟l!!?単盟主
0 タカベ科 Labracog I oss i dae 
25 . タカベ L生旦日記竺~ argentiventr1s 
Oアジ科 Ca rang i dae 
26.ブリ Seriola quinqueradiata 

27.カンバチ S. dumeri Ii 

28.マアジ ~虫旦旦.U呈巴旦旦盟主
Oクロサギ科 Gerreidae 
29.クロサギ生江主主主盗!!i!
0 ヒメジ科円u11 idae 
30. オキナヒメジ色白~盟主主位担盟主
31.コパンヒメジ P. ind icus 
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105.ダイナンギンポ E己主笠盟主並区笠.!l
106.ベニツケギンポ D. rubrimaculata 
0ゲンゲ科 Zoarci dae 
107.カズナギ属の一種 2笠日E包主主 sp.
0 フサカサゴ科 Seo rpaen i dae 
108.メバJレ Sebas tes i nerm is 
109.ムラソイ S. pachycepha I us 
110.ヨロイメバル主・占山屋i
111.カサゴ Sebastiscusmarmoratus 

112.イソカサゴ主E旦盟笠並坐豆li主包旦μ主
113.コクチフサカサゴ主旦盟盆盟且盟主並E呈
114.オニカサゴ 三巴盟主旦迎怪!2玉江出笠主
115.サツマカサゴ .S.:Jl.込単b』孟
0ハオコゼ科 Cong i opod i dae 
116.ハオコゼ出白山主主工些日且.!!Di主
Oアイナメ科 llexagram i dae 
117.クジメ 単坐紅担盟主主型主哩些
118.アイナメ H. otaki i 

0カジカ科 Cottidae 
119.キヌカジカ 'Furcina os1mae 

120.スイ 注ι且旦工皇位旦胆盟主
121.ヒメスイ V. minutus 

122. 7ナハゼ Pseudob I enn i us巴盟主坐主
123.アサヒアナハゼ .E.,・♀且品立以旦主
124.アヤアナハゼ P. marmo ra tus 
O ウバウオ科 Gobi esoc i dae 
125.アンコウウバウオ白血坐illi.詮必玉盟民U昌
126.ミサキウバウオ L盟主出王位民主主主坐担~
O モンガラカワハギ科 Bal istidae 
127.モンガラカワハギ科の一種 Balistidae sp. 

0カワハギ科 門onacanthidae
128.カワハギ 註盟出血出且lsι江工魁主工
129.ウマヅラハギ Thamnaconus modestus 

130.アミメハギ Bl!昼主日盟主主区銀阜主
131.アオサハギ Brachaluteres ulvarum 
O ハコフグ科 Os trac i i dae 
132.ハコフグ 邑主主.i.Q!!辺監型住且呈
133.ミナミハコフグ Q,i;yhl以晶
0 フグ科 Tetraodont i dae 
134.クサフグ Tu主立些旦旦辺恒国旦豆
135.ヒガンフグ L 且紅坐ι~
13日．アカメフグ Lε出鐙E呈
137.キタマクラ 主担些広益盆E工立回主主主

表1 〔続き〉

c 

B 

c 

ロ
u
n
u
n
u
n
u
h
u

c 

c 

A 
つ

A 

A
A
A
D
 

71.イトヒキベラ Cirrhi labrus teminck11 
0ブダイ科 Seu i dae 
72.プダイ五単旦盟止呈必但旦目盛
Oツノダシ科 Zane Ii dae 
73.ツノダシ Zane I us cornu tus 
Oニザダイ科 Acanthur i dae 
74.ニザダイ f!:J.Q型店主~担盟主
75.テングハギ属の一億 Naso sp. 

76.クロハギ住担並旺旦呈坐貼也叫立!!1
77.モンツキハギ A. ol ivaceus 
78.ニジハギ A. Ii neatus 
0アイゴ科 Si gan i dae 
79 . ア イ ゴ 主坐目立包主竺竺~
O ハゼ科 Gobi idae 
80.イソハゼ Eviota abax A 

81.イチモンジハゼ 工斗旦盟五~目立主主 A 
82.クロユリハゼ Ptere leotris evides D 

83.ミサキスジハゼ丘担並但豆也旦且S ? 
84.コクチンベンケイハゼ 丘旦民盟主 sp. ? 
85.スジハゼ Acan trogob i us旦己主盟L ? 

86.クツワハゼ 注且笠恒笠旦盟包ill A 
87.ホシノハゼ I . hosh i non is A 

88.アカオビシマハゼ lrl.!k旦起且旦Ztr i gonoceoha I us ? 
89.クモハゼ坐生巡坐辺s並笠盟主 A 
90.アゴハゼ 旦主盟半世民主 doI i c hogna thus A 

91.ドロメ _f.型包盟主 ？ 
92.サヒハぜ 包笠盟主笠盟店虫旦 c 
93.キヌバリ 目立当些盟主主並並弘主主 A 

94.チ十ガラ ι・2旦叫旦旦!.JS.. A 
~！ 5 . セジロハゼ属の一億 日呈工広~ sp. A 

U6 . ミミズハゼ回記虫生国主型些註~ ? 
O トラギス科 Mug i Io id i dae 
97. コウラ イト ラギス ~主主盗塁壁坐.!l
Oヘヒギンポ科 Triplerygiidae 
98.へビギンポ Enneapteryg ius etheostomus 

99.ヒメギンポ l!:J.且並立出.Q!)並E担型旦
0コケギンポ科 Chaenopsi dae 
100 . コケギンポ主主Q£斗旦!12 且~
0イソギンポ科 Blenni idae 
10トイソギンポ Pi cti bl enni us込並区j
102.ナベカ E盟主担盟主主生盟illi.
103.ニジキiンボ 巨主笠日旦主主佐立与盟主
104.テンクロスジギンポ立笠盟主旦目立並巴担笠盟！主
O タウエガシif.'! Stichaeidae 



表2. 芝崎における目視魚類の季節変化
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I.ドチザメ

2.アカエイ
3マイワシ
4ウツボ
5ヲロアナゴ
6.ゴンズイ
7.ダツ

8.アオヤガラ
9.ノコギリヨウジ

JO.タツノオト シゴ

I I.チゴダラ
12.マツカサウオ
13.ナミノハナ
1q.ムギイワシ
15.トウゴロウイワシ属

16.ボラ

17.カマス属の一種

18.クエ
19.キンギヨハナタイ

20.ネンブツダイ

21.オオスジイシモチ

22.コスジイシモチ

23.スジイシモチ
2q.ムツ

25.タブlI¥ 
26.プリ

27.カンパチ

28.マアジ
29.クロサギ

30.オキナヒメジ
31.コバンヒメジ
32.オジサン

3:3.ツマグロハタンボ
3q.ミナミハタンボ

35.メジナ

36.クロメジナ

37.オキナメジナ

38.イスズミ
39.テンジクイサキ

40.イサキ

4 I.コロタイ
42.コトヒキ

43.クロダイ
44.カコカキタイ
45.トゲチョウチョウウオ
46.フウライチョウチョウウオ
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51.キンチャクダイ

52.イシダイ
53.ウミタナゴ

54.オキタナゴ

55.スズメダイ

56.マツバスズメダイ
57.ソラスズメダイ

58.ナガサキスズメダイ

59.シマスズメダイ

60.オヤピッチャ

61.タカノハダイ

62.コプダイ

G3.ニシキベラ

64.コガシラベラ

65.オハグロベラ
66.ササノハベラ

G7.ホンソメワケベラ

68.カミナリベラ
69.ホンベラ
70.キユウセン

71.イトヒキベラ

72.ブダイ
73.ツノダシ

74.ニザダイ

75.テングハギ属の一極

76.クロハギ

77.モンツキハギ
78.ニジハギ
79.アイゴ

80.イソハゼ

81.イチモンジハゼ
82.クロユリハゼ

83.ミサキスジハゼ

84.コクテンベンケイハゼ
85.スジハゼ

86.クツワハゼ

87.ホシノハゼ

88.アカオビシマハゼ

89.クモハゼ

90.アゴハゼ
91.ドロメ
92.サビハゼ
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神奈川自然誌資料 (10〕： 111～120,Mar. 1990 

神奈川県における河川環境の変化とミヤマシジミの消長

山内達也・原 聖樹

Tatsuya YAMAUCHI & Seiki HARA: Environmental Change of River 

and the Status of Lycaeides ar gyrognomon (Lepidoptera; 

Lycaenidae) in Kanagawa Prefecture 

ミヤマシジミ Lycaeidesargyrognomon BERGSTnA.-

SSERはシジミチョウ科に属する小形な蝶で， 14£の麹表

は光沢を手帯びた青紫色，麹表暗褐色の雌は後麹に燈色

斑列と個体によってはさらに紫色斑をも併せ持つ美麗

種である。日本では，中国 ・近畿（共に稀） ・中部 ・

関東 ・東北地方に局限的な産地が知られる。

神奈川県では， 1950年8月17日に新堀豊彦氏により

足柄上郡旧寄村宇津茂において 1個体が得られたのが

最初の記録である。続いて1957年7月29日に下目的i夫

氏により津久井郡藤野町名倉から2個体が採集され

た。その後しばらく記録は途絶えていたが， 1960年代

半ばから1970年代初頭にかけて，神奈川昆虫談話会・

相模蝶類同好会 ・京浜昆虫同好会の各会員らによって

続々と新産地が発見され，県内におけるミヤマシジミ

の分布実態が明らかにされた。

本種は県西半の酒匂川および相模川水系の河川流域

にのみ局地的に産し，その生息地はし、ずれも河川の川

原や堤防に限定されるといった，きわめて特異な分布

様相をみせている。

図l 中津川田代産ミヤマシジミ〔上， 0；下， ♀；
右，裏面． 山内採集〉

ところが，どうしたわけか， 1984年の南足柄市内山

における著者の1人山内による 1維の目撃例を最後と

して，神奈川県ではミヤマシジミの記録は途絶えてし

まった。筆者らは1982年以来，本種のかつて見らわした

すべての記録地で何度も調査してきたが，現在ではい

ずれの地でも本種を見ることはできなくなっている。

そこで，この機会に神奈川県のミヤマシジミに関す

る従来の知見を整理し， なぜ本種が本県からまぼろし

化したかについても，私見を述べてみたい。

分布

ミヤマシジミの分布は隣接地方の静岡県駿東部小山

町あるいは山梨県大月市の産地，さらに富士山麓へと

つながる。神奈川県の各産地はこれらの分布圏の延長

／ 

I 

-
－ 

＼ ., 

－、、 、、
＼ 

」ー
ー』

図2 神奈川県におけるミヤマシジミの分布
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総」二，その末端域に位置している。足柄平野 ・足柄山

地 ・丹沢山地 ・小仏山地に分布し，標高20～600mの

地に記録される。木県内の記録地を一覧すると，次の

とおりである。

一酒匂川水系一

酒匂川本流 ：富水～栢山～松田（小田原市 ・足柄上

郡開成町〉，西大井～金手 （足柄上郡大井町〉 ，日向

（足柄上郡山北町〕

中津JI!：田代～宇津茂（足柄上郡松田町〉

内 Jll：ざら瀬～内山 ・矢倉沢（南足柄市〉

皆瀬Jll：市間～高杉・ 高杉 ・八丁（山北町〉

河内Jll：山市場 ・上ノ原 ・中川温泉～特沢（同町〉

玄倉JII：玄倉（同町〉

世附JII : tlf:附 ・大又沢（同町〉

ー相模川水系

相模川木流 ：名倉（藤野町〉

中津川： 石小屋～宮ケ瀬 ・札掛 （愛甲郡清川村）

道志Jll：青山貯水池（津久井郡津久井町〕

生 態

ミヤマシジミの食餌植物はマメ科のコマツナギで，

この落葉小低木は県内全域の路傍 ・草地 ・林緑 ・山}j夏

斜面 ・鉄道沿線 ・墓地等に見られる。 しかし，ある程

度まとまった規模の群落が付近一帯に点々と広く連続

的に分布するような場ということになると，河川の堤

防や川原のほかにはあまり例がなし、。コマツナギが県

内各地で見られるにもかかわらずミヤマシジミの分布

が河川に限定されるのは，このような事情による。

次に，神奈川県におけるミ ヤマシジミの生活につい

て得られた知見を記す。

本種は5月上旬から10月下旬にかけてほぼ連続的に

見られるため正確な発生回数を把握し葉(E ~ 、が，およそ

5回位と考えられる。 成虫は花蜜を求め，コマツナギ

・ミヤコグサ ・シロツメ グサ ・アカツメグサ ・カワラ

ナデシコ ・ヒメジョオン・ツユクサ ・ウツギ等が訪花

植物として記録されている。発生地を遠く離れて飛ぶ

個体が目撃されたことはなL、。

卵は夏Wlにはコマツナギの葉哀，幹 ・校の分岐部，

幹上などに1卵ずつ産まれるが，越冬卵は産卵部位が

異り，食樹根際の幹上（く ぼみ ・突起上にも〉や幹 ・

枝分岐部のほか食樹付近のマツ ・ススキ枯葉あるいは

食樹以外の枯木などにも産付される。幼虫は食樹の花

上 ・葉上 ・校上などから見出され，花や葉を食べる。

踊は禁裏から発i見されている。天敵としては寄生パェ

が知られ，野外における寄生率はかなり高L、。

112 

図3 コマツナギ〔皆瀬川八丁．ススキ ・クズに被覆

されつつある〉

記録の整理と産地の現状

1. 富水～栢山～松田・西大井～金手 （酒匂川｜本流，

図4 1) 

1967年虫月10日，筆者の1人原はシノレピアシジミを

求めて訪れた栢山～松田の酒匂川右岸堤防 ・川原にお

いて2カ所から，はからずも本種2雄 2雌を発見し

た。そして，同年9月23日・10月15日の調査で，富水

～栢山～松田の本流右岸と西大井～金手の左岸には本

種が堤防・川原に点々と分布し場所によっては多産す

るものであることが判明した。 9月23日には，本種の

卵 ・中齢～終齢幼虫も見出された（原1967b；’68a）。

シノレピアシジミは，食草のミヤコグサが多かったにも

かかわらず，富水～栢山～松田で再発見する ことが

できなかった。シノレビアの多産した1950年代の半ばか

ら後半にかけてこの地にミヤマシジミは分布していな

かったらしく，だとすれば同地の本種はおそらく 1960

年代に入ってから酒匂川沿いに上流域から侵入してき

たものと考えられる。少なく とも， 1950年代末期～19

60年代の同地において，シルピアシジミに替ってミヤ

マシジ ミが急速に勢力を拡大してきたことは事実であ

ろう。こうした事情は原（1968a〕に詳しし、。

翌1968年には，鈴木利孝氏が富水～栢山において多

数の成虫 ・卵を観察した（鈴木，1969a，’69b；’70）。

1970年11月29日，原は渋谷誠 ・伊藤哲夫両氏と共に，

西大井～金手においてコマツナギから越冬卵〔4卵〉

を発見した 〔原 ・渋谷 ・伊藤，1971）。その後は，猪

又敏男氏によって松田における本種の生態写真が紹介

されただけで（猪又，1975), 同地での記録は途絶え

ている。1975年以後は山内が何度もこの地を訪れてい

るが，本種を再発見できなし、。

現在，富水～栢山～松田の堤防上は舗装されてサイ



図4 現在の生息環境 （1.酒匂川本流柏山， 2. 中津川田代，3.皆瀬川八丁，4.河内川山市場，

5 河内川上ノ原， 6.玄倉小菅沢， 7. 中津川札掛，s.道志川青山貯水池〉
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クリングロードと化しており，道路にされない堤上に

はススキ ・クズ・アメリカセンダングサが繁茂してい

る。堤防は3段になっており，徹底した護岸工事がな

され，コ ンク リート化した部分が多L、。栢山～松田で

は流れがコンクリー トの堤まて‘迫っているが，富水～

栢山のかつてミヤマシジミを産した所の川原はヨシ ・

ススキ群落に被覆されている。問題のコマツナギはの

り面上部の道路沿いやコンクリート壁の継目など，堤

防内側にのみ点々と群落が見られ，所によってはかな

り多い場もある。 しかし かつて本種の姿が見られた

当時を思うと，その勢力は半減している。また， 川原

にはも うコマツナギは生えていない。

以上は本流右岸の実態であるが，左岸〈西大井～金

手〉の状況もこれとほぼ同様である。ただ，コマツナ

ギは報徳橋から下流の富士見橋にかけても点々と残存

しており， ミヤマシジミの発見当時は未調査であった

が，ここにはかつて木種を産した可能性が強L、。なお，

ミヤコグサは右岸には見られず，左岸の狭い範聞に少

量が残っているだけである。

2. 日向 （酒匂川本流〉

1965年8月17日に武井敏夫氏によ って得られた1雌

が最初の記録である〔武井， 1966〕。翌1966年8月2

日には平野幸彦氏が1雌を得（平野， 1967), 続いて

1969年5月21日に武井氏が4雄3雌を採集している

（武井， 1970）。

記録は久しく途絶えていたが，1983年6月23日に山

内が諸星重明氏の案内で同地を訪れ，1雄とコマツナ

ギから終齢幼虫1頭を採集した。その後，山内は1984年

6月21日に1雄2雌を，同年7月23日に1雄をそれぞ

れ目撃しているが（以上，いずれも未発表記録），1985 

年以後にはまったく見られなくなった。本種は高瀬橋

付近の左岸堤防から川原にかけて自生するコマツナギ

群落で発生していた。

現在， 本流の流れ際は他物被覆に乏しい石疎地にな

っているが，土壌の堆積している場にはヨ シ・ススキ

・グズ等の群落が繁茂しているので， JII原にコマツナ

ギの生育できる場はなし、。この小低木は堤防上の路傍

（コング リー トのり面の上〉に残っているが，場所に

よってはススキ ・グズ ・アメリカセンダングサ等に被

覆されつつある。 食樹量からみるとぎりぎりの線でミ

ヤマシジミが残存していてもおかしくはないが，以前

に比較すればコマツナギの分布規模は狭く，その量も

いちじるしく減少している。

3. 田代～宇津茂 〔中津川，図4 2) 
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前述したように，1950年に新堀氏によって本県で最

初に発見された産地である（京浜昆虫同好会， 1956）。

その後十数年間記録は途絶えていたが， 原（1967a) 

は1966年から1967年にかけて延6回の現地調査を実施

し，いずれの調査日にも団代～宇津茂に点々と本種が

多産することを確認した。 中津川の川原 ・堤防内側の

り面に自生するコマツナギの群落地がその発生場所で

あるが，当時は河川敷の砂利採集が盛んに行われ，生

息環境の破壊が憂慮されたものである（原，1967d）。

追加記録のないまま時代は流れて1982年6月27日，

山内は岸一弘氏と共に田代で6雄3雌と，コマツナギ

より若齢～終齢幼虫23頭，帰1個を採集した。さらに

山内は同年7月4日に1雄2雌を， 8月14日に2雄2

雌をそれぞれ目撃しており，1983年7月16日にも 1雄

2雌を得たが， 1984年6月28日における1維の目撃例

を最後として（以上，いずれも未発表記録〉田代～字

津茂の本種は姿を消してしまった。

1982年8月1～2日に本州中部に上陸した台風10号

は南アノレプス野呂川林道をズタズタに破壊したことで

特に同好者聞に印象が深いが，この台風の影響で川原

は冠水し，本種の産地は食樹もろとも壊滅的な打撃を

受けた。このことが同地の本種を衰退の途に追い込ん

だ直接的な原因と思われる。それでも，1984年までは

細々と余命を保っていたがー・ー。

現在では，かつて本種の最も多く見られた川原にヨ

シ・ススキが繁茂し， 場所によってはさらにその上を

カナムグラ ・クズが被覆している。コマツナギの多か

った場にはススキ・チガヤ ・オオアプラススキ等が繁

茂している。この小低木は田代～宇津茂において堤防

上の道路沿い， 川原側にのみ点々 と残存しているが，

まとまった群落は見られず，どこもススキ ・チガヤ －

Fズ等に埋没されかかっており，その勢力は弱い。

4. ざら瀬～内山 （内Jll)

1969年6月1B，原は石川光一 ・伊藤哲夫両氏に同

行して内山の水神面橋からざら瀬まで内川においてミ

ヤマシジミの探索を実施し，多数の本種を発見した

（原 ・石川 ・伊藤， 1970）。特に，水神面橋～下回橋の

堤防にはコマツナギの群落がほぼ連続的に見られ，本

種の姿も切れ目なく見られた。本種は下回橋～尾崎橋

．ざら瀬にも分布していた。

角田（1981）は18維の被検標本に基いて南足柄産ミ

ヤマシジミに見られる色彩斑紋の変異について論述

し， 1978年10月7日に得られた標準タイプの l維を図

示した。 1980年10月9日に伊藤正宏氏が内山で1雌を



目撃した（伊藤・原・山内・落合， 1981）。山内は内

山において1983年8月27日に1維を， 1984年10月10日

に1維をそれぞれ目撃したが（し、ずれも未発表記録〉，

前述のように1984年の 1雄が本県で見られた最後のミ

ヤマシジミとなった。

現在，水事11面橋～下回橋のコマツナギは堤防上の路

傍 ・のり面に少量が点々と残っているが，チガヤ ・ス

スキ ・カナムグラ ・クズ・ヨモギ ・イタドリ・カラム

シ・アメリカセンダングサ等に埋没しかかっているも

のが多L、。下回橋～ざら瀬にコマツナギは見られな

い。ざら瀬のかつての産地では，堤防のり面～川原上

部がヨシ ・ススキ ・クズ ・アメリカセンダングサに被

覆され，野菜畑になった場所もあり，また堤上は舗装

されている。

内川の狭い川原はヨシ群務になっているケースが多

いが，所によってはススキ ・カナムグラに被覆されて

いる。いずれにせよ、川原にコマツナギの生える場は

ない。

5. 矢倉沢 ・内川合流点 （内Jll)

1968年7月23・24日， 矢倉沢・内川合流地点の川原

に本種が多産することを柏井伸夫氏が明らかにした

（柏井，1968。原文には狩川となっているが，内川の

ことと思われる）。翌 1969年6月1日には原が石川 ・

伊藤両氏と共にこの合流点付近で6維2雌を確認した

（原 ・石川 ・伊藤， 1970）。その後の記録はない。

現在， コマツナギは堤防上の路傍やのり面（石垣に

なっている場にも〕に点々と見られるが少なし、。川原

はヨシ群落に埋まり，食樹の生育できる場ではない。

なお，内川源流の足柄l峠登山口登山道の付近で武井

敏夫氏によって1969年9月19日に2雄が記録されてい

るが〔武井， 1970〕，具体的な採集地点は判然としな

い。前田橋よりも上流の内川では現在，地蔵堂付近に

少量のコマツナギが見られる程度であり， ミヤマシジ

ミのいそうな場はない。

6. 市間～高杉・高杉・ i¥T（皆瀬川， 図4-3)

1966年6月19日に農大一高生物部によって2雌が皆

瀬川から発見された。そして， 1969年から1971年にか

け7ピ同校生物部 ・神部昭夫氏らによって多数の国体が

得られている（同校生物部， 1972；，神部， 1975）。神

部氏の談によれば，本種は市間～高杉 ・高杉の皆瀬川

の川原2カ所に多産したという。

一方，武井敏夫氏は1969年7月20日に高杉において

本種を多数採集 ・目撃し，さらに八丁から1雄を発見

した（武井， 1970〕。八丁て、は山内英男氏も同年9月3

日に本種の多産を確認している（山内， 1970a）。その

後は， 1979年 1月27日に八丁付近において落合弘典氏

がコマツナギから1卵を見出しているだけで（伊藤 ・

原 ・山内 ・落合， 1981），同河川での記録は他にない。

1982年8月1～2日の台風10号（前述〉による出水

で一瞬のうちに発生地は流され，本種の生息環境が破

壊された。以後，皆瀬川でミヤマシジミの姿を見た人

はいなし、。

現在， JII原にはヨシ ・ススキ・アメリ カセンダング

サ ・クズ等がはびこり，荒れて開けた場にもコマツナ

ギは見られない。この小低木は八丁の川原上部から車

道堤へかけて小群落が残っているほか，市間橋付近 ・

市間～高杉の道路上に少数が見られる程度で昔日の面

影はなし、。また，八丁より上部には聞けた場がほとん

どなく，むろんコマツナギも見られない。

7. 山市場 （河内川， 図4 4) 

1968年8月19日，佐藤勝信氏により河内川近くの回

の畦道にコマツナギの自生する場所で1個体が採集さ

れた（佐藤， 1968）。1970年8月6～8日には，福島理

氏が棚沢キャンプ場の川原に生えた食樹のまわりで雄

雌数頭を採集 ・目撃した（福島，1970）。その後の記録

はなし、。

現在，棚沢キャンプ場のコマツナギは川原上部と堤

防 （のり面 ・路傍〕に広く分布し， 量的にも多く，食

餌植物の量からみる限りミヤマシジミが残存していな

いのが不思議にd思えるほどである。ヌド種の発見後今日

までの聞に，同地の本種にどのような変事が起こった

のか不明である。なお， 河内川左岸の崖に近いコマツ

ナギ群落はヤブガラシ ・クズの繁茂により埋没されつ

つある。

また，「山北（三保〕」において相原秀彦氏により19

65年7月25日に1♀が得られている〈相原， 1967）。

山市場の近くとも思われるが，詳しい場所は判然とし

ない。

8. 上ノ原 （河内川，図4-5)

1968年3月3日， 原は石川光一氏と共に細川橋付近

の河内川右岸堤防上に自生するコマツナギから本県で

初めての越冬卵c9 ！）仰を見出した（原・石川， 1970）。
その後の記録はなし、。

現在ではかつて越冬卵の得られた堤防は消え，ここ

にセメント工場が建設されて砂利置場と化し，ダンプ

カーが往来している。川沿いにレジャー施設 ・保養所

ができ，すぐ近くまで・丹沢湖が迫っている。同地のJll

原にはヨシ ・ススキが多く，その遊び場に生えた少量
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のコマツナギが昔日の面影を残しているにすぎなし、。 る。現在のダムサイトにはコマツナギはほとんど見ら

9. 中川温泉～響沢（河内川〉 れない。両氏は同日， 玄倉～塔ノ岳登山口で6頭を得

1968年7月26日，猪又敏男氏によって符沢山荘付近 ているが，前述の小菅沢からの記録である可能性が強

において l雌が発見され（猪又， 1969）， 翌1969年7月 L、。

?5日には柏弁伸夫氏が中川温泉～待沢で、1維を採集し なお，玄倉以北の玄倉川上流では川原に2～3カ所，

Tこ（本自井， 1970）。次いで，鈴木裕氏は同年7月28日に 少量のコマツナギが自生しているだけで， ミヤマシジ

中川温泉において 1雌を発見している（鈴木， 1969）。 ミの生息に好適な場は見当たらなし、。

また，京浜昆虫同好会の採集案内（1971）には，管沢 11.世附 （世附Jll)

集落付近の川原のコマツナギに本種が発生している旨

紹介されている。正式に報告されているのは以上のと

おりで，他に同地域での記録は知られていない。

1984年以後，山内はこれらの場所を何度も調査した

が，すでに本種は見られなかった。

現在，中川混泉から智沢へかけて河内川堤防の内側

のり商や勾配のゆるやかな川原に，点 と々コ マツナギ

が残っている。 中川温泉には特に多L、。管沢山荘付近

には見当らないが，事寺沢集落では車道コンクリー ト壁

下の川原に食樹の小群落がある。 中川｜温泉以外の地で

は，以前に比較してコマツナギは激減している。

10. 玄倉 （玄倉川，図4-6)

1966年8月26日に原が多数の成虫と コマツナギから

若干の幼虫を発見した（原，1967a）。翌1967年には6

月3日と 8月6日に，いず北の日にも岡地での多産が

確認されている（原 ・相原， 1968；，相原， 1968〕。

バス停「玄倉J付近小菅沢の，磯の多い川原に自生

するコマツナギ群落地が本種の発生地であった。当時

すでに， 川原に何台ものダンプカーが出入り して砂利

が採取され，フツレドーザーも出動して沢の流れが人為

的に変形されつつあり，生息環境の破壊が憂慮された

ものである。

山内がこの地を何度か訪れたのは1985年以後である

が，すでに本種は見られなかった。発見後何年もたた

ずして環境破壊により絶滅してしまったのであろう。

現在， かつての産地の一部は砂利の集積された工事現

場に変貌しているo丹沢湖と小菅沢の出合付近に媛堤

が築かれ，沢の左岸には林道が施設されている。わず

かながらもコマツナギが残存しているのは以前の場所

よりもやや上流，小菅沢橋下流の堰堤下である。 Jll原

上部の一角に狭く ，小規模な群落が残っているにすぎ

ない。 Jll原は採地化されている。

一方，神縄～玄倉において1970年9月21日に金子裕

明 ・林真琴両氏によって3雄5雌が採集されている

（金子・林， 1971）。おそらく，すでに丹沢湖底に没し

た玄倉川の，それも玄倉に近い川原での記録と恩われ
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世附付近の，田畑にコマツナギの点在する場所で19

70年5月31日に3訴I：が山内英男氏によ って採集されて

いる（山内， 1970b）。その後の記録はなし、。

1980年頃に同地で筆者の1人山内が調査したとこ

ろ，コマツナギは｜到畑などには見られなかった。集落

の荒地にポツン ・ポツン と少量自生していたにすぎ

ず，むろんミヤマシジミを再発見できなかった。その

後，丹沢砂lのダム工事によってこの自生地は破壊され

てコンクリート壁と化し，食樹は姿を消した。

12. 大又沢 （世附川〉

1966年8月2日に平野幸彦氏によ って，浅瀬から数

回さかのぼった地点で1雌が得られている（平野，19

67）。その後の記録はなし、。

大又沢では現在，崖下の林道沿いにコマツナギが点

在的に自生しているものの少なく，本種の発生できる

ほどの量ではなし、。

13.名倉 〈相模川本流）

前述したが，下田輝夫氏によって1957年7月29日に

2頭が発見された（杉並区立高円寺中学生物部，19

61〕。具体的な採集地は不明である。その後の記録を

聞かなし、。

原は， 1968年から1970年にかけて名倉で本穫を探し

たことがある。しかし，名倉橋付近で見られたコマツ

ナギも少なく ，当時すでに同地でミヤマシジミの生息

に適した環境を見出すことができなかった。

14. 石小屋～宮ケ瀬 （中津川渓谷〕

1961年9月（？〕28日 （27日？）に宮坂司郎氏によっ

て本種とみられる異常型1雄が採集され，図示されて

いる （藤岡， 1979・＇81）。麹表の黒地に暗い青色斑を

有する本個体は，アサマシシミにそっくりであるが，

裏面の斑紋やゲニタリアの特徴はむしろミヤマシジミ

に近いとし、う。 1雄しか知られておらず，正体不明の

謎の個体である。

採集地は宮ケ瀬～石小屋聞の道路から川原へかけて

の草付きであるが，その後1964年6月末に藤岡知夫 ・

小倉勘二郎両氏が現地調査したところ再発見できず，



コマツナギも見つからなかった。また，1975年頃から

山内は同地を何度も訪れているが，食樹さえも見つけ

ることができない。

多少の疑問は残るものの，本稿ではこの l維をミヤ

マシジミとして紹介した。

15.札掛 （中津川，図4ー 7)

1965年8月に猪又敏男氏によって1雌が丹沢ホーム

付近の川原で採集され（猪又， 1968), 次いで1968年

8月14日に根岸中学生物部により札掛から 1維が記録

された（秋山， 1970）。少なくも1960年代には，この地

で細々と発生していたことがうかがえる。

コマツナギは現在でも，丹沢ホーム付近札掛橋にお

いて中津川左岸工事用地の路傍に小群落が残ってい

る。 川の両岸はコンクリ ート壁になっており，その上

の用地で食樹はススキ ・カゼクサ ・キンエノコ戸＼イ

タドリ ・カラムシ ・オオパコ ・ノコンギク等と共に自

生している。しかし，その査は少なく ，ミヤマシジミ

の発生を可能にするほどのものではない。中津川源流

大山原生林域の同地（標高 580m）は，今日では原始

的な環境とはいえないまでも，本種と しては最も山深

い産地であり，その点注目に値する。

16. 青山貯水池（道志川， 図4-8)

青山貯水池傍の道志川右岸川｜原において小倉勘二郎

氏により1964年9月27日に3雄 1雌と翌1965年6月27

日に1雄が得られたのが最初の記録である（小倉， 19

66〕。そして，京浜昆虫同好会編の採集案内（1966・

’71〕〉に同地でシノレピアシジ ミと ともに発生してい

る旨紹介された。続いて， 1967年10月15日に2維が伊

藤哲夫氏によって記録された（伊藤，1968）。

原は1968年5月28日にウツギに訪花した1雄（汚損

体，未発表記録〕 と，同年7月17日に同地で1雄3雌

を〔原， 1968b・’69b〕，また1969年5月23日に新鮮な

1雄1雌を観察した（未発表〉。当時は川原上部から

堤防のり面にかけてコマツナギの大群落があり，発生

量は少ないものの時期に訪れれば本種は必ず見られる

ものであった。 すでにミヤコグサは少なく， シノレピア

シジミは姿を絶っていた。

その後， 1973年に原弘・ 守屋博文両氏らが同地で探

索を行ったところ，本種は見つからなかった（穴吹，

1978）。 この頃， 山内も 2度ほどここで本種を探した

がやはり見出せず， 1970年前後に本種は絶滅したよう

である。当時，同地で砂利採取 ・河川改修による流路

変更がなされているのを原は見たことがあり，おそら

くダンプカー ・フソレドーザーの侵入による環境破壊が

本種を窮地に追い込んだのであろう。もともと，発生

地はせいぜい二十数アーノレの狭い範聞の場であった。

現在，JII原にはヨシ ・ススキ ・クズ ・カナムグラ ・

アメリカセンダングサ等が繁茂している。これらの植

物群落に被覆されない空地は，休日ともなるとレジャ

ーの場と化し， 家族連れ ・釣人 ・アベックなどの来訪

を受けてにぎわう。コマツナギは堤防下部から高水敷

にかけての道路沿いに，周囲をクズ ・ススキ ・アメリ

カセンダン〆サが被覆する中に1カ所，以前とは比べ

物にならぬほど規模の小さな群落が残されているだけ

である。

河川環境の破壊と食樹・蝶の衰退

神奈川県でのミヤマシジミの発見から今日まで，継

続的に十分な調査がなされている産地は一つもないの

で，各hの地で本種がまぼろし化していった経緯の議‘

細は不明である。このほど著者らがかつての産地や記

録地を訪れてまず感じたのは，いずれの地でも開発が

進み，その景観が昔二日をしのぶよすがもないほどに変

貌してしまった，ということである。

食餌l植物のコマツナギは残存しているものの，以前

とは比べ物にならないほどその量や群落の広がり ・連

続性等は縮小されていた。この点で例外は河内川の山

市場と中川温泉の産地であるが，ここでは本種が発生

しでもおかしくないほどコマツナギは健在であった。

ただ，同地ではいったん蝶が衰退して以後に，コマツ

ナギだけが復活したのではないか・・・ ？としづ疑いも

ある。

本種の発見当初からすでに憂慮されていた川原の砂

利採取あるいは流路変更 ・Jill:堤建設 ・護岸工事等の河

川改修は， 1970～1980年代においても各地で活発に実

施されている。この間，河川法の成立により砂利採取

は規11:1］されたが，時すでに遅しの感はまぬがれなし、。

河岸や堤防のり面のコンク リー ト化はコマツナギを

激減させた。このような場でこの小低木は，コンクリ

の継ぎ目や部分的に生じた裂け目などからわずかにそ

の顔をのぞかせることができるにすぎなし、。極端な例

として，堤上が舗装されサイクリングロードと化した

酒匂川本流のようなミヤマシジミ産地もある。 皆瀬川

や河内川上流などでは，流れ際河岸の車道も舗装され

た。ブルドーザーによる流路変更や過度の砂利採取が

行われた結果， Jll原が頻繁に裸地化され， 後述する現

象もからんでここにアメリカセンダングサ ・セイタカ

アワダチソウ等の帰化植物が侵入した所もある。ま

た，川原がレジャーの場と してキャンプ地 ・釣場 ・子
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図5 内川の産地今昔（上は1969年，下は1989年撮影．

川原の値物被覆の変化が注目される〉

供の遊び場などに利用され，休日に人が群集するよう

になった産地もある。人口増加により都市空間に遊び

場の少なくなったことが，近郊の河川敷をこのような

場に変えたのであろう。

一方では，汚物でJIIは富栄養化し，また堤防でのセ

メント使用が土擦のアノレカリ化を促進した。好貧栄養

・好酸性の植物から成る本来の植生が変化した事実も

見逃せなし、。その結果， かつて多くのミヤマシジミ産

地を特徴付けたカワラナデシコ ・カワラケツメイ ・

ヤコグサ等はいちじるしくその数を減じてしまった。

ちなみに， 筆者らはカワラナデシコの存在を， 川原の

蝶の生息環境を狽uる指標植物のーっとして重視してい

る。このような間接的な打撃が，河川環境を単調なも

のにしたことも無視できないのである。

ミヤマシジミの生息環境ヶひいては河川環境の変貌

は，別の側面からも進行した。それは，いわゆる農業

革命がもたらした農業の近代化 ・機械化である。

もとも と，河川の堤防・川原は農家にとって貴重な

採草場（カヤ場 ・カヤ刈り場〉であった。そこは，水

田の肥料や家畜飼料あるいは薪用燃料の供給地として

利用され，とりわけススキ ・チガヤ ・オギ等は屋根ふ

きや炭俵の恰好な原料として重視されていた。ミヤ 7
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シジミ産地の堤妨が水岡地帯に接している所は多L、。

この採草場では，低木類の侵入を阻止して草地を維持

するために春 ・夏の青草刈りや冬場の枯草刈りと火入

れ〔野火〉が慣行的に行われ，ときには牛馬の放牧も

なされた。そして，このような現象がコマツナギの食

樹としての状態を良好に保ち，またそこに種々の草花

を咲かせてミヤマシジミにとっても，成虫の餌場（吸

蜜源〉として理想的な環境を現出させていたのであ

る。

昭和30年代以降， 高度経済成長の波が都市近郊の農

村地待を包み込んだ。農家戸数は減少し，労力不足が

深刻化する中で，化学肥料や農薬が急速に普及して，

堤防 ・川原の採草場としての意義は薄れてしまった。

牛が堤上の草を食むのどかな光景も過去のものとなっ

た。農作業が機械化 ・省力化され，採草 ・火入れが不

定期化し回数も減ったのは当然であり，植物遷移が進

んで堤防 ・川原にPズ・カナムグラ ・アメ リカセンダ

ングサ等がはびこり，コマツナギが革本類に埋没され

かかっている場は意外に多L、。以前に比較するとコマ

ツナギがやや巨大化しているような場もある。

内川 （南足柄市〕の堤防などは比較的よく草が刈り

取られており，場所によってはシパ型の草地も見られ



るが〈一時的か？〉，かつてあれほど繁茂していたこ

の地のミヤコグサが姿を消したことを考えると，やは

り採草の頻度 ・形態が変化したことはし、なめなし、。採

草に除草機が導入されたことと，堤上の道路にも除草

剤が散布されるようになったため，草木の種構成も変

化した。草は刈りつ放しで，持ち去られなL、。おそら

く，このようなことが護岸工事も加わって同流域のコ

マツナギを衰退に追い込んだのであろ う。一方では，

田畑への殺虫剤散布・堤防への除草剤散布による生態

系の微妙なパランス変動も， ミヤマシジミの衰退に手

を貸した疑いがある。

除草機の導入は短時間で広い面積の草を刈り取るこ

とを可能にした。以前のように，目的の場所を刈り終

えた時分には最初に刈った草が再び伸長し始めてい

る，といった現象も見られなし、。手作業によるミトラ

刈りミ は滅り，除草機を駆使した小低木の除去も容易

になった。

内川の川原は現在ヨシ群落とススキ ・カナムグラに

被覆されており，そこにコマツナギの侵入できる場は

ない（前述〕。ミヤマシジミの発見当時は川原に適当

な空闘が存在したことなど〔図 5），まるでうそのよ

うである。内川に限らず大なり小なり，採草されずに

放置された川原の荒廃化は顕著である。丈の高い草に

よる被覆度が高くなってきて川原の空間が閉ざされて

しまったケースは，特に皆瀬川のような小河川でいち

じるしい。

川原の植生は不安定であり，そこは恒常的に，出水

による冠水 ・流出の危機に直面している。たとえ堤の

一部が欠撰するほどの洪水が起こっても，他で健在す

る堤防上にとり残されたコマツナギは，時間経過にと

もない再び元の場に侵入することができょう。ミヤマ

シジミの産地は幾度も非常事態に見舞われ，そのつど

本種は盛衰を繰り返してきたはずて‘ある。神奈川県の

本種は，他県での例のように河川の近くにも生息の場

があって分布をそこまで拡大している，といったこと

がなし、。他所からの補給もきかずに河川に閉じ込めら

れた蝶は，川沿いに点在する唯一の食餌植物コマツナ

ギを伝って移動することしかできないのである。

ただでさえ発生場所の広くない本種は人為による環

境破壊の影響をもろに受け， その場はさらに狭ま り，

一方では生息環境を分断された。中津川〔松田町〉や

皆瀬川における台風10号の例のように（前述） , 1度

の大きな出水によって皆滅的な打撃をこおむるほど，

1980年頃にはすでに蝶の勢力が衰退していたのであろ

う。そこにコマツナギは復活しでも， ミヤマシジミは

再起できなかった。

以上に述べたように，人為による河川環境の破壕

が，食餌植物を衰退させ，ひいてはこの県土からミヤ

マシジミのまぼろし化を紹来した原因で、あると考えら

れる。実際，河川の植生は貧相化し，そこはナチュラ

リストにとって味気のない場に変貌した。河川の景観

は個性を失い，どの川も似たりょったりの人工的な格

一化が進行している。

くしくも，木県においてミヤ7 シジミの分布実態が

明らかにされたのは，歴史上かつてないほど河川｜の環

境が大きく変容し始める時代であった。そして，あた

かも河川環境の悪化を象徴するかのように，この勺II

原の佳蝶ミはあたふたと姿を消していったのである。

おわリ に

分布調査がかなりゆきとどいているとはいえ， 1970

年以来神奈川県においてミヤマシジミの新産地は発見

されておらず，いまなお人知れず眠っている本種の楽

園がまったく存在しないとは言いきれなし、。本稿がむ

しろ，木県であのフツレーの佳蝶に再会できるきっかけ

になることを祈って筆を置く。1982～1989年の現地調

査を山内が， 1988～1989年の現地調査と本稿の執筆を

原が担当した。

末筆ながら，調査活動にご協力くださったり，また

種々のご教示をいただいた岸一弘 ・諸星重明 ・平野孝

彦・神部昭夫 ・伊藤正宏 ・伊藤哲夫 ・脇一郎の諸氏に

謝意を表するしだし、である。
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神奈川県産の注目すべき甲虫若干

高桑正敏

Masatoshi T AKAKUW A : On Some Remarkable Beetles 

in Kanagawa Prefectural District, Central Honshu 

断片的だが，記録にとどめておくべきと思われる神 いをめぐっては混乱があり，中根（1963，原色毘虫大

奈川県産の甲虫12~重について報告する。これらの中に 図鑑， 2:55）は本穫にクビボソ コガシラ ミズムシの

は，神奈川県下から初めて記録されるものも含まれて 和名を当てたが，佐藤（1984，甲虫ニュース，（65）一：

いる。なお，同定は一部を除いては筆者による。採集 1-4）は本種を前種 jaρonicusのシノニムとし，ク

データのうち，とくに断りのないものについては筆者 ビボソコガシラミズムシの和名は中根以前の援い（す

の採集 ・保管である。 なわちjaρonicusに当てる〉に戻した。筆者はこの科

本文に先立ち，貴重な標本を恵与くださった神奈川 のものの分類に自信がないが，相模川中流域の個体群

県立博物館の松島義章博士，東京段業大学の益本仁雄 （前種〕とこの葉山OIJの個体群とでは明らかな形態差が

氏，岐阜県博物館の長谷川道明氏，神奈川見虫談話会 認められるので，両者が別種関係にあることだけは磁

の堀川正美氏，記録の発表を討された同会の芦沢一郎 突かと忠、われる。なお和名は最近発行された「日本産

・岸一弘 ・久保浩一・苅部治紀の各氏，ならびにコガ 昆虫総目録」に従った。

シラミズムシ科の同定をお願いするとともに標本を撮 採集地の「峯山の大池」は横須賀市境近くの山中に

影してくださった名古屋女子大学の佐藤正孝教授に厚 位置し県下では珍しい自然池て、ある。苅部（1989,

くお礼を申しあげる。 神奈川虫報，（88): 34 35）が報告しているように，

マノレカ7 ゲンゴロウの現在では県内唯一の確実な生息

コガシラミスムシ科 Haliplidae 地でもあり，筆者も1989年5月1日に多数の個体を確

クピボソコガシラミズムシ 認した。なおこの池には，本科のものとしては次種と

Haliplus jajうonicusSHARP コガシラミズムシも生息する。

1頭，相模原市神沢， 17. N. 1986; 5頭，同， 6. キイロコガシラミズムシ

IX. 1986; 2頭，相模原市上大島， 28. V. 1986; 1 Halψ！us eximius CLARK 
頭，城山町下倉， 28.x. 1988. 1頭，築山町下山口峯山の大池，31.x. 1988，苅
佐藤正孝教授同定。神奈川県からは平野（1985〕に 部治紀採集 ・保管，12頭，同， 16.x. 1989. 
より津久井郡藤野町の 1個体が記録されている。相撲 神奈川県初記録種，佐藤正孝教授同定．典型的な個

川の中流域に限ってはかなり個体数が多いようで，大 体とは体型がし、くらか異なるとしづ。稀な種（佐藤，

小の水溜りから普通に見出される。その一方では，筆 前出）とされるが， 1989年10月16日の調査に限れば，

者は相撲川から本科の他の種を1頭も採集した覚えが きわめて多数の個体を見出すことができた。おもしろ

ない。 いことに，苅部氏も筆者らも春の調査では1.iiJlも採集

カミヤコガシラミズムシ していない。

Haliplus kamiyai N AKANE 

5頭，葉山町下山口峯山の大池， 1. v. 1989; 18 ゲンゴロウ科 Dytiscidae 

頭，同， 16.x. 1989. ヒメ ケシゲンゴロウ

神奈川県初記録種，佐藤正孝教授同定。本種の取扱 Hyphydrus laeviventris SHARP 
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図1-2 葉山町峯山の大池.＠＇水棲甲 虫2種．一一1.キイロコガシラミズムシ

Halψ！us exi閉山s;2.ヒメケシゲンゴロウ め1phydru.slaeviventris （佐藤正
孝教授撮影〕

1頭，葉山町下山口峯山の大池， 31.x. 1988，苅
部治紀採集 ・保管； 2頭，同， 1 v. 1989; 8頭，
16. x. 1989. 
神奈川県初記録種，佐藤正孝教授にも確認していた

だいた。同属の近似種ケシゲンゴロウ H.japonicus 

SHARPは高桑（1987，神奈川自然、誌資料，（8) : 85 

88）により神奈川県から初めて記録されたが，その後

の調査でも県内各地から採集されている（未発表〕も

のの，ヒメケシゲンゴロウは今回の記録地以外には発

見されていないようである。両種は一見きわめてよく

似るが，上麹の点刻の状態が異なるので，慣れれば肉

眼でも区別できる。

なお， 5月1日の調査の際には同時にケシゲンゴロ

ウ1頭も採集されたが，10月16日の時はヒメケシゲン

ゴロウのみが得られた。 ツチハンミョウ科 Meloidae 

ツマグロキゲンセイ

タマムシ科 Buprestidae Zonitis cothurnata MARSEUL 

鮮明に思い出す。

クロケシタマムシ

AJうhanisticuscongener E. SAU！ぜ1:ERS

1頭，横浜市栄区自然観察の森，6 VIII. 1987. 

神奈川県初記録種，秩山黄洋氏にも確認していただ

いている。高桑（1981a）は神奈川県昆虫調査報告書の

中で本種名をリストに掲げているが， これはクロチピ

タマムシの記録の引用誤りであり，すでに平野（1981)

により県下のファウナから削除されている。

上記の個体は，ある観察会に参加していた小学生に

より手づかみされたもので，それを見せられた時の筆

者の驚きは容易に想像していただけるだろう。ススキ

の業上にいたということであった。

エサキキンヘリタマムシ 1頭，鎌倉市値木， 26.VJ[. 1988，松島義章採集．

Scintillatrix kamikochiana (OBENBERGER〕 本州では少ない穏であり，神奈川県においては竹中

1♀，清川村煤ヶ谷～物見峠， 29.VI. 1975，芦沢 (1961）による相模原市上鶴間と平野（1984）による

一郎採集 ・神奈川県立博物館裁． 真鶴の各l{JlJが知られているにすぎなかった。上記2

神奈川県初記録種，小林信之氏にも確認していただ 例はし、ずれも燈火に飛来したものだが，今回の採集例

いた。体長ちょうど15鵬とかなり大きな個体であり， も松島博士のご自宅の壁画に朝方静止していたものと

また腹端のえぐれは中央て‘広角の逆V字状。本属の種 いうことなので， これも燈火に飛来した個体である可

は神奈川県から初めて知られるものだが，筆者にとっ 能性が強い。

ては1979年，丹沢最高峰の蛭ヶ岳山頂近くにおいて， メノコツチハンミョウ

白骨化した広葉樹の倒木に瞬間的に飛来し，手を出す Meloe menoko KoNo 

間もなく逃げ去った本属の種らしい個体を，くやしく 1合，箱根町芦ノ湯湯坂道， 26.x. 1985. 
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成虫は晩秋だけに出現することでもあり，なかなか

目につかなし、it重である。神奈川県ではこれまで平野

(1970〕による箱根大涌谷の1例しか知られていなか

っfこn

ハナノミ科 Mordellidae 

pリイロヒゲハナノ

Higehananomiaρa伊alisKoNo 

1合，横浜市旭区上星川， 14. VJ][. 1966，益本仁雄

採集， 1♀，横浜市金沢区能見堂跡， 30. VI. 1987, 

久保浩一採集 ・保管．

すでに養老〔1958〕が三浦半島で採集されているこ

とを記しており，また県立横須賀高校生物部誌にその

記録が掲載されているようだが，後者についてはし、ま

だに調べることができないでいる。高桑（1981b）は神

奈川県昆虫調査報告書の中でこれらの文献を見落し，

またその後の平野幸彦氏による神奈川県産甲虫の一連

のまとめにも登場することがなししたがって本種は

神奈川県のファウナから忘れられてきたような存在で

あった。ここに改めて，神奈川県産甲虫の1っとして

記録しておく。

ウスキボシハナノミ

Hoshihananomia kurosai Ca古JOet NAKANE 

1合，横浜市泉区和泉町米軍戸塚無線通信所， 5

咽. 1988，羽川正美採集， l♀，茅ヶ崎市堤天神原，

23. vn. 19s9，岸一弘採集 ・保管．
神奈川県初記録種．本州と屋久島に分布するが，既

知の産地は少なく，高桑（1978，甲虫ニュース（43): 

7-8）以降新たに知りえた分布：県は福井のみである。

上記の記録のうち泉区のものについては，採集者の堀

川氏によると，いわゆる旧米軍深谷通信隊の雑木林に

おいてコナラ伐木上から採集したとしづ。栃木市や狭

山湖のような低地でも得られているが，本種が横浜や

湘南地方から発見されようとは，まったく予期できな

い亡とであった。なお福島大学の回添京ニ教授からの

私信では，福島県下で1989年夏に本種の生態の一部が

明らかとなり，成虫がクワの腐朽材から脱出すること

も判明したという（未発表〉。

カミキリムシ科 Cerambycidae 

オオ トラカ ミキリ

Xylotrechus villioni VILLARD 

モミへの幼虫食害痕 ：1本，清川村宮ケ瀬， 11.vn. 
1986確認；数本，藤野町石砂山， 3. IV. 1988確認

図3 オオトラカミキリ Xylotrechusvillioniの幼虫

食害痕（藤野町石砂山〉

本経は成虫での発見はきわめて難しく，また幼虫は

生きた太校ないし幹内に穿孔するためにその採集は法

律的 ・倫理的に困難で、ある。しかし幼虫の食害痕は

特異であり，生息の確認を行なうだけなら食害痕の有

無を調べた方が有効で、ある。神奈川県下では露木ら

(1981）にあるように2例しか知られていなかったが，

少なくとも津久井や東丹沢では広く分布しているもの

と考えられる。

タリチビカミキ リ

Sybra (Microzotale) kuri 0HBAYASHI et HAYA-

SHI 

1頭，箱根町仙石原， 11. VI. 1987 

本経はクリの単食性だが，仙石原湿原内の草本をス

イーピγグ中に得たから，まったく偶然の採集例であ

る。神奈川県下では本種の記録はふしぎに少なく，こ

れまでは露木ら〔1981）による藤野町の採集例しかな

いようであり，もちろん小田原 ・箱根地方からは初め

ての採集例である。ただ，私の手許には多摩丘陵産の

1個体〔八王子市道了堂， 2.VI. 1968，柏井伸夫採

集〕があり，局地的ながらも県下各地に分布している

可能性も考えられる。

ブロイニングカミキリ

Saperda breuningi 0HBA y ASH! 

l♀，山北町皆瀬川， 17. v. 1982，長谷川道明採
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集． 下村 徹， 1972. フロイニングカミキリ神奈川県に産

ヤマハンノキの生葉から採集したという。神奈川県 す．昆虫と自然， 7(12〕： 5

下ではこれまで同所で採集された1頭（下村， 1972; 高桑正敏， 1979. 丹沢のカミキリ相雑記．神奈川虫報

東京燥大一高生物部， 1972）しか記録がなかった。 本 〔58〕：1-17, lpl. 

種はクノレミ類を主な寄主植物としているが，高桑〔19 一一一一一 1981 a.神奈川県産タマムシ科目録．神奈

79）が述べたように，オニグノレミが比絞的多い津久井 川県昆虫調査報告書， pp.399-403. :fljl奈川県教

地方や清川村土山峠付近（宮ヶ瀬ダムで水没する地域） 育委員会．

での調査が望まれる。 ←一一一一 1981 b. 神奈川県のオオハナノミ科．ハナ

ノミ科，ハナノミダマシ科．向上， pp.417-418. 

引用文献 （本文中に示したものは除く〕 竹中英雄， 1961. ツマグロキゲンセイを相模原市で採

平野幸彦， 1970. 小田原箱根地方産ツチハンミョウ科 集する昆虫学評論， 13: 34. 

について．神奈川県虫報，（32): 21. 東京農業大学第一高等学校生物部， 1972. 西丹沢皆瀬

一一一一一 1981. 神奈川県産甲虫雑記 I.向上，〔64) 川流域の昆虫相 Fi巴Id,(19〕： 2842. 

: 19 22. 露木繁雄 ・新痢豊彦 ・窪田勝信 ・高桑正敏， 1981.ネ，，，

1984. 続 ・神奈川の甲虫．向上，（70): 27 奈川県産カミキリムシ科目録 神奈川県見虫調査

-48. 報告書， pp.419-454.神奈川県教育委員会．

1985.向上 （皿〕 同上，（77〕： 1123. 養老孟司， 1958. 三浦半島の甲虫 神奈川虫報，（13)

九州大学農学部昆虫学教室 ・日本野生生物研究センタ : 1-4. 

一編，1989. 日本産見虫総目録I.2+i-xi 

+2+540pp. （神奈川県立博物館〉
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神奈川自然誌資料 (11) : 125～129, Mar. 1990 

江の島潮間帯のフジツボ相

植田育男・萩原清司

Ikuo UEDA & Kiyoshi HAGIWARA: The Barnacle Fauna in Intertidal 

Zone of Enoshima Island, Sagami Bay 

はじめに

著者らはこれまで相模湾奥部に位置する江の島で，

そこに生息する海岸動物を観察してきた （植田 ・荻

原， 1988;1989）。植田 ・萩原（1988）は， 周囲約4

仰の島であっても，外海に面しているか内湾に面して

L、るか， 河川水の流入の程度，あるいは基質の違いな

どによって，動物相に違いの認められることを報告し

た。 とりわけ江の島の潮間帯動物相が形成される上

で，生活排水によって有機汚染が見られる境川の影響

の大きいことが示唆された。

今回の調査では，有機汚染（富栄養化〉の度合いに

より出現種が変化するとされるフジツボ類に対象を絞

り，1988年度の調査地点より多くの調査地点を設定し

て，フジツボ類の付着状況の追加調査を進めた。

東京

D 

A 

図1 江の島における各調査地点

調査場所と方法

調査地点は図11，こ示した St.Aから St. kまでの

11地点である。

潮位表によると，江の島では大潮最高潮位と大潮最

低割引位の差が1989年には約 176C担あったが， この潮位

差を便宜的に3つに区分し， 上から高位，中位，低位

とした。それぞれの調査地点では， i*JJ位高ごとにlOX

lOcm (lOOcm＇） あるいは20x 2ocm〔400cm2）の方形枠内

に見られるフジツボの付着状況を記録する方法でデー

タを取り，採集は行わなかった。潮の引き具合や波の

高さによって低位での記録が困難な場合も多く，この

潮位高で記録できたのはSt.C. D, Eの3地点だけだ

った。

記録は自作した木製方形枠にポリエチレン製透明フ

0 0.2 0.5km 

St. A～D，南岸 St. E～I；北西岸 St. J, K；北東岸
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表 1 調査日時と調査地点の概況及び出現種

調査地点 St.A St. B St.C St.D St.E St.F St.G St.H St.I St.J St.K 出現地点

調査日（ 1989年） 4月7日 4月7日 4 ll ID日 4月ID日 5月BB 5月BB 6月7日 日月7日 6月7日 7月2日 7月2日

調査開始時刻 9:50 12・：DD II:3D 12:4D 12：・ID 13:35 II :35 I2:3D I3:35 8:25 ID:DD 

天 気 晴れ 晴れ 量り 畢（小雨） 晴れ／量 晴れ 量り 量り 晴れ 量り 量り

気 温 I6 5℃ I8. 7℃ IB.6℃ I8.8℃ I9.D℃ IB.I℃ 22.2℃ 23.3℃ 24.3℃ I8.2℃ I8.4℃ 

水 温 I4.5℃ I6.2℃ I5.6℃ I5.5℃ I? .D°C I7.2℃ 21.3℃ 22.D℃ 25.D℃ 2D.5℃ 21.3℃ 

基 質 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 転石 コンクリート 3ンクリート

コドラート数※ 5 I2・D 4 ・ I2・D 3・9・4 3・8・4 3・6・4 9・2・0 3・ IO・0 3・ I2・0 3・8・0 3・I2 D 3・4・D 

イワフジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 11 

ケロフジヅボ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 5 

オオアカフジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ 

シロスジフジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 6 

タテジマ7ジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 5 

アメリカフジヅポ ＋ ＋ 2 

松種類数 3 2 3 3 3 4 4 3 3 

※調査コドラート数はコドラー ト（10x lOcrn）の個数で示す。20×20C皿のコドラートは，l個を10×10
C皿コ ドラート4個と して換算した。また，左から高位 ・中位 ・低位のJI僚に調査個数を示す。

ィノレムをFリップで装着したものをフジツボの付着函

に平行に当てがい，フジツボを種別に色分けした油性

ベンで真上からプロット してし、く方法を用いた。 この

際小型のイ ワフジツボは各個体の中心付近にl打点で

区別し， 他の大型フジツボ類はそれぞれの個体の外郭

をなぞって区別した。また死殻だけが残された個体に、

は，斜線を入れたりして生存個体と区別した。後日フ

ィノレムにプロットされた記録から， 種類別の個体数を

百十浪リした。

それぞれの調査地点では，調査開始時刻， 天気，気

温，表面水温， フジツボの付着状況などを記録した。

調査日時，調査開始時の天候，調査地点、の基質及び

調査したコドラー ト数は表1に示した。

結果

各調査地点のフジツボ類の生息状況

今調査で江の島の潮間帯に見られたフジツボ類は，

イワ フジツボ 〔Chthamaluschallenge灯〉， タロフジツ

ボ（Tetraclita squamosa japonica），オオアカフジツ

ボ（Megabalanusvolcano），シロスジフジツボ（Bala

nus albicostatus), タテジマ フジツボ （Balanusam-

phi trite〕， アメ、リカ フジツボ （Balanuseburneus), 

の6種類であった。なお著者らが報告した（植田 ・荻

原，1988）オオイワ フジツボを再検討した結果，大型

126 

のイワフジツボをオオイ ワフジツボと現地で誤認しで

いた可能性が高L、。

表1に示したそれぞれの調査地点での出現種数を見

ると，出現種数の多い地点はSt.E. G, Hで4種類，

逆に少ない地点は St.Jの1種類で，その他の地点で

は2～3種類が出現していた。

種類ごとの出現状況をみると，イワフジツボが11地

点すべてに出現し，江の島に広く分布していることが

わかった。 他の5種類のフジツボは，種類ごとに出現

する地点に違いが見られたが，出現地点の類似から3

つのグループに類別できた。ク ロフジツボとオオアカ

フジツボは St.A, C～Eの4地点、に共通に出現し，シ

ロスジフジツボとタテジマフジツボはSt.F～I, Kの

5地点で出現した。アメ リカフジツボは先の2つのグ

ノレープとは別で，St.GとHの2地点にだけ出E見した。
各地点での生息密度（100cm2当りの 付着個体数〉を

加味して，分布をより詳細に見てみた （図2〕。 それ

によると， 江の島に広く分布するイ ワフジツボは，St.

Fを例外として，どの地点でも高位で密度が高くなる

傾向を示しており，主に潮間帯高位に生息する種類と

いえる。また少ない所で23個体，多い所で813個体と，

他の5種に比べて生息密度が著しく高いのもこの種類

の特徴である。

クロフジツボとオオアカフジツボは出現地点が類似
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図2.各調査地点におけるフジツボ6種類の生息密度

密度はlOOcm＇当りの平均個体数で示した。

表2. 各調査地点聞の類似度指数（CC値勺
長 CC=(c/(a+ b-c〕， a,b，両地点の種類数， c；両地点に共通な種類数。

St. B c D E F G H 工 J K 

A 0.67 1 1 0.75 0.2 0.17 0.17 0.2 0.33 0.2 

B 0.67 0.67 0.4 0.25 0.2 0.2 0.25 0.5 0.25 

c 1 0.75 0.2 0.17 0.17 0.2 0.33 0.2 

D 0.75 0.2 0.17 0.17 0.2 0.33 0.2 

E 0.4 0.33 0.33 0.4 0.25 0.4 

F 0.75 0.75 1 0.33 1 

G 1 0.75 0.25 0.75 

H 0.75 0.25 0.75 

I 0.33 1 

J 0.33 
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する種類であるが，各地点での生息密度には違いが見

られた。クロフジツボは各出現地点において，高位よ

り中位で密度が高く，低位には付着していなかった。

また， St. A～Dの中｛立では約6個体と同密度に分布

していた。これに対してオオアカフジツボは，高位に

は全く付着せず，中位から低位に付着しており，とり

わけ低位で生息、密度が高かった。出現地点のうちで

もSt.Aから C,D, Eと西側へ進むにつれて高密度と

なり， St.Eで最高密度を示した。しかし， 隣の St.F 

では全く見られなくなった。

シ戸スジフジツボとタテジマフジツボは，出現地点

が類似する種類であるが，生息密度において違いが見

られた。 シロスジフジγボはSt.E以降の地点に出現

し， どの地点でも高位より中位で生息密度が高くなる

傾向を示した。また， St.EからIへ，北西方向に巡む

に従って高密度となり，St.Iの中位で最高密度を示

した。一方タテジマフジツボは， St. F以降の地点に

出現しどの地点でも高位で密度が高くなる傾向を示し

た。 また， St.Fの高位で、最高密度となり， その先で

は徐々に密度が低下していた。

アメ リカフジツボは，今調査で見られた6種類のフ

ジツボの中では最も出現地点が少なし生息密度も低

かった。アメリカフジツボは岩盤やコンクリー ト面に

付着する個体よりも，潮間待中位から低｛立に生息する

ムラサキイガイの殻面に付着する個体が圧倒的に多

く， 他の5種類とは異なる付着状況が認められた。

出現種から見た調査地点聞の類似度

共通して出現する種類数に基づいて，調査地点間の

類似度を調べてみた。

類似度を示す指数として，松宮（1980）の論文中に

ある JACCARD の共通係数〔CC）を用いた。（CC=c/

(a+b c〕， a,b ；両地点の種類数， c；両地点に共通

して出現した種類数）。cc値は1が最大値で， 比較を
する地点間の種構成が最も類似していることを示し，

値がOに近づくにつれて類似度が低くなる。

それぞれの地点問のcc値は表2に示した。
表2によると南岸の St.A, C, Dはそれぞれ種構成

の類似度が高く，北西岸や北東岸のSt.F～I,Kは互

いに類似度が高かった。逆に南岸のSt.A, C, Dと北

西岸の St.G,Hとの間では類似度が最も低い結果が

得られた。

考 察

査報告は，平野 ・大串（1952), 安田（1970），小坂

(1977）， 山口〔1982,1983, 1989）などがある。この

うち，今回の調査地である江の島を含む相絞湾と東京

消の広い範囲で調査した山口（1982,1983）によると，

出現するフシツボの種構成により，A～Dの4つのフ

シツボ群集に分けて記載している。報告によると外海

に面した潮間帯にはA群集のイワフジツボ ・クロフゾ

ツボ ・オオアカフジツボが見られ，内湾に面した潮間

帯にはD群集のシロスジフジツボとタテジマフジツボ

が見られる。またD群集には低位にアメリカフジツボ

やヨー ロッパフジツボを伴うことがある。さらに外海

から内湾への移行的な群集と してB,C群集があり，

B群集は比ii皮的外海性の群集でイワ フジツボとクロ フ

ジツポで構成され， C群集は比較的内湾性の$f集でイ

ワフジツボ， シロスジフジツボ，それにタテジマフジ

ツボによって構成されている。

この報告では，江の島からはA群集のイワフジツボ，

Fロフジツボ，オオアカフジツボが記録されている。

しかしながら今調査では， 山口（1982,1983〕のA～

D群集を構成する 5種類全てが江の島で確認された。

前報（植田 ・萩原， 1988〕で著者らが指摘したように

江の島は周囲約4kmの小島であるにもかかわらず，こ

の島の海岸では外海性から内湾性に至る多様な環境が

見られることがフジツボ類相でも示唆された。

山口（1982,1983〕のフジツボ群集の類別に従って，

今調査で得られた6種類の出現状況を検討すると，外

海性から内湾性への変化に一連の傾向が認められた。

すなわち， 江の島南岸のSt.A～DではAもしくはB

群集の外海性のフジツボ類が出現し， 北西岸の St目 F

～IではC群集のやや内湾性のフジツボ類が出現し

た。また北西岸のなかでも最も南に位置する St.Eで

は， A群集の構成種に加えて内湾性のシロスジフジツ

ボも生息していた。これは外海性と内湾性の両方の性

格を合わせもつ種構成だが， 山口（1982,1983〕のど

の群集の類別にもあてはまらなし、。この理由として外

海性と内湾性の中間的環境ーでは，ごく狭い範囲で外海

性と内湾性のフジツボ類の混在する条件が成立するこ

とが考えられる。

江の島の 北東岸の St.Jはイワフジツボのみが出現

した地点で，フジツボ類相が最も貧弱と言える。また

St. KはC群集を形成していた。

江の島南岸から北西岸にかけてのSt.A～Iのフジ

ツボ類相は，外海性からやや内湾性の特徴を示す一連

日本沿岸のフジツボ類の分布ぞ付着状況に関する調 の変化を示しているが， この背景には St.1より北側
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に位置する境川の影響がうかがえる。前報〈植田 ・萩 謝 辞

原， 1988）で言及されたように境川からは生活排水 本稿をまとめるにあたり横須賀市自然、博物館林公義

により富栄養化した河川水が江の島北西岸に流出し 学芸員には原稿の稿関をしていただいた。 ここに深謝

ている。因みに1988年の境川におけるBOD測定値は の意を表する。

9. 7mg/ eと高い値を示している〈牒沢市役所広報課，
1989〕。

笛栄養化とは，湖沼，沿岸海域などに有機物や栄養

塩類の流入量が増加することにより，水中の栄養塩類

などが増加するとともに，生物の生産量が土泊大し，ま

た生産構造が変化する現象として定義されている（吉

田， 1983）。 この富栄養化の度合（富栄養度〉の変化

に伴って，出現するフジツボの種類もまた変化するこ

とが知られており，フジツボそれぞれの種類はそれが

生息する水域の富栄養化の度合を示す生物指標として

も利用される〔梶原， 1975，吉田，1983）。

吉田（1983）によれば，今調査で出現したフジツボ

類のうち，貧栄養域の指標種としてオオアカフジツボ

が，また富栄養域の指標種としてイワフジツボとグロ

フジツボが，そして過栄養域の指標種としてシロスジ

フジツボとタテシマアジツボが，それぞれの水域の富

栄養化の度合を示す種類とされている。

境川の河川水によ り富栄養化した汚染水が江の島北

西岸の St.IからEの方向に拡がっていくことが推察

された。そこで沿岸のフジツボ類相を再検討すると，

St. F～Iの北西岸では過栄養域と富栄養城の種類で

構成され，位置的にはより外海にあたるSt.A～Dの南

岸では富栄養域と貧栄養域の種類で構成されていた。

さらに各地点間の類似度指数では南岸や北西岸の同一

岸内の地点聞では種構成の類似度が高く，南岸と北西

岸の地点間では低かった。それぞれの椛成種の変化は

St. E （南岸と北西岸の境〕付近で起きているため，南

岸と北西岸とでは潮の流れに何か違いのあることが予

想される。 また St.Eでは貧栄養域～過栄養j或の種が

同一地点に出現し，この付近では汚染水の影響が一定

でないことも推察される。従って，江の島の南岸から

北西岸にかけては，形成されたフジツボ類相が，境川｜

から流入する生活排水の富栄養化の現況を示している

と考えられる。

現在藤沢市では，東部下水処理場を建設中で，下

水処理施設の整備が進められている（藤沢市役所，

1989）。境川流域での生活排水の処理能力が向上し，

富栄養化の状況が軽減されるかどうか，今後も江の島

のフジツボ類相については継続した調査が必要であろ

う。
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神奈川自然誌資料 (11) : 131～142, Mar. 1990 

横浜北西部のシダ植物

阿 武利

Taketoshi OKA: The Fern Flora of the Northwestern Part of Yokohama 

はじめに とを知ってほしいと思い始めた。そうすることで， 当

1978年6月，旭区矢指町の杉林下に初めて足を踏み 地域の自然環境の保全に，多少なりとも役に立つこと

入れた際，その当時は，横浜では未記録のサイゴクイ ができればと考えたからである。幸い，小崎氏の調査

ノデに遭遇した。また，横浜における記録はあるが， によって，筆者の未調査地域の殆どがカバーされ，横’

自生が疑問視されていたイノデモドキをも見出した 浜北西部のシダフロラとして一応の体裁が拾えられそ

ちまち，同地域の豊富なシダ相に魅了されてしまった。 うなので， 筆者自身の調査は不十分ではあるが，あえ

以来， 10年余りにわたって，矢指町や三保市民の森， て筆を執ったものである。

およびその周辺の杉林などを訪れ，シダの調査をした。 本稿をまとめるにあたり，小崎氏には貴重な資料の

その間，ヨコハマイノデ， ミドリイノデの2新雑種の 提供をはじめ，現地をご案内いただくなど言葉に尽く

発見をはじめ，神奈川県新産のワカナシダやフジクマ せない程ご協力をいただいた。深く感謝申しあげる。

ワラビを見出す等，横浜北西部のシダ分布について数 また，現地をご案内いただくとともに「赤田通信」に

々の新知見を得た。それらの一部は， 「横須賀市博物館 よって，緑区の自然に関する生きた情報をご提供下さ

館報」に神奈川県初記録のシダ（大谷， 1980）として った 「緑区 ・自然を守る会」の北川淑子氏，そして日

紹介されたり， 「日本のシダ植物図録」第3巻（倉田 頃ご指導を賜わっている国立科学博物館の中池敏之博

悟 ・中池敏之， 1983〕等に引用されている。 士に対して厚くお礼申しあげる。

調査回数は，散策程度のものを含めると 100回を超

えた。しかし，未調査の地域が残ってお り，見落とし

もあると思われたので， 当地域のフロラを論じるに

は時期尚早と考えていた。ところが，小崎昭則氏

が， 1984年以来，緑区を中心にシダを調査され，1985

年に長津田町においてカタイノデを発見されたのを皮

切りに，稀少なシダの新産地を次々と見出された。最

近は，旭区にも足を伸ばされ， 筆者の見出し得なかっ

たキヨスミヒメワラビを再発見された。 小崎氏は，そ

れらの成果を惜しげもなく筆者に提供され，筆者の調

査結果と併せて発表することを勧められた。折しも，

矢指町の小谷が埋められ，オオキジノオが再び消滅レ

たり，都岡町の杉林が削りとられて，サイゴクベニシ

ダやヨコハマイ ノデが犠牲になったのを自の回りにし

た。また，横浜におけるシダの宝庫とも言うべき，三

保町や新治町付近に大型開発の話があると聞き及ん

で，当地域のシダフロラを発表し， 一人でも多くの人

に，当地域のシダ植物相が変化に富み，貴重であるこ

横浜北西部のシダ植物相の特色

調査地域の大部分が多摩丘陵の南東部に位置し，標

高90m前後の丘陵が連なっている。それらの丘陵地帯

の大半は住宅地に変貌しつつあるが， 三保市民の森を

中心に， 一部伐り残された杉林下は，シダの絶好の生

育地となっている。

特に，温帯性シダと暖帯性シダの混生は注目に値す

る。温帯性のオシダやミヤマグマワラビの付近に，暖

帯性のマノレパベニシダやサイゴクベ＝シダが見られる

所は，神奈川県内では少ないて、あろ う。標高は著しく

異なるが，静岡県御殿場の環境とよく似ており，同地

との 共通種が多し、。 これは， 「横浜植物誌」（出口，

1968）にも述べられているように，杉の樹冠によって

寒暑が緩和され，適当な空中湿度が維持されることに

より，温帯性と暖帯性のシダの共存が可能となってい

るのであろ う。と りわけ，イノデ類においてその傾向

が顕著である。
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当地域には，正式に記載されていないゴサクイ ノデ デ， イワシロイノデ， サイゴクイノデ， サカゲイノ

等の雑種を含めると，およそ20種類のイノデの仲間が デ，オオキヨスミシダ， アマギイノデ， タカオイノ

見られる。中でも，沿海性のアスカイノデと他の山地 デ， ヒメノキシノブ，そして横浜にお・ける再発見とな

性イノデとの混生は，稀少な雑種を形成し，ヨコハマ ったオオキジノオ，キヨスミヒメワラビ，サクライカ

イノデとミドリイノデの誕生となった（大谷 ・岡， グマ，チャボイノデ等がある。 その他，横浜南部等か

1980）。両雑種の発表以来ほぼ10年が経過したが，未 らは既に報告されており，従って横浜新産ではない

だに他所で発見されたとの報をきかなし、。それぞれの が，北西部では初めてのシダと して，フモトカ グマ，

両親種であるアスカイノデとイノデモドキやツヤナシ オオカナワラビ，ホソパカナワ ラビ， ヒロハイヌワラ

イノデとの混生地が少なト為であろう。 ピ，へラシダ， ミヤマイタチシダ等を挙げることがで

イノデ類に次いで，神奈川県としては，ベニシダ類 きる。

の多いことが挙げられる。30余年前に発見されたナチ

クジャクは，同種の東北限産地であり，神奈川県にお

ける唯一の自生地でもあった上川井町（三保町との説

もある〉から，発見後数年で消滅してしまったらしい

（出口， 1968）。以来，再発見されていなし、。筆者も，

ナチクジャクの生育していそうな場所を精査し，再発

見に努めたが果たせず，現在，幻のシダとなってい

る。サイゴタベニ、ンダ，ギフベニシダ，マノレパベニシ

ダおよび同種との異同が問題となるエンシュウベニシ

ダは，それぞれの東北限に近い産地とは思えない程，

立派な株が自生している。キノクニベニシダと呼ばれ

る型も稀にある。

ウラジロが比較的多いことにも触れておきたい。イ

ノデやベニシダ程多くはないが，当地域のやや乾燥し

た杉林下や槍林下を探索すると，必ずと言って良い程

ウラジロの群生地に出会う。当地域よりも温暖な三浦

半島や大磯付近よりも，す．っと多いようだ。緑区新治

町には2mを越す大株の群生地があり，伊豆辺りと見

紛う程の生育を示している。

一方，コケシノブ科やウ ラボシ科の種類をはじめと

する， 着生シダの類が極めて少なし、。当地域に小河川

はあるが，渓谷と呼べる規模にはほど遠く ，露岩地帯

もあまり見られないことに起因するものであろう。横

浜南部から3種類報告されているコケシノフ’科のγダ

は，現在迄全く見つかっておらず，ウラボシ科のシダ

も， 4種類の自生を認めたが，自生地および個体数と

もに大変少ない。

特筆すべき種類として，先ず，当地域をタイプ産地

とする，ヨコハマイノデ， ミドリイノデの2雑種が挙

げられる。以下，神奈川県の初記録となった，ワカナ

シダ，フジタマ ワラビ，ゴサクイノデ，ホク リクイノ

デ，横浜新産の，イワヒメ ワラビ、オニカナワラビ，

ホソハイヌワラビ， サイゴクベニシダ， ギフベニシ

ダ，エンシュウベニシダ，ムグゲシケシダ，カタイノ
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横浜北西部のシダ摘物目録

凡例

1.この目録は，1978年6月から1989年11月までの間

に，旭区と緑区および両区と地理的に密接な関連の

ある隣接地域において，筆者自身が採集したもの

と，一部，小崎正則氏の標本を基に作成した。

2. 文献等に記録があり，当地域における自生が確実

と思われるものでも，筆者らが採集していないもの

は省略した。

3. 証拠標本は，一部のシダについては横須賀市博物

館および国立科学博物館に収めてあるが，後日，神

奈川県立博物館にも収納する予定である。小崎氏の

標本は，国立科学博物館および神奈川県立博物館に

収められている。

4.この目録の科名の配列は，「新日本植物誌 ・シダ

篇」（中池敏之， 1982）に依った。属名等もそのまま

用いたが，種の配列は雑種を含めたアノレファベット

順とした。

5 標本の産地 ・採集年度は，紙数の都合等により代

表的なものおよび著しいもののみ記した。標本番号

は省略した。

6. 産量はおよその目安で，多い，普通，少ない，稀と

し，必要に応じて個体数その他コメントを付記した。

トクサ科 Equisetaceae

スギナ Equisetumarvense L. 

旭区矢指町 （1978）等。多い。

トクサ E.hyemale L. 

旭区下川井町（1982），緑区池辺町（小崎， 1987〕。

当地域のものは，全て栽培品からの逸出であろう。

イヌスギナ E.1うalustreL. 

旭区矢指町（1982〕。 1ケ所に群生地あり。

ヒカゲノカズラ平ヰ Lycopodiaceae

トウゲシパ Lycopodiumserratum THUNB・



旭区矢指町（1978），緑区三保町（小崎， 1988）等。 少なし、。

杉林下にやや少ない。 コシダは未発見である。

イワヒパ干ヰ S巴laginellaceae ワラビ干ヰ Pteridaceae

pラマゴケ Selaginellareinotifolia SPRING クジャ夕、ンダ AdiantuinJうedatumL. 

旭区川井宿〔1979〕， 緑区池辺町〔小崎， 1987〕。少 緑区長津田町（小l崎， 1984）等。稀。

ない。 ィワガネゼンマイ Co問ogrammeintermedia HrnRON. 

ミズニラ科！so巴taceae 旭区矢指町（1980), 緑区新治町（1980）等。湿っ

ミズニラ Jsoetesjaρonica A. Bn. た杉林下，小流れの）協などに少ない。

旭区矢指問J(1981），上川井町（1984〕，緑区長津田 ウラゲイワガネ C.intennedia HrnRoN. form. villosa 

町（小崎， 1986〕等。廃田等の湿地に稀。近年自生地 (C1-1rnc) KunATA 

が埋め立てられ，減少が著しし、。 緑区新治町〔小崎， 1988）。稀。

ハナヤスリ平二十 Ophioglossac巴ae イワガネソウ C.jaρonica (THUNE.) DrnLs 

ナガボノナツノハナワラビ Botrypusst円ctus(UNn.) 旭区矢指町 (1978),緑区新治町（1980）等。杉林

HOLUB 下に普通。

旭区下川井町 (1978），緑区新治町（小崎，1984〕等。 イヌイワガネソウ C.x fauriei HrnRON. 

群生することはないが，各地の杉林下にポツポツと見 緑区新治町（1981）。イワガネゼンマイとイワガネ

られる。 ソウの雑種。両種の混生地に稀。

ナツノハナワラビ B virginianus (L.) HOLUB イヌシダDennstaedtiahirsuta (Sw.〕METT.ex MrQ・

旭区下川井町（1979），緑区長津田町（小崎， 1984〕 旭区矢指町（1978〕，緑区三保町 （1980）等。 ijll;い

等。前種と同様の環境下に成育するが，前種よりも少 た林縁等に普通。

ない。 オウレンシダ D.wilfordii (Momm) CHRIST 

オオハナワラビ Sceptridiumjaponicu1河〔PnANTL) 旭区下川井町・〔1978〕，緑区長津田町 （小崎，1986)

LYON 等。杉林下， i湿った林縁等にやや少なし、。三保市民の

旭区矢指町（1980）等。杉林下に普通。 森の山道沿いに，ヒメシグとともに本種の群生が見ら

フユノハナワラビ S ternatum (THUND.〕LYON れる。

旭区上川井町（1982）， 緑区長津田町（小l崎， 1987) ィワヒメワラビ Hypo！φisρunctata(THUNE.) ME'f'l'. 

等。落築樹林下，林縁などに普通。向陽地のものは， 巴XKu1rn. 

冬季鮮かに紅変するものが多L、。 旭区川｜井宿（1980〕，緑区三保町（1978ー横浜新産〉

ゼンマイ科 Osmundaceae 等。やや日の当たる林床に稀。

ゼンマイ Osmundajaponica THUNE. フモトシダ Microlepiamarginata (PANZER) C. CHR. 

緑区三保町（1981）等。杉林下，林縁，土手等に多 旭区矢指町 （1978〕，緑区長津田町（小崎， 1986)

い。上記の標本はハゼンマイと呼ばれる型で，人家付 等。杉林下にやや少なし、。

近の土手様の所で採集した。草刈り等の人為的な手が フモ トカグマ M.ρseudo-strigosaMAKINO 

加わった所で時折見る。 旭区矢指町 （1980）。神武寺をタイプ産地とする本

旭区今宿で，ヤシャゼンマイが採集された記録があ 県にゆかりのシダである。「日本のシダ植物図鑑」第

るが（出口， 1953), 現在このシダを当地域に期待す 1巻〔倉田 ・中池， 1979）によれば，園内では本県南

るのは無理であろう。 部をほぼ分布の中心として，千葉県から愛知県の主と

カニクサ科 Schizaeaceae して太平洋岸に自生している。 1980年2月，旭区矢指

カニタサ Lygodiumjaponicum〔THUNE.〕sw.. 町のやや乾いた杉林下で数株見出した。本穫の北限に

旭区上白根町（1981）等。林縁等に普通。 近い産地であろう。

ウラジロ科 Gleicheniaceae タチシノブ Onychiumjaponicum (THUNE.) KuNzE 

ウラジロ Gleicheniajaponica SPR. 旭区柄ケ作〔1979），緑区池辺町〔小崎， 1987）等。

旭区矢指町 (1978）， 上白根町 （1981），緑区新治町 やや日の当たる林縁や土手等に少ない。

(1981），三保町（小崎，1986〕等。杉，槍林下にやや ワラビ Pteridiumaquilinum var. latiusculum (DE・ 
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sv.〕UND.ex HELLER 旭区桐ケ作（1978），緑区三保町（1979）等。明る

旭区上白根町令 〔1989）等。林縁等に普通。 い林縁等に少なし、。

オオノζノイノモトソウ Pteriscretica L. ヤマイヌワラビ A.vidalii〔Fn.et SAv.) NAKAI 

旭区上白板II汀 （1981）等。やや明るい林床に普通。 旭区矢指町（1978）等。杉林下に普通に生じる。

イノモトソウ P.multifida Porn. ヒロハイヌワラビ A.叩・ardii(HooK.〕MAKINO

旭区上白根町（1981）等。石垣等に普通。 旭区矢指町〔1978〕， 緑区新治町〔1980）等。杉林

ホラシノブ Sph仰 ome円schinensis〔L.)MAXON 下にやや少なし、。矢指町には小群生地がある。

旭区桐ケ作〔1980）。赤土の崖等に稀。 ヘビノネゴザ A yokoscense〔Fu.et SAv.) CttmsT 

キジノオシダ科 Plagiogyriaceae 旭区矢指町ー (1978）等。杉林下に普通に生える。

オオキジノ オ Plagiogyriαeuphlebia(KuNzE) METT. シケチツダ Cornaρ！erisdecurrenti alata 〔HOOK.)

旭区矢指町〔1979）。出口長男先生により，上JII :!I＇か NAKAI 

ら2株報告されている。1株は問先生が栽培され，現 緑区新治町（1981）。湿潤な杉林下に僅かに成育し

地に残したl株は消滅した〔出口， 1968）。 筆者は1979 ている。 旭区では未発見である。

年3月，矢指町の小さな流れの脇に1株見出した。実 キヨスミヒメワ ラビCtenitismaxima似 cziana(Mro・〉

業をつけた立派な株だったが，1989年2月に現地に行 CHING 

ったところ，病院建設の為にオオキジノオの生育して 旭区矢指町（小崎， 1988〕，保土ヶ谷区川島町〔小

いた小谷は埋められ， 再び消滅してしまった。 崎， 1989）。本径は「横浜植物誌」（出口， 1968）に旭

オシダ科 Aspidiaceae 区中沢町の記録があり，掲載の写真もキヨスミヒメワ

オオカナワラビ Arachniodes amabilis (BL.〕TrNDALE ラピに間違いないが，宅地造成により失われたとされ

旭区都岡町（1979），柏町（1980）， 緑区十日市場町 ていた。上記のように， 1988年になって小l崎氏により

（小崎， 1988〕。杉林下に稀。 ょうやく再発見され，また，続いて1989年にもJJIJの場

ホソパカナワラビ A aristata (FoR~T.) TrNDALE 所で発見された。

旭区上白根町〔1979〕。左記のやや乾いた杉と槍の ホシダ Cyclosorusacuminatus (HouTT.〕NAKAIex 

植林下に1m＇程の小群生地が1ケ所見つかっただけで H. !To 

ある。神奈川県と しては，最も北の産地とJiS¥、われる。 旭区桐ケ作 （1978）等。林縁等に極めて普通。

ハカタシダ A.simρlicior (MAKINO〕0HWI オニヤブソテツ Cyrtomiumfalcatum (L. f.〕PR.

旭区川井宿（1979），東希望ヶ丘 （1981)，緑区三保 旭区川井宿〔1979），緑区三保町（小崎， 1987〕等。

町〔小崎， 1986）。杉林下にごく稀。 乾いた杉林下，石垣等に稀。

オニカナワラビ A.simplicior var.〔TAGAWA〕OHWI ヤプソテツ C.fortunei J. SM・

旭区川井宿（1979ー横浜新産〕，緑区三保町（1981〕， 旭区上白根町（1980〕等。やや乾し、た林縁等に普通。

十日市場町（小崎， 1985〕。やや乾いた杉林下にごく ヤマヤブソテツ Cfortunei var. clivicola (MAKINO) 

稀。 TAGAWA

リョウメンシダ A standishii (MOORE〕Onwr 旭区矢指町（1981〕，上白根町〔1981〕等。やや湿っ

旭区矢指町 (1978）等。杉林下に多L、。 た杉材下等に少なし、。矢指町の標本は多羽片型でホソ

ホソパイヌワラビ Athyriumiseanu1叩 Ros. パヤマヤブソテツ〔筒井貞雄， 1980〕に該当するもの。

旭区上川井町（1980ー横浜新産〕， Jll井宿（1981)0 ヤブソテツに含める場合もあるようだが，当面便宜的

緑区からは未報告である。上川井町の自生地は，瀬谷 にヤマヤプソテツに分類しておく。今後の研究の進展

市民の森に続く湿潤な杉林下で， 25m＇くらいの範囲に を期待したし、。

20株余が群生している。）｜｜井宿では1株見たに過ぎな ノコギリヤマヤブソテツ C.fortunei var. clivicola 

い。 monstr.grossidens〔HrYAMA〕NAKAIKE

イヌワラビ A.niρonicum〔METT.〕HANCE 緑区新治町（小崎， 1988）。

旭区桐ケ作〔1978〕等。いたる所に極めて普通。 キヨタキシダ Diρlaziumsquamigerum (METT.) MA-
ニシキシダ A.冗iponicummonstr. metallic仰刊（MA・ TSUM. 

KINO〕NAKAIKE 旭区都岡町（1979），緑区三保町（1979）等。やや湿
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った杉林下に少なL、。

ヘラシダD.subsinuatum (WALL. ex HooK. et GREv.) 

TAGAWA 

旭区矢指町（1980），緑区新治町 (1981）。本種は急、

崖地や斜面などに好んで生育するものだが，当地域は

着生シダと同様，へラシダにとっても恵まれた環境で

はなく，旭区と緑区で1ケ所ずつ小芋下落を見出したに

過ぎなし、。旭区矢指町の自生地は，ヨコハマイノデの

タイプ株の近くで，小さな流れの脇の平坦地に1m＇の
範囲に小群落を成している。緑区新治UIJの自生地で

は，谷戸の奥の，腐fttl！質が雨で流され，表土が堅く ij毛

いた急斜面に散生している。

イワヘゴ Dryopterisatrata (WALL. ex KuNrn) CHINO 

旭区上白根町〔1979），緑区三保町（1980）等。杉林

下に稀に1株， 2株と見つかる。

サイゴクベニシダ D ch amρionii (BgwrH.) C. Cmも

ex CHING 

旭区川井宿（1979ー横浜新産），緑区三保町（1979〕

等。当地域において，数ヶ所に小群務が見られる。当

地域よりも暖かし、三浦半島からは未だ発見されたとの

報なく，また大磯や小田原あたりでも極めて少なし、ょ

うだ〔田中一雄， 1987〕。「横浜値物誌」（出口， 1968〕

等では， 横浜における本種の自生は疑問視されている

が，このような大型のベニシダが長い間見過ごされて

いたことは不思議である。近年，急速に分布を拡げた

のであろうか。

ミサキカグマ D.chinensis (BAK.〕KoIDz.

旭区矢指町 （1979）， 緑区三保町 (1979）等。乾いた

林下や斜面にやや少なし、。

オシダ D.crassirhizoma NAKAI 

旭区矢指町（1979），緑区三保町〔1979）等。 杉林下

にポツンと 1株ずつ見つかることが多し、。付近の環境

が変わると， lmくらいの大株が簡単に消滅してしま

う。 10数ケ所の自生地があるが，年々個体数や自生地

そのものが減少している。

オオクジャグシダ D.dickinsii (Fil. et SAv.) c. c~m. 

旭区都岡町（1985）。本種は， 出口先生が1960年に

中尾H庁で採集したものを栽培保存中とする記録ならび

に写真があるが（出口，1968), 写真からは， オオク

ジャクシダか，イワヘゴか， あるいは他のシダか区別

はできない。本シダの神奈川県における確実な記録

は，箱根や湯河原等の県西部に限られており，旭区都

岡田Iは著しくかけ離れた産地である。やや明るい杉林

下に，ただ1株生育していた。

ベニシダ D.erythrosora (EAT.) O. KuNTZE 

旭区矢指町（1978）等。 杉林下等に極めて多い。

ミドリベニシダ D.erytrhrosora form. viridisora 

(NAKAr ex H. !To) H. !To 

旭区矢指町（1978）等。ベニ シダと混生してやや少

ない。古L、業では，ベニシダとの区別が困難である。

トウゴクシダ D.erythrosora var. dilatata (KoIDz〕

SUGUMOTO. 

旭区矢指町 （1978〕等。 杉林下に極めて普通。

フジグマワラビ D x fujipedis KuRA'l'A 

旭区有II岡田J(1979－神奈川県新産〕，緑区三保町

(1981〕。オシダとクマワラビの雑種。クマワラビと同

様に業頂部のソ ーラスを着けた部分が縮小し， 秋には

他の部分よりも早く枯れる。 できにくい雑緩のよう

で，後述のフジオシダよりもずっと少なく，上記場所

に各1株ずつ生育していた。 1987年7月，都岡町の自

生地を訪れたところ，付近にビニーノレテープが張りめ

ぐされ，何やら危険を感じたので，この株を掘りとっ

て別の場所へ避難させた。その年の11月に再び同地を

訪れた時には，案の定，林は伐採され， フツレドーザー

が整地をしているところであった。

マノレパベニシダ D.fuscipes C. Crrn. 

旭区上白根町（1979〕，緑区三保町〔1979〕等。拾い

た杉林下や赤土の急斜面等に稀に生育する。三保町の

産地は，このシダの純群落状を成しており，切れ込み

の浅い型の本種が20数株まとまって生えている。

サクライカグマ Dgymnophylla (BAK.) C. CHR. 

旭区上白根lllJ(1986），緑区新治町（小崎， 1988）。

「横浜植物誌」（出口， 1968〕によれば，上白根の自生

地は，1957年頃に行なわれた 崖の切り崩し工事によ

り， 10数株あった本種が全滅したとのことであった。

以後， 自生についての確実な情報はなかったが，上記

のように再発見することができた。

オオベニシダ D hondoensis Kornz. 

旭区矢指町 （1979〕等。やや乾いた杉林下に普通。

ギフベニシダ D.kinkiensis Kornz. 

旭区川｜井宿（1979ー横浜新産），緑区十日市場開Jc小
崎， 1989）等。やや乾いた杉林下や槍林下に稀に生育

する。旭区では数ヶ所に見られるが，緑区では小崎氏

の記録を含めても 2ケ所〔各1個体〉と極めて少な

い。関西方面では，庭の植えこみや石垣などに生育し

ているのをしばしば見かけたが，横浜では杉林下等に

普通のベニシダと混生していることが多く，見つけに

くい。木種の北限に近い産地であろう。
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キノクニベニシ夕、 D.kinokuniensis KuRATA 

緑区三保町（1980）。杉林下に稀。ベニシダとの区別

がやや困難であるが，この型に該当するものがある。

ワカナシダ D.kuratae N AKA IKE (nom. nud.) 

緑区三保町（1979ー神奈川県新産〉。 1979年5月に

三保市民の森で本種に出会った折，イワヘコの切れ込

みの深いものと して見過ごしてしまいそうだった。念

の為に旧葉を 1本採ったところ，葉脈が著しく凹んで

おり，ワカナシダであるとーとに気がついた。神奈川県

新産であり，ここ より北では，初発見地である群馬県

の他僅かに釘lられているに過ぎず， 三保町は北限に近

い貴重な産地である。杉林下のややlll'~l閣な平坦地に，

オクマワラビやリョ ウメ ンシダとともに生えている。

発見当初は1株だけだったが， 1982年8月に現地を訪

れた際に，最初に発見した株のももにIOcmくらいの小株

が生じているのに気がつき，都合2:j:';j;ーとなった。その

後，新たな株ニは見つかっていないが， 当該株から採取

した胞子を人工的に培養したところ，幼苗を多数得る

ことができたので，胞子による繁殖力は旺盛であるこ

とが窺え，今後，白生地を中心に， 更に分布を鉱大し

ていくのではなし、かと期待している。三保町における

観察では，イワヘゴと比較して本種の成長時期は2～

3週間早L、。例年，ワカナシダは5月中 ・下旬に胞子

が成熟するが，同じ頃，イワヘゴはようやく新築を展

開し終え，胞子の成熟は6月初 ・中旬以後となる。

タマワラビ Dlacera (THUNE.〕O KuNTZE 

旭区矢指町ー（1978）等，杉林下に普通である。旭区

柏町 （1981）にシシクマワラビがl株ある。

エンシュウベニシダ D medioxima Kornz. 

旭区矢指町（1980ー横浜新産〕，柏IIIJ(1981），緑区

長津田町（小崎， 1986）等。サイゴクベニシダとマノレ

パベニシダとの中間的なシダである。成長の良い株は

サイゴクベニシ夕、によく似ているが， ソーラスが極端

に内寄りに着くことと，鱗片が殆ど全縁なるこ とで区

別できる。マノレメベニシターからは，より鱗片が多く ，

葉軸上にやや幅の広い鱗片が圧着ーすることで区別でき

るが，小型のものでは区別抱L難しいこともある。当

初，川井宿のものはマノレパベニシダと思っていたが，

成長するに連れて，エンシュ ウベニシダの特徴がはっ

きり してきたので，それしと判った。やや乾いた杉林下

に稀に見られる。矢指町の自生地は比絞的個体数が多

く， 2ケ所にfそれぞれ数株ずつ生育している。他の産

地では，せいせやい1～2株が見られるだけである。芽

立ちの色は，当地域のものは決して紅色にならず，胞
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膜も白L、。一方，当地域のマノレパベニシダは，市民の

森のものは胞膜以外は紅色となり，新治町の一群は胞

膜までm町かな紅色となる。

アイノコクマワ ラビ D目 x mituii SERIZAWA 

旭区上川井町（1979）等。クマワラ ビとオグマワラ

ピの雑種。杉林下や林縁にやや少なし、。

ミヤマグマワラビ Dρolylepis(FR. et SA v.〕c.CHR. 

緑区新治町（1981〕。 1981年9月に三保町と新治町の

境界付近の丘陵鞍部にて，小型の本種を 1株見出し，

根茎が多少立ちあがっていたので，盛り土をして根茎

を覆い保護してきたが，最近見当たらなし、。消滅して

しまったのだろう。丹沢方面には多い温帯性のミヤマ

グマワラビにと って，当地域は生育しにくい所とみえ

る。

ミヤマイタチシ夕、 D.sabaei (FR. et SAv.〕c.CHR. 

緑区新治町（1981）。やや湿った杉林下に小群生が

見られる。旭区では未発見である。南区弘明寺（長谷

川義人， 1955）の記録があるが，本県ではミヤマグマ

ワラビと同様に，主として西部の山地に自生するもの

である。

オクマワ ラビ D.unijo抑制S〔MAKINO)MAKINO 

旭区矢指町（1978）等。杉林下等に極めて多L、。

オオイタチシダ D varia var. hikonensis (H. !To) 

Ku RAT A 

旭区上白線町 （1979）等。やや明るい林下等に普通。

ヒメイタチシダ D.varia var. sacrosancta (Ko1nz.) 

Omv1 

旭区矢指町（1978), 緑区長津田町 （小崎， 1985)

等。やや乾いた杉林下，林縁，急斜面等にやや少な

し、。

ヤマイタチシダ D.varia ver. setosa (THUNE.) OHwI 

旭区矢指町（1978）等。杉林下や林縁等に普通。

フジオシダ D.x watanabei KuRATA 

旭区上白根町（1978），緑区三保町 （1978）等。オ

シダとオクマワラビの雑種である。当地域では，片親

であるオシダよりも多く， 30株以上確認している。オ

グマワラビとの交~［によって， オシダよりも夏期の高

温に耐えられる性質を得たためであろう。胞子培養を

試みているが，未だ胞子での繁殖を確認するに至って

いない。

ミゾシダ Leptogra例制a ρozoi subsp. mollissima 

〔KUNZE〕NAKAIKE

旭区矢指町（1978）等。杉林下に多い。

ナライシダ Leρtorunzohramiquelia問。 （MAXIM.ex 



Fn. et SAv.) H. ho 

旭区川井宿（1978〕等。杉林下に普通に生じる。

ホソパシケシダ Lunathyriumconilii (Fn. et SAv.〕

KURA TA 

旭区矢指町 （1978〕等の山足や杉林下に普通。

シケシダ L.japonicum (THUNE.) KURATA 

旭区矢指町（1978）等。各地に極めて普通。

セイタカシケシダ L.lasiopteris (KuNzE) NAKAIKE 

旭区矢指町（1978）等の杉林下に普通。

ムクゲシケシダ Llasiopteris var. kiusiuanum (Km-

DZ.〕NAKAIKE 

緑区三保町（1979ー横浜新産〉。セイタカシケシダ

に似ており， それよりも鱗片や毛が著しく 多L、。ま

た，セイタカシケシダよりもやや小型で業質も薄いよ

うに思われる。三保市民の森の湿潤な杉林下に数株見

出した。 この自生地は，杉の倒木の下敷きとなって消

滅寸前であり，本種の存続が危ぶまれる。

フモトシケシダ L.pseudo-conilii SERIZA w A 

旭区矢指町（1979）等。杉林下や林縁等に普通。

ミヤマシケシダ L.pycnosorum (CHRIST) Kornz. 

旭区川井宿（1979), 上川井（1980）等。緑区では

筆者はまだ見ていない。杉林下の平坦地に稀に生育す

る。ハクモウイノデ型である。

オオホソバシケシダ L.conilii×japonicum 

旭区矢指町 （1979〕等。ホソバシケシダとシケシダ

の雑種。杉林下にしばしば群生していることがある。

ムサシシケシダ L.jaρonicum×lasiopteris 

旭区矢指町（1979）， 緑区三保町（1979）等。湿潤な

杉林下に少なし、。シケシダとセイタカシケシダの雑種

で，セイタカシケシダよりも大きくなる。自生地では

通常群生している。

イヌガンソク Matteucciaorientalis (HooK.) TREV. 

緑区三保町 （1979〕等，杉林下や山麓に普通。

クサソテツ M.struthioρteris (L.) TODARO 

旭区大池町（1979）， 緑区長津田町（小崎， 1984）等。

やや明るい林縁等に少なし、。

コウヤワラビ Onocleasensibilis var. interruρta MA-

XIM. 

旭区矢指町（1979〕等。明るい山道沿い，田のあぜ

等に多い。

ゲジゲジシダ Phegoρterisdecursive-pinnata (van 

HALL) FE:E 

旭区矢指町 （1979〕等。杉林下や斜面，土手等に普

通。

ドウリョウイノデ Potystichu1柑 xanceps KuRATA 

旭区矢指町 （1978〕等。イノデとアイアスカイノデ

の雑種。杉林下に両親穏と混生して少なし、。

アスカイノデ P.fibrilloso-paleaceu1刊（KODAMA〕TA-

G A、llA
旭区矢指町（1978）等。杉林下に多い。

ゴサクイノデ P.xgosakui KuRATA (nom. nud.〕

旭区上川井町（1980ー神奈川県新産），緑区三保町

（小崎，1989）。沿海性 ・暖帯性のアスカイノデと山地

性 ・温帯性のサカゲイノデの雑種と推定され極めて珍

らしし、。当地域の特性を表わす1種といえるだろう。

上川井町Iのものは， 4株に分けっし20数枚の葉を伸ば

していた。御殿場で最初に発見された株も分けつする

ようだ（志村， 1980）。

ハタジュクイノデ P.x hatajukuense KuRATA (nom. 

nud.〕

旭区都岡町（1979）。 アイアスカイノデとイノデモ

ドキの雑種。両親種の混生地にごく稀に生ずる。

ホリク リイノデ P.×hokurikuenseKuRATA 

旭区川井宿（1980），緑区三保町（1980ー神奈川県

新産〉。 アイ アスカイノデとサカゲイノデの雑種で，

日本海側では比較的多く見られるが，神奈川県では極

めて珍らしし、。杉林下に各1株ずつ見られた。

チャボイノデ P.igaense TAGAWA 

旭区上川井町（1981）。本県における分布は， 「神奈

川県植物誌 ・1988Jによると西部山地に集中してお

り，上川井は低地部における珍しい産地といえる。矢

指町から瀬谷市民の森に続く杉林の， やや乾いた平坦

な所で2株見出した。かつて上川井町で発見された記

録があるが（出口， 1968〕，杉林の伐採後絶えたとの

ことで，筆者の見出したものは，再発見ということに

なろう。

アイアスカイノデ P.longifrons KuRATA 

旭区矢指町（1978）等。杉林下に多L、。

カタイノデ P.makinoi (TAGAWA) TAGAWA 

緑区長津田町（小崎，1985一横浜新産）。小崎氏に

よりただ1株発見された。1989年5月，筆者も同氏の

案内で現地を訪れ，やや乾いた竹林の斜面に生害する

本種を確認することができた。 本種は奥湯河原ではや

や普通に見ることができ，箱根や山北等の西部山地に

も自生するが，その他の地域からは殆んど報告されて

いない。勿論，横浜産の報告は今迄皆無と思われ，上

記産地が横浜初記録となろ う。

アマギイノデ P.×mashikoiKuRATA 
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旭区上川井町〔1979ー横浜新産〉， 矢指町 (1989)

等。イノデとイノデモドキの雑種で， 両親種の混生す

る杉林内にごく稀。

ミドリイノデ P.x midoriense T. OKA et S. 0HTANI 

緑区三保町(1978 タイプ産地）。アスカイノデとツ

ヤナジイノデの雑種。

和名は緑区に因んだものであるが，僅かに光沢のあ

る黄緑色の葉はイノデ類中随一の美しさで，葉色から

もミドリイノデの名に相応しし、。毎年5月中旬に展開

し終った新薬を眺めるのを楽しみにしていたが， 1985

年5月に突如姿を消してしまった。その後何度も現地

を探索したが，姿を現わさなかった。雑種なので，両

親種が生育できる環境ざ文残っていれば，いつかあの

優美なミドリイノテを，横浜で再び見ることができる

だろう。

ミウライノデ P×miuranumKuRATA 

旭区矢指町（1978）等。イノデとアスカイノデの雑

種で杉林下に普通にある。

オオタニイノデ P.xohtanii KuRATA 

旭区上白根町〔1978〕等。アスカイノデとアイアス

カイノデの雑種で，杉林下にやや普通にある。大きく

なるのでよく目立つ。

ツヤナシイノデ P.ovatoρaleaceum (KODAMA〕Ku-

RATA 

旭区下川井町（1978〕，緑区三保町 (1980〕等。やや

湿った杉林下に稀に点在あるいは小群生する。

イワシロイノデ P.ovato-paleaceum var. coraiense 

(CHRIST) KuRATA 

旭区上川井町〔1980〕，緑区三保町（1979ー横浜新

産〉。 ツヤナシイノデに似ているが，葉軸下部の鱗片

がツヤナシイノデよりも幅狭くなること等で区別でき

るo上記場所にそれぞれ3株ずつ見出した。本種の南

限に近い自生地であろう。ツヤナシイノデやサカゲイ

ノデよりも，高温や乾燥に対する耐性はないようで，

展開中の新棄が途中で、枯れることがある。

イノデ P.polyblepharum (RoEM. ex KuNzE〕PR.

旭区矢指町（1978）等。杉林下等に多い。

サイゴクイノデ P.pseudo makinoi TAGAWA 

旭区矢指町（1978ー横浜新産〉，緑区三保町 (1978)

等。やや湿潤な杉林内に稀に生育している。数ヶ所で

見つかっているが，いずれの産地も個体数は1～2株

である。

サカゲイノデ P.retroso paleac印刷（KODAMA) TA-

GAWA 

138 

旭区上川井町 (1980〕，川井宿（小崎一1989），緑区

三保町〔1978ー横浜新産〉。いずれもやや湿潤な杉林

内に1株ずつ生育している。温帯性のシ夕、で神奈川県

における産地は極めて少なし、。

イノデモドキ P tag a卸anumKODAMA 

旭区下川井町（1978），緑区三保町 (1978）等。杉

林下の斜面等に散生し少ない。上川井町に30株余りの

群生地がある。 当地域のものは，葉軸の鱗片が典型品

と比較して幅狭く，色も淡L、。

タカオイノデ P.x takaosanense KuRATA 

緑区新治町（小崎， 1988〕，保土ヶ谷区川島町（1980

ー横浜新産〕。 アイアスカイノデとツヤナシイノデの

雑種で，上記場所に1株ずつ生育している。川島町の

自生地付近には，アイアスカイノデは多いがツヤナシ

イノデは未見である。

ジュウモンジシダ P.tripteron (KuNzE) PR. 

旭区矢指町（1978）等，杉林下にやや少ない。

ヒメカナワラビ P tsus-simense (HooK.) J. SM. 

旭区柏町（1980〕。通常はやや乾いた岩崖や急斜面

等に生えているが，前述したように，当地域はそのよ

うな環境を好むシダにとって住みにくいようで，杉林

下の平坦地に1株見出したに過ぎなし、。

オオキヨスミシダ P.tsus simense var. mayebarae 

(TAGAWA) KuRATA 

緑区三保町（1979ー横浜新産）。三保市民の森の杉

林下に奇蹟的に1株が生育している。山道の近くなの

で，踏まれたら消滅してしまいそうだ。

ヨコハマイノデ P.×yokoha，珂enseT. OKA et S. OH-

TANI 

旭区矢指町（1980ータイプ産地〕，緑区三保町（1978)

等。アスカイノデとイノデモドキの雑種。 1978年11月

に三保市民の森で第lの株を発見し，以後旭区上川井

町，矢指町，都岡町などで次々と見つかった。矢指町

の標本を基準標本として， ミドリイノデとともに新雑

種として発表された。イノデモドキやアマギイノデに

似ているが，それらよりも鱗片が細く，生時の葉質が

薄いこと等で区別できるが，標本ではアマギイノデと

の区別が難しいこともある。当地域ではアマギイノデ

やハタジュクイノデよりも多L、。いずれの自生地も，

やや乾いた杉林下で，付近にアスカイノデとイノデモ

ドキが見られる。

ハシゴシダ Thelypterisglanduligera (KuNzE) CHING 

旭区矢指町（1978）等。乾いた林下に普通。

コハシゴシダ T.glanduligera var. elatior (EAT.) 



KuRATA 

旭区矢指町（1979〕，上川井町（1981〕。やや乾燥し

た杉林下に稀。いずれの場所も小群生状態を呈してい

る。

ハリガネワラビ T.japonica (BAK.) CHING 

旭区矢指町（1978〕等。杉林下に普通に生える。

アオハリガネワラビ T.japonica form. viridescens 

(MAKINO) H. ho 

旭区上川井町〔1981)。葉柄がワラ色で， ハリカネ

ワラビよりも小型で葉質が薄く，形態的にはイワハリ

ガネワラビと同じものがある。やや乾燥した杉林内に

生育しており，生態的観点からアオハリガネワラビに

した。

ヤワラシダ T.laxa (FR. et SAv.) CHING 

旭区川井宿（1978〕等。杉林下にやや普通。

ヒメシダ、 T.ρalustris(SALISB.〕SCHOTT

旭区矢指町〔1978）等。田の畔，湿った山足等に多

し、。

ヒメワラビ T torresiana var. calvata (BAK.) K. 

IwATS. 

旭区矢指町（1978）等。明るい杉林下等に多L、。

ミドリヒメワラビ T.viridifrons T AGA WA 

緑区三保町（1979〕等。 やや湿った林縁等に多し、。

シシガシラ干ヰ Blechnaceae

シシガシラ Struthiopterisniρ•Ponica (KuNzE) NAKAI 

旭区矢指町〔1980），上川井町 (1981），緑区新治町

(1981〕。やや乾L、た杉林下に稀。

コモチシダ Woodwardiaorientalis Sw. 

旭区桐ケ作（1979〕，緑区池辺町（小崎， 1987）等。

山麓の崖地に少ない。乾いた杉林下にも生える。

チャセンシダ科 Aspleniaceae

トラノオシダ Aspleniumincisum THUNE. 

旭区矢指町（1978〕等。林縁や杉林内に普通。

コパノヒノキシ夕、 A.sarelii HooK. 

緑区三保町（小崎， 1986）。筆者は採集していない。

この産地は河川改修工事で絶滅したとのこと。

ウラボシ科 Polypod iaceae 

ミツデウラボシ Crypsinushastatus (THUNE.) CoPEL・

旭区白根町（1980）。赤土の崖地等に稀。

マメヅタ Lemmaρhyllummicrophyllum PR. 

緑区三保町〔小崎， 1986）等。樹幹基部に稀。

ヒメノキシノフ Lepisorusonoei (FR. et SAv.〕CHING

泉区池の谷（旭区柏町の隣接地， 1981ー横浜新産〉。

クロマツ林内のクヌギの樹幹に着生している。低地部

としては貴重な産地であろう。

ノキシノブ Lepisorusthunbergianus (KAULF.) CHING 

旭区矢指町（1979），桐ケ作（1978），緑区長津田町

（小崎， 1984）等。樹幹基部等に着生し少なし、。桐ケ

作のものは，葉質が薄くソーラスがやや内寄りに着き

ツクシノキシノブによく似ている。埼玉県でツクシノ

キシノブ（塩原， 1977〕といわれたものと同じ型だろ

う。

以上の他にも勝山輝男先生等によって，オオパノハ

チジョウシダ〔筆者も確認した〉，キジノオシダ，タ

ニヘコ等が当地域で発見されている。

目録に記した以外に，シケシダ類の雑種をいくつか

採集しているが，筆者の不勉強により分類に自信がも

てないので，目録には載せなかった。
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図1-8. 横浜北西部のシダ植物（1)

1. フモトカグマ (1980.2.10，矢指町〕 2. オオキジノオ (1979.9.19，矢指町〕 3. ホソパカナ

ワラビ（1988.6.18，上白根町） 4. ホソパイヌワラビ（1981.5. 27，上川井町） 5. キヨスミヒメ

ワラビ (1988.12.28，矢指町，小崎撮影〕 6. フジクマワラビ（1982.5.23，都岡町〕 7. サグラ

イカグマ（1987.2.8，上白根町〉 8. ワカナシダ（1983.5.14，三保町〕
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図9 19.横浜北西部のシダ植物（2)

9. ギフベニシダ（1988.6.18，上白根町） 10. エンシュウベニシダ（1988.6.18，柏町〕 11.ム

クゲシケシダ (1980.7.5，三保町〕 12. チャボイノデ（1982.5.29，上川井町） 13. カタイノデ

(1988. 11. 30，長津田町，小崎撮影〉 14. サイゴクイノデ （1989.5.14，三保町〉 15.サカゲイノ
デ（1983.4.17，三保町） 16. ヒメノキシノブ（1980.3.8，泉区池の谷〕



神奈川自然誌資料 (11): 143～146, Mar. 1990 

神奈川県のトウゴクヘラオモダカ

勝山輝男

Teruo KATSUYAMA: Notes on Alisma rariflorum SAMUELS・

Found in Kanagawa Prefecture 

はじめに

トウゴクヘラオモダカはかつてへラオモダカとは別

種として認識されていた。しかし，現在市販されてい

る図鑑類には記述がないか， ヘラオモダカ （Alisma

canalicuratum A. Br.巴tBouche〕の葉の細い変種ホ

ソバヘラオモダカ（var.harimense Makino）と同ー

のものとして扱われている。薄茶（1986〕は トウゴク

ヘラオモダカがへラオモダカとは別種の A.rariflo 

rum Samuels.であるこ とを示した。

筆者は神奈川県植物誌1988の補遣で，植物誌調査で

集められた標本の中に トウゴクヘラオモダカが含まれ

ていたことを記したが， 今回，旭区川井宿町でトウゴ

タヘラオモダカの生品を観察することができた。そこ

でトウ ゴクヘラオモダカの形態と分布， 誤認されてい

たホソパへラオモダカやへラオモダカの狭葉型につい

て報告する。

本稿をまとめるにあたり，栃木県の野口達也氏から

は再三にわたってトウゴクヘラオモダカについて御教

示をいただいた。 心から感謝申し上げる。また，標本

の関覧を許して下さった国立科学博物館，横須賀市自

然博物館に御礼申し上げる。神奈川県内のたくさんの

標本を集めてくださった神奈川県植物誌調査会会員の

方々にも感謝する。

A. rarぴlorum Samuels.を発表した。沢田〔1935)

は箱根町仙石原で採集した Alismaが A.問円iflo rum 

であることに気付いていた。このときの標本は神奈川

県立博物館に保管されており， 沢田の自筆で Alisma

rariflorum G. Samuelsson in Arkiv for Botanik. 

Band24 A. No. 07 s. 32 Taf. 3 (1932）と記されてい

る。

神奈川県植物目録（1933〕にはトウゴクヘラオモダ

カの記述はないが，神奈川県植物誌（1958）や箱根植

物目録〔松浦，1958）では トウゴクヘラオモダカを

A. rarぴlorumとしている。横須賀市自然博物舘には

大谷茂が トウゴクヘラオモダカと同定した標本が残さ

れているので， 1958年当時本種は正しく認識されてい

たことがうかがえる。

しかし，その後の我が国の植物誌や図鑑では前述し

たように，記述がないか，へラオモダカの変種ホソパ

ヘラオモダカと混同されるようになってしまづた。

最近になって，薄葉（1986）はトウゴグヘラオモダカ

がA.rariflorumであることを明らかにし，その形態と

関東を中心に本州に広く分布していることを示した。

神奈川県植物誌（1988）で筆者はトウゴクヘラオモ

ダカはホソバヘラオモダカと同一種であるとし，後述

するへラオモダカの狭葉型にあててしまった。その後

植物誌調査で集められた標本の中に， トウゴグヘラオ

神奈川県における研究の経緯 モダカ A.rarザlorumと同定される個体が含まれてい

トウゴクヘラオモダヵが文献に登場するのは，松村 ることが明らかになったので，補遺で追加訂正した。

(1905）がはじめてである。当時はトウゴクヘラオモ

ダカに A.ρlantagoL.をあて，へラオモダカを変種 トウコクヘラオモダカの形態

var. angustifoliumに， サジオモダカを var.parvi- トウゴタヘラオモダカとへラオモダカの区別でもっ

floru叫 にしている。牧野・根元（1931)でも同様に とも簡便なのは，花序の最下側校が2本しかないこと

扱われている。 である（図 l,2）が，花の構造にも違いがある（表1'

1932年に G.Samuelssonが日本特産の新種として 図3'4）。
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図1 トウゴグヘラオモダカの標本〔最下の側枝が2

本しかない。葉はへラオモダカと比較してけっ

して細くはない。横浜市旭区川井宿町で1989.

8.20採集〕

図2 へラオモダカ（狭葉型〉の標本。 （最下側校は

3～4本でているのがわかる。葉は細く，脈は

3本。川崎市麻生区黒川で1989.8.16採集〉

表 l トウコ、クヘラオモダカとへラオモダカ（狭葉型）の花の比較

トウゴクへラオモダカ へラオモダカ（狭葉型）

毒基 長さ2.5mm 長さ1.5mm 

花弁 長さ5mmで先は不斉の鋸樹縁 長さ3mmで先は波状縁

約 黒緑色で長さImm 黄緑色で長さ0.5mm

花粉 黄色 黄色

花糸 長さ2mm 長さImm

子房 全体の長さImm幅0.8mm 長さ0.8mm幅1.2mm

村：E頁 長さl.2mm 長さ0.5mm

柱頭の長さが長いことe，約が細長いことなどで， 〔1986）が指摘しているように， 開花時聞は午後2時

間花株を標本にしであれば，花弁がくしゃくしゃで， 頃から夕方までで，午前中には開花していない。

約の色がわからなくなっていても区別できる。花弁の トウゴクヘラオモダカについて図示しである図鑑類

先が鋸歯になることが区別点とされることもあるが， はこれまでにないが，原色日本野外植物図譜（奥山，

へラオモダカであ波状の鋸歯があるので，この点で区 1964）の6巻PL.501の図は最下側枝が2本しかな

別するのは危険である。葉はけっしてへラオモダカと く， トウゴグヘラオモダカである。この標本は国立科

比較して細くはなし、。花期は8月下旬～9月。薄薬 学博物館にあり，確認することができた（白河南湖公
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図3 トウゴクヘラオモダカの花。 （菊は黒緑色で長さ 1問。花弁も長さ 51/Ullと

大きし、。横浜市旭区川｜井宿町で‘ 1989.8.20 撮影〉

トウコa クへラオモタ’カ
図4 へラオモダカ（狭築型〉の花。 （菊は黄緑

色で長さ 0.51/Ull。花弁は長さ 3鵬程度。川

崎市麻生区黒川で 1989.8.16 撮影〉 図5 神奈川県におけるトウゴクヘラオモダカの

分布図

園， 1958.7. 30, H. Utsumi, 308360(TNS））。

原には少なくとも過去に自生していた（図5）。

神奈川県内の分布 畑区川井宿町や城山町の自生地は谷戸奥の湧水のあ

神奈川県産のトウゴクヘラオモダカの標本で筆者が る湿地であった。川井宿町の自生地にはサワシロギク

確認できたものは次のとおりである。 やコオニユリが見られる。サワシロギクやコオ与ユリ

旭区川井， 1984.9.14，勝山輝男，県博植物誌標本 は神奈川県では箱根仙石原にあり，平地ではほとんど

旭区川井宿， 1989.8.20，勝山輝男，県博植物誌標本 見られなし、。 トウゴタヘラオモダカはへラオモダカよ

城山町穴川， 1984.9.8，勝山輝男，県博植物誌標本 りも冷たい水を好むようだ。

旭区上白根， 1960.8.5，斎藤照， 横須賀市博 トウゴクヘラオモダカは図鑑類に記述がないので，

滅山町川尻， 1967.8.1，守矢淳一，横須賀市博 一般にはほとんど認識されておらず，今後神奈川県各

箱根町仙石原， 1928.7.17，沢田武太郎，県博 地で発見される可能性がある。

旭区北部と裁山町北部に自生しており，箱根町仙石
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ホソパヘラオモダカとへラオモダカの狭葉型 などの解説にも不備が目立つ。トウゴグヘラオモダカ

について も市販されている図鑑類には載っていない。十分な分

トウゴクヘラオモダカが明らかになったので，ホソ 類学的な検討や分布調査もされずに，姿を消してしま

パヘラオモカダの実体が問題になる。植物学雑誌や植 う植物もあるにちがし、なし、。減少の激しい，平野部の

物研究雑誌を調べたが，ホソバヘラオモダカ A.hari- 湿地の保護が急がれるo

mense Makino）の原記載は見当たらなし、。牧野；新

日本植物図鑑（1963）には，ホソパへラオモダカ CA.

canalicuratum A. Br. et Bouche var. harimense 

Makino〕は，葉は線状，支脈2～4で，花弁前縁に

は鋸歯があり，基部白色，約は褐紫色とある。

この記載から判断するかぎり， トウゴクヘラオモダ

カとの区別はつかなし、。ホソバヘラオモダカはトウゴ

クヘラオモダカと同ーのものである可能性もある。

那須の植物誌 (1971）では， A.canalicuratum var. 

harimenseをトウゴクヘラオモダカのシノニムにして

いる。

関東地方北部には約の褐色のものがあるという（野

口達也，私信〉が，それが真のホソパヘラオモダカの

可能性もある。

ヘラオモダカの葉の支脈は普通4本以上ある。とこ

ろが図2に示すように葉がきわめて細く，支脈が2本

しかなく，約の色が黄緑色のものがある。筆者は神奈

川県植物誌（1988〕でこれをトウゴグヘラオモダカ

（ホソパヘラオモダカ〉としてしまった。 トウゴグヘ

ラオモダ、カとホソバヘラオモダカが同一種であるとし

ている場合（北村ほか， 1980；杉本， 1973〕， この植

物をさしている可能性がある。

葉の幅はへラオモダカと区別しにくいものもあるの

で，この葉の細いへラオモダカはへラオモダカの葉の

幅の変異のうちに含まれるものと考える。

以上述べたようにホソバへラオモダカ（var.hari-

mense）は①トウゴクヘラオモダカのシノニム，②神奈

川県にはない別の植物， ③へラオモダカの狭葉型に対

する名称の3つの可能性があるが，原記載が見当たら

ないので，現段階ではその判断はっきかねる。従って

神奈川県に産するものはトウゴグへラオモダカおよび

へラオモダカの2種と把握しておくのが妥当である。

おわりに

最近，日本自然保護協会より「我が国における保護

上重要な植物種の現状」の報告書が出された。その中

には平地の湿地に生える植物が多く含まれている。ホ

シクサ科， カヤツリグサ科， イグサ科， ヒノレムシロ

科， ミクリ科の植物などは分類も難しいためか，図鑑
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神奈川自然誌資料 (11): 147～152, Mar. 1990 

箱根強羅地域の薙苔類相について（予報〉

生出智哉

Toshiya OrzuRu : A Preliminary Report on Bryophytes 

Flora in Gora, Hakone, Kanagawa Prefecture 

はじめに

箱根の蘇苔類調査は，戦後，神奈川県立小田原中学

校の松浦茂寿教諭が種子植物と共に蘇苔類を箱根の各

地域で採集したことから始まる。その後，松浦氏の採

集した標本に勝俣洋一 (1972）が，自分で採集した標

本も加え，箱根蘇類目録として蘇類222種の報告を出

した。また，生出（1984）は箱根の蘇類目録を発表し

たが，この蘇類目録は1979年より1983年迄の聞に採集

した鮮類に，第9回日本蘇苔類学会が1980年8月に箱

根町で開催された時の観察会で採集した標本リストも

付け加えて報告したものである。

これらの調査は箱根全域を対象とし，特に神山の東

側，早雲山，強E草地域を重点的に実施したものではな
い。筆者は，箱根の蘇苔類相を明らかにするための一

環と して強羅地域を重点的に調査し，若干の興味深い

知見を得ることができたので，ここにその一部を報告

しておくことにする。

調査地の概況

箱根には7つの中央火口丘があり，その1つが村l山

で，強羅地域は神山の東側山麓部に位置している。

強羅地域の植生は中間温帯に相当し，強羅より上部

の早雲山はブナ林が本来の植生であるが，現在は一部

がスギやヒノキの植林地になっている。

強羅は明治までコナラ，イロハカエデ，ヤマザクラ

などが生育する二次林であったとし、ぅ。また現在，フ

ランス式庭園として知られる強羅公園を中心とした一

帯は人為的な影響の著しい地域となっている。しかし

その一方では，早川に沿った急傾斜地にはイヌシデや

クマシデ，フサザクラ，ヤマハンノキなどの生える林

分が残り，強羅公園とは著しく異なった自然環境を呈

している。こう した中で，蘇苔類相が環境の違いによ

りどのように変化するかを知るために次の調査地を設

け，そこでの出現種を調べてみた。

調査地域を環境別に下記のように4つに分けた。

(1) 弱L、人為的影響下にある地域：強羅公園とその周

辺地域（G-1)

会社の寮などの宿泊施設と屋敷が主で，植生はコ

ナラ，カエデ類， リョウブなどと，屋敷の境界を示

す樹木として酸性地に強いアセビやヒメアスナロな

どが植栽されている。

(2）強い人為的影響下にある 地域 ：強羅駅周辺地域

(G 2〕

商店街や住宅地域で，街路樹と してソメイヨシノ

が植栽されている他は，庭に植えられている植木類

がある。コンクリ ート化が著しいために乾燥してお

り，人通りや交通量も多い。

(3) 比較的自然環境の良好な地域 ：新田から木賀に至

る東斜面地域（H-1)

フサザタラ，シデ類，ヤマハンノキ，ウラジロガ

シ，スギなどの生い茂る東に面した傾斜地で，大部

分は代償・植生であるが一部には自然、植生が残る（松

浦， 1972）。県道が早川と並行に通じ，沢筋は多湿

な立地になっている。

(4) 自然環境の保全されている地域 ：新田から木賀に

至る河川敷 （H-2)

河川敷の中央部分は一日中陽光が当たり，流水の

影響を最も受ける立地である。河岸にはヤナギ類や

フサザクラ，ヤマハンノキが部分的に見られる。

また箱線美術館コケ庭も併せて調査した。箱根美術

館コケ庭周辺は，僅かに残るヤマザクラとミズナラ，

ヒマラヤスギ以外には年数を経た樹木が少なく ，各所

に大小の岩が露出し，乾燥の著しい立地環境である。
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図2 強羅公園付近のエピゴケBryoxiphiumnorvegi-
cum subsp. japonicum群落（1989.12.5撮影）

調査結果

A. 強羅地域の叢苔類

調査結果は表1にまとめた。

強羅公園と周辺地域 CG.-1)

箱根美術館の東に隣接した強羅公園とその周辺で蘇

類32種と苔類3種が確認された。

圏内は洋式庭園が主であるが，北西側には幾棟かの

茶室があり，その庭内ではナミガタタチゴケAtrichum

undulatum, フタパネゼニゴケ Marchantiapaleacea 

var. diptera，ハイゴケHypnumplumaeforme，アソ

シノブゴケ Thuidiumkanedaeなどが群落を形成し

ている。

閣内の随所には大ノj、の岩石が点在するが，この岩は

早雲山の爆裂泥流の塊りで，その上には，シモフリゴ

ケ属 Rhacomitriumsp.，ギボウシゴケ属 Grimmia

sp.，地衣類のヤマトキゴケ Stereocaulonjaponicum, 

ハクテンコケ類 Parmeliasp.，ニクイボゴケ属 Och-

rolechia sp.，が着生している。

コンクリート上には好アノレカリ性蘇類のギンゴケ

Bryum argenteum，ハマキゴケ 同IQρhilapropaguli-

fe1’aなどが生育している。

持田（1974）はコ ンクリート上に生えるギンゴケ，

ハマキゴケ，ハリガネゴケ Bryumcapillare，ネジク

チゴケ Barbulaunguiculataなどは乾燥によく耐え，

都市などの乾燥環境を好む種であると述べている。

また，強羅公園から強羅駅に至る道路沿の垂直岩面

でエビゴケ Bryox砂hiumno仰 egicumsubsp. j，ゆ0・

nicumが横方向に 1.5～2mの長さにわたる大群落を

形成していた（図2）。 エビゴケは箱根地域では，元

箱根・箱根神社と姥子の2ヶ所で確認されていた蘇類

である。

強羅駅周辺（G-2)

4調査地域では最も人為的な影響下にある地域であ

るが，産車類13種と苔類4種が確認された。

横浜市や小田原市など市街地に多いゼニゴヶ Mar-

chantia polymorphaが，強羅駅前の庭先で見られた

が，強羅地域ではゼニゴケは少なく，フタパネゼニゴ

ヶ Marchantiapaleacea var. dipteraやジンガサゴケ

Reboulia hemisρhaericaなどの丘陵地域でよく見かけ
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るコケが多い。ギンゴケ， ネジグチゴケ， ハマキゴ

ケ，ヒョウタンゴケ Funariahygrometricaなどが多

く，市街地に多い好アノレカリ性で耐乾性をもっ種類が

多い。

新田から木賀に至る東斜面地域 （H-1)

蘇類31種と苔類21種を確認した。

新田と木質の沢筋の湧水付近ではケゼニゴケDumo-

rtiera hirsuta, ミズシダゴケCratoneuronfilirinum, 

ホソパミズゼニゴヶ Pelliaendiviaefolia，ウスパゼニ

ゴケ Blasiapusillaなどが多L、。

スギの樹幹基部ではカガミゴケ Brotherellakeno-

niiが着生し，朽木上ではシシゴヶ Brotheraleana，ホ

ソパオキナゴケ Leucobryumneilgherrense，トサカゴ

ヶ Loρhocoleaheteroρhylla，オオウロコゴケ Hetero-

scyphus bescherelleiなどが生育している。

新国から木賀に至る早川河川敷（H-2〕

早川の河川敷全体では蘇類17種と苔類6種を確認し

た。

河川敷では生育環境をa）川岸林， b）川床の岩上

と二つにわけた。

a）川｜岸林の土上

新田から木賀に至る河川敷iiiでは蘇類13種と苔類6
種を確認した。

川｜岸：に近い，最も湿った土上にはウスバゼニゴケ，

ホソバミズゼニゴケ，ウキゴケ Ricciafluitans，ケゼ

ニゴケ Dumortierahirsutaなどの湿地生の苔類が生

育している。

また，フサザクラやヤマハンノキ，シデ類の茂る林

下の土壌上では，コツボチョウチンゴケPlagiomnium

acutum，アオギヌゴケ属 Brachythecium sp.ジャゴ

ケ Conocephalumconicumが見られる（図3〕。

b）川床の岩上

流水中に震出している岩上では蘇類7種と苔類1種

が確認された。

終日陽光を受け常に波しぶきをかぶるような立地に

はミズシダゴケ，アオハイゴヶRhynchostegiumrtρa-

rioides，マノレパハネゴヶ Plagiochilaovalifol切などが

生え，また，乾燥化の著しい函にはギンゴケやギボウ

シゴケ属，シモフリゴケ属が見られる。

河床の岩上群落を形成する種類が限定される理由の

一つには，毎年周期的に起こる早川の増水や常に日射

を受けるなどの，生育環境としての厳しさが考えられ

る。
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4つの調査地域を特徴づける護苔類

強羅公園周辺と強羅駅周辺ではハイゴケ，ホソウリ

ゴケ，ヒョウタンゴケなどの向陽性の種が出現する。

強羅公園周辺で確認したエピゴケは箱根の蘇苔類相を

考える上で特徴的な種である。

新田から木賀に至る斜面地域は全地域で最も多くの

驚苔類が出現しており， ネズミノオゴケ， コスギゴ

ケ，ホソパミズゼニゴケ，クモノスゴケなどが分布し

ている。

新田及び木賀地域を強羅公園地域と比較すると，湿

地に多いジャゴケやケゼニゴケ，ホソバミズゼニゴケ

などの大型苔類の量が多く，湿岩上にはコックシサワ

ゴケ，アオハイゴケなどが着生している。

B. 箱根美術館コケ庭の自主苔類

関東地方でコケ庭と言えば箱根美術館と鎌倉市妙法

寺，覚園寺などがよく知られている。箱線美術館のコ

孟t:.:＝：・～ゐ斗ぷぷゑA
図4 コケ庭のカエデ類からなる疎林（林床にはハイ

ゴケ Hypnumplumaeforme，エダツヤゴケEnto-

don rubicundusにホソパオキナゴケLeucob1’yum

neilgherrenseなどが生育する〉〔1989.12.5撮影）

図5 箱根美術館のコケ庭入口付近（1989.12.5撮影）



表2 箱根美術館コケ庭の蘇苔類

議類

l Atrichum undulatum(Hcdw lP.Beauv. 

2 Br achy thee JUrn p lurnosu悶＜Hedw.)B. S. G. 

3 Callicladium haldanianum(Gre v。）Crum

D1cranella heteromalla<Hedw. )Sch imp 

D1cran。dontiumdenudatum<Brid.)E.G.Bfltt 
6 D1cranum jap。nicum M 1 t t. 
7 Entodon challengeri<Par. )Card 

8 E rub i cu n du s <M 1 t t. ) Jae g. e t Sauer b 

9 Gr immia apocarpa Hedw. 

10 Hylocomium brev1 r。stre var. cavifol 1um(Lac. )Nog. 
ll Hypnum plumaeforrne ¥tlils 

12 Isopterygium pohliaecarpus(Sull. et Lesq )Jaeg 

13 Leucobryum bowftng1i Mitt 

14 L. neilgherrense C.Muell 

15 Mn1um laevinerve Card. 

16 Myuroclada max1moviczii(8orcz. )Steere et Schol 

17 Plag i。mn1ummaximoviczii(Lindb lKop 
18 P. trichomanes<Mitt.)Kop. 

19 Pleuro玄iumschreberi<Brid.)Mitt 

20 Pogonatum inflexum(L1ndb. )Lac 

21 p。lytrichum commune Hedw 
22 P. formosum Hedw. 

23 Ptychomitrium linearifolium Reim.et Sak. 

24 Rhacomi tr ium canescens <Hedw. lBr id 

25 R. heterostichum <Hedw.lBrid. 

26 Rh tZogon ium d。zyanumLac 
27 Sphagnum g i rgensohn ii Russ. 

28 Thu1dium glaucinum(M1tt. )Bosch et Lac 

29 T. kanedae Sak. 

30 Trachycystis flagellaris(Sull. et Lesq. )Lindb 

31 T. microphylla<Doz. et Molk. lLindb 

苔類

Blas1a pusilla L 

Conocephalum conicum conicum(L. lDum. 

3 C supradecompos i tum(Lindb. JSteph. 

4 Dumortiera hirsuta(Sw. ) Re in• . et al. 

5 Heteroscyphus bescherelle1(Steph. )Hatt 

6 Marchantia paleacea var. diptera(Mont. )Hatt 

7 Pellia endiviaefolia<Dicks. )Dum 

自 Flagiochila oval1fol1a Mitt. 

9 Tr1chocolea tomentella (Ehr h〕Dum

ナミ ガタタチゴケ
ハネヒツジゴケ

クサゴケ
ススキゴケ
ユミゴケ
シッポゴケ

ヒロハツヤゴケ
エダツヤゴケ
ギポウシゴケ
フトリュウピゴケ

ハイゴケ
アカイチイゴケ
アラハシラガゴケ
ホソパオキナゴケ

ナメリチョウチンゴケ
ネズミ ノオゴケ
ツルチョ ウチンゴケ
コツポチョウチンゴケ

タチハイ ゴケ

コスギゴケ
ウマスギゴケ
オオスギゴケ
イシノウエノヒダゴケ

スナゴケ

クロカワキゴケ
ヒノキゴケ

ホソバミズゴケ
アオシノブゴケ

アソシノプゴケ
ヱゾチョウチンゴケ

コパノチョウチンゴケ

ウスパゼニゴケ

ジャゴケ
ヒメジャゴケ
ケゼニゴケ

オオウロコゴケ
フタパネゼニゴケ

ホソパミズゼニゴケ
マルパハネゴケ
ムクムクゴケ

ケ庭はl,653m (500坪〕の広さを有する。 ゴケ， Pロカワキゴケ Rhacomitriumheterostichum 

コケ庭は北東方向に緩やかに起伏した斜面になって などであるが，コケ庭の蘇苔類相全体については未発

L、る。緩斜面にはカエデ類を主にリョウブ，アセビ， 表であった。

ヤマザクラなどの疎林になっている（図4）。 しかし，箱根美術館には井上博士の調査結果（1978

ここの蘇苔類相を最初に調査したのは井上浩博士で 年6月9日〉が保管されており， それによると蘇類38

ある。その一部は井上（1968〕に概要が記されている。 種， 苔類5穫の計43種が記されている。その中で特色

その当時，確認されたコケはオオスギゴケPolytrichum のある種類をあげると，蘇類はチャシツポゴケ Diera-

formosum，ヒノキゴケ Rhizogoniumdozyanum，ェ num fuscescens，フウ リンゴケ Bartramiopsislescu-

ダツヤゴケ Entodonrubicundus，アソシノブゴケ グii，フトリュウピゴケ Hylocomiumbrevirostre var. 

Thuidium kanedae，ホソパオキナゴケ Leucobryum cavif olium，オカムラゴケ Okamuraeahakoniensis, 

neilgherrense，コ ツボチョ ウチンゴケ，ナミガタタチ ホンシノブゴケ Bryonoguchiamolkenboeri，チョ ウ
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チンハリガネゴケ Pohliawahlenbergiiで苔類ではア

キウロコゴケ ］amesoniellaautumnalis, オオホラゴ

ケモドキ Calypogeiagranditexta, ミヤマホラゴケモ

ドキ C integristipulaなどである。

今回の筆者による調査では， 1988年から1989年の2

ヶ年聞に蘇類31種，苔類9種の合計40種が記録できた

（表2〕。これらの中には，ホソパミズゴケ Sρhagnum

girgensohnii, フタノミネゼニゴケ，ムクムクゴケ Tri-

chocolea tomentella，ジャゴケ， ケゼニゴケ， ヒメジ

ャゴケの新たに確認された6種を含む。

また，井上博士が1978年に調査した時と同一穫はヒ

ノキゴケ，ハイゴケ，アカイチイゴケ，ナミガタタチ

ゴケ， コスギゴケ，マノレノミハ不ゴケなど21種がある。

美術館入口付近には渓谷がつくられている。そこに

コケ庭内では，カエデ類やヤマザタラ， リョウブな

どを植えることによゥて夏の強い直射日光を遮り，流

水により林内の水分収支を図り，また冬期の低温や乾

燥化を防くnためにコケの上をよ しず張りで覆う，など

の造図的な手法を用いて蘇苔類を育んでいるのであ

る。興味深いことは自然環境の好ましい早川沿いにも

見られないヒノキゴケ，オオスギゴケ，ムクムクゴケ

などが生育していることであるO

このコケ庭が隣接する強羅公園と比l佼して蘇苔類相

が豊富な理由は，鷲苔類が生育するに適した水分と強

い日射を遮る木立に恵まれたためと恩われる。強羅公

園は箱根美術館コケ庭に比べて耐乾性のギンコケ，ハ

マキゴケ，スナゴケ属などが多いこともうなづける。

は川が流れ，庭内では一番湿った場所で、ある。ここで おわりに

はオオスギゴケ，ウマスギゴヶPolytrichumcommune, 今調査は強羅地域の一部の蘇苔類相を調べるに留ま

ヒノキゴケ，ホソバミズゼニゴケPelliaendiviaefolia, ったが，今後は箱根の蘇苔類相の解明を図るために

エゾチ ョウチンゴケ Trachycystisflagella門S，コツボ も，早川に沿って宮城野に至る全強羅地域を対象とし

チョウチンゴケなどの比較的湿度の高い場所に生育す たフロラ調査を行うと共に，辞苔類とその生育環境の

る蘇苔類群落が見られる（図5）。 調査研究を同時に進めて行きたし、。

また，渓谷から自Itれた平坦地や緩斜面上には，ホソ この報告をまとめるにあたり，強羅公園田代道爾周

パオキナゴケ，エダツヤゴケ，コパノチョウチンゴケ 長には，強羅地域の歴史と植生について色々と ご教示

Trachycystis microphylla, コスギゴケ Pogonatum を受けた。また，箱根美術館コケ相の調査にあたり，

inflexum，ナミガタタチゴケAtrichumundulatumな コケ庭に関する資料やその他いろいろとご協力をいた

どが群落を形成している。 だし、た箱根美術館並びに岸本隆雄係長などに深甚の謝

圏内の各所で群落が見られるヒノキゴケ Rhizogo- 意を表する。

nium dozyanumは地上生のコケの中では， 大気汚染

の指標とされたこともある蘇類で，それがコケ庭に多 引用文献

数生育することは好ましいことである。このコケ庭以 井上浩， 1968.コケの写真解説と栽培. 1+13+166 

外の強羅地域では，今回の調査では確認されていない pp. (ref. p. 72〕．加島書店，東京．

だけに，箱根のコケ庭園を特徴づける種といえる。 勝俣洋一， 1972.箱根地方の蘇類箱根町文化財研究

またホソバミズゴケ Sρhagnumgirgensohniiは園 紀要，（2): 1-32. 

内中央部の散策路の付近で、直径15C悶ほどの群落をつく 松浦正郎，1972.神奈川県のフロラ，箱根地区．神奈

っているが，これらは他地域から植栽されたものと推 川県の現存植生， pp.81 134. 神奈川県教育

定される。したがってコケ庭で繁殖を続けることは難 委員会．

しいものと思われる。なお勝俣（1972）の報告によれ 生出智哉， 1984. 箱根産蘇類目録。神奈川自然誌資料

ば，かつてホソパミズゴケは大涌谷で採集された記録 (5): 78-84. 

があるが，その後，箱根地域では確認されていない種 士帝国 宏，1974.環境汚染と指標植物.1+170+1-6 

とし、ぅ。 pp., pis. 1-8. （問f.pp. 151-153.〕共立出版，

コケ庭には自然分布を考えた場合に，疑問なものと 東京．

してフトリ ュウピゴケ， タチハイゴケ， イワダレゴ

ヶ，ホソパミズゴケの4種がある。これらは他所から （神奈川県立博物館〉

移植されたものであろう。
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神奈川自然誌資料 (11) : 153, Mar. 1990 

神奈川県で記録された

オーストラリアセイタカシギ

内田英樹・浜口哲一

Hideki UCHIDA & Tetsuichi HAMAGUCHI: Notes 

on Australian Stilt (Himantopus leuco-

cephalus) Found in Kanagawa Prefecture 

オース トラリアセイタ カシギ （Himantopusleuco-

ceρhalus）は，セイタカ、ンギ（Himantoρushimantopus) 

に近縁で頭部の白と黒の模様に特徴のある種で， しば

しばセイタカシギの亜種として扱われる。H.HAYMAN 

他 （1986）によれば，オーストラリア，ニュージーラ

ンドからニューギニアで繁殖し冬期はフィリピンに

かけての島々に渡るものがあるという。

日本では1986年10月10日に茨城県波崎町において，

鈴木恒治氏によって撮影されたものが，初記録とされ

ている（鈴木， 1987；日本野鳥の会野鳥記録委員会，

1988，日本野鳥の会野鳥記録委員会， 1989）。筆者の

一人内田は，この記録に先立つ1986年5月に神奈川県

相模原市において，本種と考えられる個体を観察して

いるので，報告しておきたし、。なお，本報告は現地で

図1 オーストラリアセイタカ シギ（1986年5月

29日，塩原昭夫氏撮影〉

の観察については内田が，過去の記録等については浜

口が執筆した。また写真を提供された塩原昭夫氏に感

謝したし、。

観察地は相模原市当麻の昭和橋の下流側の相撲川

で，初めて観察したのは1986年5月24日午前7時であ

った。この個体は写真で見られるように，後頭部がく

っきりと黒く，白い顔とのコントラストが鮮やかであ

った。このパターンはオーストラ リアセイタカシギの

合成鳥によく一致している。くちばしは黒く先がわず

かに上に反っており，足は鮮やかなピンク色をLてい

た。中州の草の生えた湿地，中州、｜及び本流の浅瀬で採

餌し，餌をとる時の動きやシャツグリのような動作が

コチドリによく似ていた。この個体は同所で内田及び

塩原昭夫氏等によって， 5月29日まで連続して観察さ

れ， 5月31日には姿が見えなかった。

鈴木（1987）によると同氏は1986年6月7日にも千

葉県一の宮河口で，オーストラリアセイタカシギのタ

イプの個体を観察されたとのことであり， 出現時期か

らみて，相模川に現われた個体が一の宮に移動したこ

とは十分考えられよう。また10月の波崎町の個体も写

真で比較すると，羽色のパタ ーンが非常によく似てお

り， これも同一個体の可能性があるかもしれなし、。い

ずれにしても， 筆者の観察した例が，日本国内での初

記録となるものであるが，報告が遅れたことについて

は，お詫びしたL、。

なお，日本野鳥の会記録委員会（1988）に示された

分布図は， まったく間違っている。また， 同委員会

(1989）では波崎町の記録を1986年9月14日としてい

るが，鈴木（1987〕を参照すれば明らかなように10月

10日が正しい。こう したケエ レスミ スは将来の混乱の

もとにもなるので，慎重なチェックを望みたい。

文献

HAYMAN, P., J. MARCHANT and T. PR企TER,1986. 

Shorebirds. 412pp. Croom Helm. 

鈴木恒治， 1987. セイタカシギ．野鳥，（487): 30. 

日本野鳥の会野鳥記録委員会，1988. 日本に舞い降り

た野鳥たち．野鳥，（500): 10. 

日本野鳥の会野鳥記録委員会， 1989. 日本初記録の野

鳥．野鳥，（509): 38-43. 

（内田英樹：相模原探烏会・浜口哲一：平塚市博物館〉
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神奈川自然誌資料 (11〕： 154,Mar. 1990 

神奈川県初記録のツシマトリノフンダマシ

徳永歴亜 ・古南幸弘 ・浜口哲一

Rekia TOKUNAGA, Yukihiro KOMINAMI & Te-

tsuichi HAMAGUCHI: A New Record of 

Paraplectana tsushimensis (Araneae, Ara-

neidae) from Kanagawa Prefecture 

ツシマト リノ フンダマシ （Paraplectanatsushim-

ensis YAGINUMA）は，関東地方以南に分布する南方系

の美しいグモで，採集記録の少ない種類である。神奈

川県内からは未記録であったが，筆者らの一人徳永が，

横浜市栄区で1個体を採集することができたのて、報告

する。報告にあたって，同定と過去の採集記録につい

て御指導を頂いた新海栄一氏，池田博明氏にお礼申し

上げる。

ツシマトリノフンダマシが記録されたのは，横浜市

栄区上郷町の横浜自然観察の森の構内で，標高約100

mの丘陵地で‘ある。1988年6月25日午後5時過ぎ，徳

永が水際のコガマの茎の上にとまる本種雌1個体を発

見した。発見場所はミズキの疎林に囲まれた，面積約

400m＇の湿性の草原で，水生昆虫誘致のために造成さ

図1. ツシマトリノフンタ・・7 シ♀
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れ，通称へイケボタノレの湿地と呼ばれている。周辺は

落葉広葉樹を中心とした二次林である。

当日は曇天で，最初は脚を縮めてじっとしていたた

め，テントウムシの仲間がうずくまっているように恩

われた。撮影をしよ うと近づいた時，脚を伸ばしたた

め，初めてクモの仲間であることに気づいて，採集し

た。

採集された個体は体長7.3Tfllllの雌成体で（ちなみに

木種の維は未発見である〉，腹部の幅は7.5Tfllllであっ

た。半球形に盛り上がる大形の腹部は燈赤色の地に12

個の黒色の紋が配列され，頭部と歩脚も燈赤色で，本

種の典型的な色彩を示していた。液浸後時間が経過す

るに従って，腹部の赤色は退色してきた。

この個体はアルコール液浸標本とし，平塚市博物館

の資料として保存されている。標本の登録番号はHCM

-53-1678である。

新海栄一氏によれば，ツシマトリノフンダマシの関

東地方の採集記録としては下記の6例を数えるのみだ

という。神奈川県からは本報告が初めての記録にな

る。

1.千葉県富津市金谷 1979. Apr. 67稲川 良

2. 東京都八王子市高尾山 1980. Jul. 27 相良淳一

3. 栃木県足利市 1981. Jul. 大川

4. 東京都五日市市広徳寺 1983. Jul. 24 松浦祐司

5. 東京都八王子市南浅JI! 1985. Jul. 10 新海栄一

6. 同 上 1988. Jul. 6 貞元己良

今回ツシマトリノフンダマシが発見された場所は，

市街地に近い丘陵地であり，三浦半島，鎌倉などでも

精査すれば今後さらに記録例が増える可能性が十分考

えられる。諸賢の注目をお願いしたし、。

（徳永歴亜： （財〉日本野鳥の会，古南幸弘：（財）日本

野鳥の会・横浜自然観察の森，浜口哲一 ：平塚市博物

館〕



記

0今号は何と 154頁！年々投稿盆が増え，内容も充実していくこ

とは，編集委員の1人としてまことに熔しい限り（ただ仕事量もそ

れだけ増えているわけで，その辺がつらいところ〉です。内外から

それだけ認められるようになったことは自負してよいと思います。

O思えば， 第1号の巻頭をけがしたのが私の分布地理論でした。そ

の内容の強引・稚拙さはおE干し願うとして， 当時博物館外の人間で

あった私が今こうしてその神奈川自然誌資料の編集に携わり，この

欄を担当することになるとは，思いもしませんでした。

0ところで，前号のこの欄の続き。そこでは芯、味深なことを記しま
したが， やはり前編集委員長の真の狙いは別にあったのです。うか

つにも私は，前委員長の術策にはまってしまったわけて‘す。前委員

長は6号以来連続5期も務めたのですが，私と してはこの際世相を

反映し，何とかIJ切だけでお役ご免をお願いしたく思うのですが…

（高桑正敏）

後集編

貝

（平塚市博物館〕

〔償須賀市自然、博物館〉

（大涌谷自然科学館）

（神奈川県自然保護センター〕

（神 奈 川 県立博物館〕

（神奈 川 県立博物館〕

（神奈 川 県立博物館〉

（アルファベッ ト順〉
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